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　　　【プロローグ】







　吹ふきすさぶ熱風は、どす黒いものだった。

　多量の煤ばい塵じんを含ふくんだ大気が、奇き怪かいな風鳴りと共に駆かけ抜ぬけていく。

　赤茶けた砂地の彼方かなたには、切り立った岩山が幾いくつも群れを成していた。

　茫ぼう漠ばくたる新大陸フロンテイアの中央、アトラス地方に位置するゾアナ砂さ漠ばくである。

　都市国家シャイアンに属する地方市、ラグンの街もまた黒い風に覆おおわれていた。

　妖よう雲うんが太陽を隠かくすこの辺境にもまだ、人類は必死にしがみつき、生き抜いていたのだ。




「ロブおじさん、注文お願あい！」

　店に入るなり、二人の少女は潑はつ剌らつとした声を響ひびかせた。

　古びた床ゆか板いたを駆け、いつものテーブルに着く。

　まだ十五、六歳さい。金きん髪ぱつと黒くろ髪かみの二人の娘むすめは、縫ほう製せい工場の仕事を終えたばかりだった。

「ああ、クレアちゃんたちかい！　今、混んでるからのお！」

　店の奥おくでは、背の低い老人が懸けん命めいにフライパンを振ふりたくっている。

「ちょっと待っとくれよ！　すぐに一いつ杯ぱい出してやるでな！」

「早くしてね、親父おやじさん！　今日もくたくたなの～」

「一分以内に持ってきてくれないと、あたし死んじゃうかも～」

「はっは！　サボテンソーダが何よりの薬ってワケじゃな！」

　老人は湯気にむせながら野菜をかき混ぜ、炒いため、あおっていく。

　そのじゅうじゅうという音に加え、小さな食堂はかきいれ時の喧けん噪そうに満ちていた。

　暗く、狭せまく、埃ほこりにまみれた、七つしかテーブルのない食堂である。

　だがその佇たたずまいには不似合いなほどの大だい繁はん盛じようであった。

　クレアと呼ばれた金きん髪ぱつの少女は、眠ねむそうな顔で店内を見回した。

「なによ、今日もお客さん、多いじゃない。もっと早く来れば良かった！」

「だいたい、この二週間ずっと混んでるわよね。ま、仕方ないかも」

　親友のアミアは、にやりと微笑ほほえんで言った。

「みんな、新しいウェイトレス目当てだからねー。ま、あたしたちもだけどさ」

「ほんとほんと、あの子の笑顔を見ると一日の疲つかれが吹ふっ飛ぶのよ」

　クレアは、うっとりとした目つきで騒さわがしい厨ちゆう房ぼうを覗のぞき込んだ。

　その厨房の奥から、『新しいウェイトレス』がひらりと飛び出してきた。

「あっ、いらっしゃいませえ！」

　白いフリルのついたエプロンをなびかせ、鈴すずの音ねのような声で一礼する。

　肩かた先さきで輝かがやく金髪を揺ゆらしながら、『新しいウェイトレス』は軽快に店内を横切った。

「クレアさん、アミアさん、毎度ありがとうございます！」

　その姿に、少女たちは一いつ斉せいに嬌きよう声せいを上げた。

「あーん、今日も可愛かわいいっ！　ジャスティス君！」

「今日も来ちゃった！　ジャスティス君の顔、見ないと一日が終わらなくてさ！」

　ジャスティス……そう呼ばれた『新しいウェイトレス』は紛まぎれもない少年であった。

　だがテーブルではしゃぐ二人の少女より肌はだの色は白く、金髪も艶つやめいている。

　水色の瞳ひとみには一点の曇くもりもない。微笑ほほえみは、さながら聖画の天使を彷ほう彿ふつとさせた。

「ありがとうございます、いつもの奴やつでいいですね？」

　笑顔を振りまくと、ザクセン人の少年はカウンターへ滑すべり込んだ。

　慣れた手つきでグラスをふたつ取り出し、氷のかけらを重ね入れる。樽たるからサボテンソーダを注ぐと素す早ばやく舞まい戻もどり、にこやかにグラスを差し出してみせた。

「今日は何になさいますか？　サービス定食はまだありますよ」

「あたしは今日はねえ……岩トカゲのピリピリ煮に定食！」

「あたしは黒サボテンと砂さ漠ばく牡が蠣きの炒いためもの、大盛りで！」

　ジャスティスは取り出したメモに、さっと注文を書き付けた。

「はい、喜んで！　親父おやじさん、トカピリ定とサボガキ、四番さんでーす！」

　屈くつ託たくのない横顔に、クレアとアミアも顔をほころばせた。

「今日も元気ね、ジャスティス君。ずいぶん、仕事も慣れたんじゃない？」

「もちろんですよ、もう二週間ですから！　僕ぼくだっていつまでも新米じゃないです」

　胸を張るジャスティスに、二人の少女はグラスを掲かかげて微笑ほほえんでみせた。

　二人だけではない。客はみな、ジャスティスの立ち居振ふる舞まいを目で追っている。

　注文を取り、料理を運ぶ。それだけの事がこんなにも人を魅み了りようし、心を和なごませていた。

　店主のロブも笑って、孫のような少年に次の料理を差し出した。

「赤レタス炒め定食、あがったよ！　六番テーブルさんじゃ！」

「あっ、今行きま……って、わあっっ！」

　澄すんだ声こわ音ねが、急にひっくり返った。

　同時にカウンターの椅い子すも転び、派手な破は砕さい音おんが店中に響ひびき渡わたった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかね、ジャスティス！」

「あ、あは……転んじゃいました……何もないんだけどな……」

　心配するロブに、少年は照れ笑いを浮うかべた。途と端たんに客席から爆ばく笑しようが湧わき起こる。

　ジャスティスは悲しげに頭を搔かいて、砕くだけ散った椅子を見渡した。

「すいません、親父さん……椅子の代金、アルバイト代から引いといてください」

「かまわんよ。その椅子は古かったからのお。それより怪け我ががなくて何よりじゃ」

　その言葉で、唐とう突とつにクレアとアミアが立ち上がった。

「本当にそおよお！　怪我がなくて良かったあ！」

「でもどっか痛いところ、あるんじゃない？」

「ね、ここ痛くない？　ここは？　ここは？」

　砂糖に群がる蟻ありの如ごとく、少女たちはジャスティスを包囲した。ここぞとばかりに艶つやめく金きん髪ぱつを撫なで、白い柔やわ肌はだを揉もみほぐす。

「あ、大丈夫ですよ、本当に大丈夫です」

「本当に？　あたし、すごく心配したのよ」

「なによ、クレア！　あたしだって心配したのよ！」

「わっ、そんなとこ……大丈夫、僕、立てますよ！　あっ、そんなに触さわらなくても！」

　少女たちは、わざとらしく胸を押おしつけてくる。その感かん触しよくに、ジャスティスは全身の血流を脳天に立ち昇のぼらせた。

「い、いけないと思いますよ……僕、仕事中なんですから！」

「もおっ、照れちゃって！　ジャスティス君って可愛かわいいっ！」

「僕だって男です！　お、お嫁よめ入いりの前の娘むすめさんと無意味に触ふれ合うなんて……」

「カタイ事言っちゃってえ！　じゃあ、ジャスティス君、あたしをお嫁にもらってよ！」

「ずっるーい！　じゃああたしも！」

「何よ！　最初にジャスティス君に目を付けたの、あたしでしょ！」

「お、お二人とも、落ち着いてください！」

　後ずさるジャスティスは、店の奥おくに逃にげ込もうとした。

　だがその背後から……

「仕事サボっていちゃつくとは、たいした根こん性じようしてるわね……！」

　押おし殺すような声こわ音ねが、びいんと人々の臓ぞう腑ふに響ひびき渡わたった。

　クレアとアミアの表情が瞬しゆん時じに青ざめ、凍こおりついた。

　ただ一人、ジャスティスだけが、吞のん気きな笑え顔がおのまま後ろを振ふり返っていた。

「えっ、サボってるって誰だれのこと？」
















「あんたのことよ、ジャスティス！」

　筋肉質の腕うでが、怒いかりにまかせてジャスティスの首を締め上げた。

　現れたのは、真まっ赤かな髪かみのウェイトレスである。

　ジャスティスと同じフリルのエプロンを身につけた、恐おそらく十代半ば。

　だがその燃え立つような髪は怒りに震ふるえ、赤い瞳ひとみは憤いきどおりを撒まき散らしていた。

　ウェイトレスどころか、少女とも呼びにくいローマナ人の娘であった。

「あたしに薪まき割わりさせといて、あんたはお触り放題？　ずいぶんいいご身分よねえ！」

「ちっ、違ちがうよ……僕が転んだから心配してくれたんだよ！」

「おっぱい押しつけられて喜んでたじゃない！　違うとは言わせないわよ！」

「ご、誤解だよお、ライオット！」

　ジャスティスは、じたばたと両手両足をばたつかせる。

　その姿を見かねて、店主のロブが大きなため息を吐ついた。

「またかね、ライオットちゃん？　毎日毎日ジャスティス君をいじめて……」

「だって親父おやじさん、毎日毎日ジャスティスはクレアたちといちゃついてんのよ！」

「えーっ、あたしたち悪くないわよねえ？」

「そうよお、ただ仲良くしてるだけよお」

「それとも相棒のジャスティス君を取られてひがんでんじゃないの？」

　クレアたちのわざとらしいひそひそ話に、ライオットはジャスティスを放ほうり出した。

「あんですってえ！　クレア、もう一度……だあっっ！」

　無様な悲鳴と共に、今度はライオットが床ゆかに叩たたきつけられた。

　ジャスティスが壊こわした椅い子すの残ざん骸がいに蹴けつまずいて。

「ライオット……大だい丈じよう夫ぶ？」

　ジャスティスは、怖こわ々ごわと相棒を覗のぞき込んだ。クレアもアミアも、客たちもみな笑いをこらえている。一同の目の前に、ぶるぶると全身を震ふるわせライオットは立ち上がった。

「ブッ壊したらブッ壊したでさっさと片づけなさいよ、ジャスティス！」

「そ、そうだよね……忘れてた、僕……あはは」

「まったく……何もドジしない日はないじゃないのよ！」

「だから弁べん償しようするってばあ！」

「バカねえ～弁償なんかしたら、あたしらのバイト代が吹ふっ飛ぶでしょ！　旅費が無くなったから、仕方なくバイトしてんじゃない！　金がたまったら、さっさとこんな店辞やめて次の街へ行くんでしょ！」

「こ、こんな店って……ライオットちゃん、必死に頼たのみこんだくせに……」

「ああ、そうだったわね……はいよ！　赤レタ定、お待ちどおさま！」

　遅おそ蒔まきながら六番テーブルに料理を運び、ライオットはロブにウィンクしてみせた。

　ジャスティスもぺこりと頭を下げると、手早く壊れた椅子を片づけ始める。

　クレアたちは不思議そうに二人のアルバイトを見つめなおした。

「い、いったいあなたたち何者なのよ……？」

　客の誰だれもが、その疑問を感じていた。

　二人は二週間前、このラグンの街に頑がん丈じようそうなバギー車でたどり着いた。

　店先に停とめられたそのバギー車には、無数の荷物が積まれている。それが何なのか、教えてはくれない。それどころか旅の目的も、職業すらも明かしてはいないのだ。

　ジャスティスの澄すんだ瞳ひとみにも、ライオットの正直すぎる言葉にも邪じや意いは無かった。

　だがあまりに子細ありげな二人である。

「ねえ、ロブおじさん、いい加減に教えてよ～」

　唯ゆい一いつ、事情を知る店主にクレアが声をかけた。

「ジャスティス君って本当は何者なの？　あたし、すっごく知りたいんだけど」

「そおそお、おじさんだけは知ってるんでしょ？」

「ふむ……まあ、そうじゃが、秘密にするという約束なんでのお」

　洗ったグラスを拭ふきながら、ロブは困った笑え顔がおをしてみせる。

「なんでよお！　教えてくれてもいいじゃない！　毎日来てるんだからあ！」

「毎日三食ここで食べても教えてあげないわよ、悪いわね」

　代わってライオットが面めん倒どう臭くさそうに言い放った。

「だいたい他人の詮せん索さくするなんて趣しゆ味みが悪いわよ、クレア」

「なあによ、ケチね！　どうせたいした秘密じゃないと思うけどさ！」

「そうなの。たいした秘密じゃないの。聞いても全然つまんないの」

「そう言われたら、余計聞きたくなるじゃない！」

　クレアの抗こう議ぎをライオットは黙だまって聞き流した。

　二人は歳としが近いせいか、この二週間で旧知の仲のように親しくなっていた。

　それでも頑がんとしてライオットは口を割らない。クレアは口を尖とがらせてむくれ返った。

「あたしたちにだけは教えてくれてもいいのにさ！」

「すいません、クレアさん。それだけは……あっ、ありがとうございましたあ！」

　すまなそうに笑い、ジャスティスは出ていく客を見送った。

　ライオットは食事の済んだテーブルを手早く拭き取り始める。

　てきぱきと仕事をこなす二人に、ロブは嬉うれしそうに目を細めた。

　皿洗いのジャスティスは食器を割りまくり、ウェイトレスのライオットは注文の遅おそい客にキレ続けた。だが慌あわてて担当を替かえた途と端たん、客が集まりだしたのだ。ジャスティスの客受けは良く、その笑顔見たさに人が集まるようになった。ライオットも女ながらに薪まき割わり、炭運びなどの重労働を軽々とこなしてくれる。ロブにとっては嬉しい誤算であった。

「本当に……よくやってくれるがのお……」

「なによ親父おやじさん、誰だれの話？　勝手に天国の奥おくさんと話すのは止やめてよね」

　乱暴な音を立て、ライオットが洗い場に皿を置いた。

「注文もう終わったでしょ、一休みしといてよ。老人の働き過ぎは身体からだの毒なんだから」

　そこへ別の皿を片づけたジャスティスも歩み寄ってきた。

「本当ですよ、しばらく僕たちだけで大だい丈じよう夫ぶですから」

「ふむ……この時間なら、まだお客さんは来るはずじゃがな……」

　大きく伸のびをして、ロブは窓の向こうに目をやった。

　まだ夕刻となったばかりだ。ガラス窓の外には、人通りもある。

　そのガラス窓が……不意にかたかたと揺ゆれ始めた。やがて振しん幅ぷくが大きくなる。

「なによ、地じ震しん……？」

　クレアとアミアも震動に気づいた時、ライオットが視線を鋭するどく周囲に放った。

　店全体が、いや区画全体が揺れている。揺すぶられているのだ。

　震動は地底の奥底から伝わり、突き上げるように足あし下もとに達した。その時……

「裏口に逃にげるのよ！　早くっ！」

　突とつ然ぜん、ライオットが鋭い声でそう怒ど鳴なった。

「この真下に……変へん異い獣じゆう！」

「ライオット！」

　叫さけんだジャスティスの手から皿がこぼれる。皿が砕くだけ、同時に店内で悲鳴が上がった。

　何かが床ゆか板いたを吹ふき飛ばし、土中から無数の鎌かま首くびを突き上げる。衝しよう撃げきで窓ガラスが砕け、煤ばい塵じんが盛せい大だいに舞まった。ゾアナ砂さ漠ばくの黒風を伴ともない、ぬめついた巨きよ体たいは客席に躍おどりかかった。

「イ、イウォームではないかっ！」

　ロブは叫ぶと同時に、棚たなから散さん弾だん銃じゆうを引き抜ぬいた。

　変異獣イウォーム。魔導ノイズによって変異凶きよう暴ぼう化かした肉食ミミズの群生体である。うねうねと絡からみ合ったまま、直径一メートルにもなる頭部を幾いくつも振ふり回し、獰どう猛もうな牙きばで獲え物ものたちへと襲おそいかかった。

「バカな、なんでこんな街中に！」

　素す早ばやく装そう弾だんし、続けざまに撃うち放つ。撃ち抜かれたイウォームは、悲鳴を上げてテーブルを嚙かみ砕いた。それでも別の牙は、一人の客の首にまともに喰くらいついた。

「ぎええええっっ！」

　どす黒い鮮せん血けつが壁かべに飛ぶ。その血に誘さそわれ、幾つもの牙が犠ぎ牲せい者しやにかぶりついた。

　人間の形が崩くずれ肉にく塊かいとなるのに、十秒とかからなかった。

「みなさん、裏口から逃にげてっ！」

　扉とびらを開け放ったジャスティスは、唇くちびるを結んで変へん異い獣じゆうを見上げた。

　地底から現れたイウォームは、店内はおろか表通りにまで鎌首を突き出している。

　その巨体めがけ、ロブが再び散弾銃を連射した。

「逃げて、親父おやじさんっ……！」

　撃発の直後、鎌かま首くびの一つがロブの頭上に躍おどりかかった。横合いからジャスティスが飛び込み、床に飛び退のかせる。イウォームの一撃はカウンターを砕き、床まで叩たたき割った。

「早く逃げてください、みんなと！　ここは僕らがなんとかしますっ！」

「なんとかするって……しかし、それは！」

　ジャスティスに抱かかえられ、ロブは壁際ぎわまで後退した。

　床下からは次々と変異獣が現出する。逃げ惑まどう客たちも、まだ裏口には達していない。

「ジャスティス君、逃げて！　かなう訳ないわ！」

「すぐに騎き士し様たちが来るわ！　あたしたちは逃げようよ！」

　クレアとアミアも、ジャスティスに手を差し伸のべて泣き叫さけぶ。

　その混乱を守るように、エプロン姿のライオットがイウォームの前に立ちはだかった。

「なんとかするって言ってんのよ、聞こえないの！」

　言って、ライオットは床ゆかを蹴けった。驚きよう異い的てきな跳ちよう躍やくで、無む謀ぼうにもイウォームの懐ふところに突とつ進しんする。鎌首の迎げい撃げきをかいくぐる速度は、人間の動きではない。

　冷静すぎる声で、ライオットは両りよう腕うでを変異獣めがけ振ふり上げた。

「……結局、この街でも戦うのか！」

　叫ぶと同時に、ライオットの両手首から湾わん曲きよくした刀身が飛び出した。

　優に三〇センチを超える刃やいばには、赤い高圧炎えん熱ねつレーザーがまとわりついている。

　その曲刀を左右に振るい、ライオットは変異獣の鎌首を瞬しゆん時じに薙なぎ払はらった。

「炎熱刀ヒート・ブレード！」

　斬きり飛ばされた首が壁にぶち当たり、床に転がる。

　ライオットはイウォームの身体からだを容よう赦しやなく斬り刻んでいった。

　赤茶けた体液を浴びてなお猛もう撃げきは止やまず、ライオットは拳こぶしで変異獣の身体を引き裂さきさえした。人間の為なせる業わざではない。その姿に誰だれもが逃げることすら忘れていた。

「ラ、ライオット、あなた……」

　クレアはようやく彼女の正体に気づいたが、ライオットは再び突進する。

　生なま臭ぐさい体液を振り撒まきながら、イウォームはふるふると無数の身体を震ふるわせた。

　その間かん隙げきを衝ついて、ライオットは変異獣の脇わきをすり抜ぬけ、表通りへと転がり出た。

「おい、何をしている！　危険だぞ！」

　唐とう突とつに、声が飛んできた。

　通りいっぱいにあふれ出た変異獣を倒たおすべく、騎き士したちがようやく到とう着ちやくしたのだ。

　銀色の装そう甲こう鎧よろいを身に纏まとい長ちよう剣けんで武装した一団は、エプロン姿のライオットに驚きよう愕がくした。

「危ないからここは我らに……！」

　言いかけた騎士は、ライオットの手首から伸のびる曲刀に絶句した。

　赤い唇くちびるを舐なめ、ロブの店のウェイトレスは騎士たちを一いち瞥べつする。

「任せろって言うの？　ならどうぞ！」

　口早に叫び、肉にく薄はくするイウォームの首を素す手でで引きちぎる。

「ただし、こいつは手て強ごわいわよっ！」

　分厚い炎熱刀ヒート・ブレードの刃を竜たつ巻まきの如ごとく振り抜き、変異獣の急追を阻そ止しする。

　そのライオットの奮ふん戦せんに、騎士たちは畏い怖ふの声を震わせた。

「お前は……戦せん鎧がい鬼き！」

　騎士たちも逃げ惑まどう者も、クレアもアミアも店内の客たちも、その名に等しく恐きよう怖ふした。

　脳以外の全身を人工化した機械戦せん闘とう体たい。無数の武器を体内に内蔵した人間兵器である。

　噂うわさに聞く殺さつ戮りくの権ごん化げに、誰もが呼吸を吞のみ込んだ。

　だがライオットは休むことなく炎熱刀ヒート・ブレードを薙なぎ、変異獣の追撃をかわしきった。

「少しは見せ場を譲ゆずるわよっ！　ラグン騎士団っ！」

「く、来るぞ！」

　飢うえたイウォームはさらに個体数を増し、騎士たちにも襲おそいかかった。

　重装甲の兵たちを一いつ蹴しゆうし、家屋の壁かべに叩たたきつける。剣けん撃げきを素す早ばやく避よけ、鎧よろいが途と切ぎれる首筋を嚙かみ砕くだこうと猛もう然ぜんと勇ゆう躍やくする。

「ひるむなっ！　楯たてを揃そろえよ！　方ほう陣じんを組めい！」

　執しつ拗ような攻こう撃げきに、騎士たちは萎い縮しゆくした防ぼう御ぎよ陣じんで対たい抗こうする。

　それを後しり目めに、ライオットは店先に転がる自分の装甲バギーに駆かけ寄った。

「ジャスティス！」

　相棒に呼びかけ、座席から細長い包みを引きずり出す。応じて、少年も立ち上がった。

「ロブさん、隠かくれててくださいね……」

「お前さんも行くのかね！」

　はいとうなずき、金きん髪ぱつの少年は拳こぶしを握にぎりしめた。

「これは僕の……使命なんです……」

「ジャスティス君、どこへ……」

　だがジャスティスは凜りんとした表情で唇くちびるを引き結び、一気に店外へ突つっ走った。

「こっちだよ、ライオット！」

　表通りに飛び出すや、地に転がり、相棒に右手を差し伸のべる。

　ジャスティスめがけ、ライオットは引きずり出した梱こん包ぽうの中身を素早く投とう擲てきした。

「落とすんじゃないわよ、商売道具っ！」

　黒風を貫つらぬいて、空中にそれが放ほうり出された。

　梱包を脱だつしたのは金色の杖つえである。その頂点には赤く輝かがやく希き宝ほう石せきがきらめいていた。

「あれは聖せい戦せん杖じようではないか！」

　騎き士しの一人が気づいて叫さけぶ。

「あ、あれを持つことが許されたのは……」

　ジャスティスは砂さ塵じんを巻き上げ、がっちりその杖をつかみ取った。そしてイウォームの一撃を素早くかわすと立ち上がり、裂れつ帛ぱくを変へん異い獣じゆうに叩きつけた。

「第一撃テイク・ワン！」

　金髪の少年は右手で聖印を結び、イウォームの群れに聖戦杖を突きつける。

「迂回衝撃弾ラウンダバウト！」

　ジャスティスの聖印から、青白いプラズマが噴ふき上がった。

　同時に、宙空へ飛び出した雷いかづちが変異獣の頭上に急行する。イウォームの真上に飛ひ翔しようした電でん撃げきは四つに分かれ、鋭するどく蛇だ行こうしながら急落下した。着ちやく弾だんと同時に電光が弾はじける。変異獣の鎌かま首くびが幾いくつも、勢い良く噴き飛んだ。

「い、今のはまさしく……」

「おお、中位の攻撃用奇跡アタツク・サウンド……ならば……！」

　騎士たちは無論、逃にげ惑まどう群衆からも感かん嘆たんの声があがった。

　その視線の先で、杖を握ったジャスティスが聖印を掲かかげている。

　クレアとアミアは息を吞のんで、金髪の少年を見つめていた。

「聖戦官クルセイダー様……」

　創世神アイオロスの力、奇跡サウンドの行使を許されし者、聖戦官クルセイダー。

　新大陸フロンテイアにあまねく広がる聖教徒の中でも、最も強い信しん仰こう心しんを持つ者。その者だけが、世にはびこる魔導ノイズを打ち破る能力を神から与あたえられていた。

　数万人に一人の逸いつ材ざい。邪じや悪あくを駆く逐ちくする神の代理人。

　それが聖戦官クルセイダー……ジャスティスの正体であった。

「ジャスティス君が聖戦官クルセイダー様だったなんて……ロブおじさん、知ってたの！」

「う、うむ……一応はの……」

「じゃあ、なんで今まで黙だまってたの！」

　クレアの問いに、目を伏ふせてロブはうなずいた。なぜか顔には苦く渋じゆうが浮うかんでいる。

　その目の前で、ジャスティスとライオットはのたうつ変異獣を左右から包囲していた。

　一いつ瞬しゆん視線を合わせ、黙ってうなずく。

　その合図だけで、聖戦官クルセイダーは後ろに飛び退のき、戦せん鎧がい鬼きは今一度イウォームに突とつ撃げきした。

「いええええいいっっ！」

　雄お叫たけびと共に、ライオットは変異獣を炎熱刀ヒート・ブレードで斬きり払はらう。

　土中から続々と湧わき出るイウォームも、臆おくせずに戦鎧鬼を包囲した。粘ねん液えきにまみれた胴どう体たいをライオットの腕うでに、脚あしに絡からみつける。瞬またたく間に戦鎧鬼は四し肢しを封ふうじられた。

「あの戦鎧鬼を討うたせるな！　ラグン騎き士し団だん、前進！」

　騎士たちが一いつ斉せい突撃を開始する。ライオットに助勢せんと、長ちよう剣けんで変異獣に斬りつけた。

　だがイウォームの膂りよ力りよくは、重じゆう装そう甲こうの騎き士しを難なくはね除のけていく。崩くずれた隊列から悲鳴が上がり、周囲からも悲鳴が上がった。

「ライオット！　締しめ殺されるわ、逃げて！」

　叫さけんだのはクレアだった。店から駆かけだし、戦鎧鬼に悲鳴を叩たたきつける。

　だが振り向いたライオットは、一瞬凄せい絶ぜつな笑えみを見せつけた。

「こうでもしなきゃ倒たおせないのよ！」

　一声吼ほえると、戦鎧鬼は何本もの鎌かま首くびをつかみ取った。渾こん身しんの力でその胴体を締め上げる。苦しげに悶もだえるイウォームにもかまわず、ライオットは足場を固め両腕に力を込めた。

「負けるつもりもないしね！」

　砂さ塵じんと土つち塊くれが衝しよう撃げきと共に舞まい上がる。

　ライオットは強ごう引いんに、イウォームを地底から引きずり出した。絡み合った肉食ミミズの本体は、さながら地ち下か茎けいの如ごとくだ。その主根とも呼べる部分は、ぼってりとピンク色に膨ふくらみ、嫌いやらしい粘液を滲にじませている。

　その醜しゆう悪あくな姿に、ライオットの横顔が勝利を確信していた。

「外すんじゃないわよ、ジャスティス！」

「分かってるよ！　奇跡増幅デイストーシヨン準備完かん了りよう！」

　後退していたジャスティスが、不意に声を上げた。

　その結んだ指先には、先ほどより強きよう烈れつな閃せん光こうがまとわりついている。ライオットが身を挺ていして時間を稼かせいだ間に、少年は次なる奇跡サウンドの威い力りよくを高めていたのだ。

「第二撃テイク・トウ、神パ聖イ炎ロ熱マ堕ニ撃ア！」

　召しよう喚かんの声と共に、奇跡サウンドが白光となってイウォームの主根を包み込んだ。それは古代神聖文字の羅ら列れつであり、変異獣を捕ほ縛ばくする聖なる結界であった。

「つあっ……！」

　まばゆい聖光に、騎士たちも目を伏ふせた。彼らの眼前で、古代神聖文字が勢い良く炎ほのおを噴ふき上げる。その火か炎えんがイウォームの地下茎を突つき破り、怒ど濤とうとなって焼き尽つくす。奇き態たいな絶ぜつ叫きようを残し、変異獣の鎌首は次々大地に落下していった。

「な、なんて……」

　アミアが呆ぼう然ぜんと立ち上がる。ロブは声もなく、変異獣の最さい期ごを凝ぎよう視ししていた。

　騎士団すら、無言で戦いの終結を見守っている。それほどまでに、苛か烈れつな一撃であった。

　そしてその一撃を放った主は、華きや奢しやで繊せん細さいな少年だ。

　ジャスティスは聖せい戦せん杖じようを握にぎりしめ、ただ焼け落ちる変異獣の屍しかばねを見み据すえている。

　と、不意にその身体からだががくりと揺ゆらめいた。力無く膝ひざを屈くつし、大きく息を吐はく。

「お……終わった……」

「ジャスティス、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　慌あわてて、巻き付いたイウォームを引き離はなし、ライオットが駆かけ寄った。

　金きん髪ぱつの少年は、額から流れる汗あせを拭ぬぐう余力もない。

「心配しないで……第一撃テイク・ワン、急いだからさ……」

「まだ立たないでよ。しばらくそのままの方がいいわ」

　ライオットは、少年の小さな背中をさすってやった。

　心配して、騎き士したちや群衆まで周りに駆け寄ってくる。

「聖戦官クルセイダー殿どの、ご無事ですか！」

「お見事でした！　お怪け我がはありませんか！」

　小さな街の騎士にとって、聖戦官クルセイダーなど雲の上の存在である。みな慇いん懃ぎんな口調で跪ひざまずく。

「僕の事ならご心配なく……それより怪我をされた方の……」

「あなたの方が心配よ！　真まっ青さおな顔してるじゃない！」

　群衆をかき分け、クレアが走り寄ってきた。その視線がライオットとかち合う。

「どうして言ってくれなかったの、ライオット！」

「クレア……」

「なんで聖戦官クルセイダー様だって事、隠してたのよ！　なんで戦せん鎧がい鬼きだって事……！」

　クレアは憤いきどおったように問いかける。少年の背を支えながら、ライオットは押おし黙だまった。

　人々も、その問いに二人をじっと見つめる。戦鎧鬼は辛つらそうに唇くちびるを震ふるわせた。

「……言ったって……」

　と、視線を伏ふせかけた瞬しゆん間かん……

「どいて！　危ない！」

　ライオットが唐とう突とつに身を起こした。腕うでの炎熱刀ヒート・ブレードを再び振ふるう。

　その頭上から、まだ息のあったイウォームが幾いくつも猛もう然ぜんと襲おそいかかっていた。

「きゃああああっっ！」「下がれ、まだ生きてる！」

　クレアの悲鳴と騎士たちの怒ど号ごうが交こう叉さする。

　その真ん中で、ライオットは最初の一匹ぴきを間かん一いつ髪ぱつ斬きり払はらった。体液が宙に舞まう。

　だが次の一匹は、がっぷりと戦鎧鬼の手首にむしゃぶりついた。鋭えい利りな牙きばが人工皮ひ膚ふを容よう赦しやなく貫かん通つうする。ライオットの動きが一瞬、くい止められた。

「クレア、地面に伏せて！」

　警告し、戦鎧鬼は腰こしに手を伸のばす。だが常に携けい帯たいしているはずの物が今日は無かった。

　ウェイトレスのバイトの間は拳けん銃じゆうを外していたのだ。習慣が空をつかむ。

　だが別のイウォームの牙は、逃にげ遅おくれたクレアの喉のど元もとに躊ちゆう躇ちよ無く飛び込んだ。

　ライオットは、嚙かみついたイウォームを力任せに引きちぎった。

「クレア、早く地面に……！」

「いやあああっっ！」

「最終撃ラスト・テイク！」

　怒号と悲鳴を押おし退のけ、凜りんとした声こわ音ねが辺りを制した。

　いつの間にか、立ち上がったジャスティスが聖印を構えている。

　だがその指先に灯ともされた聖印に、ライオットの顔が大きく引きつった。

「ジャスティス、ここはあたしが……！」

「迂回衝撃弾ラウンダバウト！」

　攻撃用奇跡アタツク・サウンドが、再びジャスティスの聖印から飛ひ翔しようする。プラズマの雷らい光こうはクレアの髪かみをかすめ、至し近きん距きよ離りからイウォームの頭部を貫つらぬいた。遅れて、体組織が吹ふき飛ばされる。

「クレア！」

　倒たおれたクレアにライオットが覆おおい被かぶさる。焼け焦こげた変へん異い獣じゆうの破は片へんを浴びながら、二人の少女はしばしじっとしていた。

「クレア！　ライオット！」

　半ば涙なみだ声ごえで、アミアも駆かけ寄ってくる。

　その声で覚かく醒せいしたようにクレアは目を開け、ゆっくりライオットを抱だき起こした。

「ありがとう、ライオット……ありがとう、ジャスティス……」

　眼前まで迫せまっていた恐きよう怖ふに震ふるえながら、クレアはライオットの顔を覗のぞき込んだ。

　だが戦せん鎧がい鬼きは沈ちん黙もくしたままだ。目を伏ふせ、唇くちびるをかたく嚙かみしめている。

　そしてジャスティスは……クレアは視線を動かした瞬しゆん間かん……

「ひいいっっ！」

　クレアの喉のどが痙けい攣れんしたようにわなないた。

　目の前ではジャスティスが地に這はい、疲ひ弊へいした眼まな差ざしを彷徨さまよわせている。

「ク、クレアさん……良かった……」

　だがクレアは、そして周囲の騎き士しと群衆は、一様にジャスティスの両手を凝ぎよう視ししていた。

　少年の小さな手には、不気味にねじくれた紋もん様ようが赤く浮うかび上がっていたのだ。

「じ、邪じや宗しゆう紋もんだ！」

　誰だれかが叫さけぶと同時に、パニックが瞬時に拡散した。

　群衆は屋内に逃にげ隠かくれ、騎士たちすら脇わき目めもふらず後退する。

　それを誰もが知っていた。世を支配する邪じや神しんの下げ僕ぼく、血けつ盟めい者しやの証あかし……邪宗紋であると。

「ク、クレアさん、これは……」

「いやあっ、来ないで！」

　絶ぜつ叫きようを上げ、クレアは後ずさった。少女は思わず土つち塊くれを握にぎりしめ、闇やみ雲くもに投げつける。だがジャスティスの前には、戦鎧鬼が立ちはだかった。その頰ほおにクレアの投げた土塊がぶち当たる。黒く汚よごれた砂は、ライオットの顔をしたたかに打ち据すえた。

「あ……ああ……」

　クレアは尻しり餅もちをついたまま、ライオットを見上げた。

　その紅くれないの瞳ひとみは悲しげに揺ゆらめき、唇は何かを耐たえるかの如ごとく嚙みしめられている。

　クレアの心の中で恐きよう怖ふを押おし退のけ、痛つう烈れつな悔かい恨こんが湧わき起こった。

「ラ、ライオット、あたし……！」

「貴様ら、血盟者だったのか！」

　声をかき消す怒ど号ごうが響ひびいた。隊列を組み直した騎士団である。兵たちは整然と切っ先を揃そろえ、ライオットとジャスティスに正対した。

　だが騎士団の顔にも明らかな恐怖が滲にじんでいる。血盟者ならば邪神の従者。魔導ノイズと呼ばれる力を行使する。それに抗こうする能力を、騎士たちは有していないのだ。

「おとなしくしろ、我らが縛ばくにつけい！」

　言いながらも、騎士団は恐怖に一歩も動けずにいる。

　それを見て、ライオットは悠ゆう然ぜんとジャスティスを抱だき上げた。

　無言のまま、自分たちのバギー車に運び入れ、フリルのエプロンを引き剝はがす。

　そして自分のエプロンも……名残なごり惜おしそうに脱ぬぎ捨てた。

「親父おやじさん、これ……」

　二週間、住み慣れた店先に声をかける。

　萎い縮しゆくする群衆の中から、泰たい然ぜんとロブが歩み出た。その足あし下もとにエプロンを放ほうり投げた。

「やっぱりあたしには似合わないみたい。ごめんね……」

「良く働いてくれたのお、礼を言うよ……」

「この後、迷めい惑わくかけると思うけど……」

「いいんじゃよ……ジャスティスの親父さんには命を救ってもろうた。息子むすこさんに御お礼れいができて、わしは嬉うれしかったよ」

　二人の間を沈ちん黙もくと、黒い風が駆かけ抜ぬける。

　ライオットは周囲の視線を眺ながめ回した。あまりの恐怖に、誰だれ一人微び動どうだにしない。

　おもむろにクレアを見下ろし、大きくため息を吐ついた。

「じゃあね……」

「ライオット！」

　頰ほおの土つち塊くれも拭ぬぐわず、ライオットはバギー車に乗り込んだ。

　苛いら立だったようにエンジンが咆ほう哮こうを上げ、土つち煙けむりが巻き上がる。戦せん鎧がい鬼きがアクセルを踏ふみ込むと、二人を乗せた車はけたたましくラグンの街から飛び出していった。

　後にはしばしの静せい寂じやくと、汚お染せんされた黒風だけが行き過ぎていった。

「ロ、ロブっ……！」

　呪じゆ縛ばくから解かれたように、年長の騎き士したちが突とつ然ぜん声を放った。

「あの者らは何者だ！　お前が雇やとっていたのだろう！」

「邪じや宗しゆう紋もんを持つなど、血けつ盟めい者しやに違ちがいない！　どういうつもりだ！」

　だがロブは、表通りに一歩踏ふみだし、遠のく車しや影えいを見送り続けた。

「あの子は……血盟者などではない……」

「ならなぜ邪宗紋を持つ！　奴やつは偽いつわりの聖戦官クルセイダーであろうが！」

　その罵ば声せいに、振ふり返ったロブは静かに変へん異い獣じゆうの屍しかばねを指さした。

「あの子は奇跡サウンドを許されておる……真の聖戦官クルセイダーじゃ。その証あかしに我らを救ってくれた……」

「そ、それはそうだが……」

　今いま更さら、騎士たちも焼け焦こげたイウォームの死体に背筋を凍こおらせる。

　そして今一度、ロブは黒風にかすむ地平線に視線を送った。

「あの子は聖戦官クルセイダーじゃよ、誰がなんと言おうとな……そしてあの子の父親も……」

　クレアは心の中で自分を罵ののしった。なぜ咄とつ嗟さに恐おそれおののいてしまったのか。

　あんなに優やさしい二人だったのに……一いつ瞬しゆん、あの印を見ただけで……

「あたし……あたし……」

　クレアは、握にぎった拳こぶしを自分の膝ひざに打ちつけた。無む性しように謝あやまりたい。

　その背中をアミアがそっと抱だきしめた。そしてロブと同じ方角へ目を向けてみる。

　だがエンジン音はもはや遠のき、車の姿も砂さ塵じんにかき消えていた。

　ロブの店の『新しいウェイトレス』たちは、二度と街には戻もどっては来なかった。







　　　【第一章　ネグロス／依い頼らい】







　かつて惑わく星せいには、八大陸があったと言う。

　創世神アイオロスが造りし星では、無数の文明が繁はん栄えいを謳おう歌かしていた。

　だが数億に及およぶ邪じや神しん群ぐんが、その平和を打ち砕くだき、創世神を暗黒の彼方かなたへと放ほう逐ちくした。

　邪じや神しん帝ていルシフェルの扇せん動どうによる、絶対神への叛はん乱らんである。

　太陽は妖よう雲うんに覆おおわれ、星座は暗黒に吞のみ込まれた。

　ルシフェルの魔導ノイズにより、八大陸は激げき突とつし、一つの巨きよ大だいな大陸へと変へん貌ぼうする。

　激変は八十億の人類を舐なめ尽つくし、文明は跡あと形かたもなく滅ほろび去った。

《古代災厄オールド・ハザード》と呼ばれる終末である。

　以来、二千年。

　新大陸フロンテイアと呼ばれる新たな世界で、人類は再興せんとあがき続けていた。

　邪神とその勢力にいたぶられながら、必死に創世神の復活を信じて。

　未み踏とうの山野で、極北の地で、そして灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくで……




　夜空に星は皆かい無むだった。

　日中の焦こげ付くような暑さは消え、夜のゾアナ砂漠は急激に冷え込んでいる。

　寒気と汚お染せんされた黒風を避さけ、二人の旅人は岩山の陰かげで焚たき火を囲んでいた。

「お茶、淹いれたわよ」

　ライオットは、小さなカップにシロン茶を注ぎ入れた。

　戦せん鎧がい鬼きは皮ひ革かく鎧よろいを身につけ、薄うす汚よごれた外套マントですきま風をしのいでいる。

　腰こしには二丁の大型拳けん銃じゆう、傍かたわらには長大な大たい剣けん。いつもの旅装であった。

「さっきから元気ないわね。まだ……気にしてるの？」

「ロブさんに迷めい惑わくかけちゃったなって……」

　カップを受け取ったジャスティスは、静かにつぶやいた。

　金きん髪ぱつの少年もいつも通り、身分を示す白い聖衣をまとっている。側そばに横たえた聖せい戦せん杖じようを撫なでながら、ジャスティスは熱いシロン茶を一口すすった。

「父さんの昔からの知り合いだから、ついつい甘あまえちゃったけど……やっぱり長居すべきじゃなかったね……」

「仕方ないわ。しばらくあの街で旅費を稼かせぐ必要があったし……あんた、砂さ糖とうは？」

「うん、ちょうだい」

　ジャスティスは小さな瓶びんを受け取ると、カップにひとさじ赤茶けた砂さ糖とうを差し入れる。

　ライオットはうつむく少年を眺ながめて、自分もシロン茶をすすりあげた。

「それに……長居するなら身分を隠かくした方がいいって言ったのはあたしだもの。まさか、バレてすぐ、街を逃にげ出すはめになるとは思わなかったけどね」

「ごめん、僕のせいだよね……」

「違ちがうわ、変へん異い獣じゆうのせいよ。あんたは……いつも通り、みんなを助けた。後こう悔かいすることなんてないじゃない。また、旅に戻もどってきただけのことよ」

　ライオットは笑って、ウィンクしてみせる。ジャスティスも少し顔をほころばせ、もうひとさじ砂糖をカップに溶とかし込んだ。

　旅の途と中ちゆうでバギー車の燃料が尽つきたのは二週間前であった。

　幸い、地方市ラグンまではたどり着けたので、二人は住み込みの仕事を探すことにした。

　と言っても二人には……いや、ジャスティスには人に知られてはならぬ秘密があったのだ。長居をすれば必ず露ろ見けんする。それを知っていたからこそ、二人は今までひとつの街に長く住もうとはしなかった。

　だがロブは……ジャスティスの父親の旧友は、快く二人を受け入れてくれた。

　久しぶりに街での暮らしを二人に与あたえてくれた。二週間だけ……

（本当……甘えちゃったわ……）

　ジャスティスをなぐさめはしたが、ライオットとてわずかに悔くいていた。

　二人の旅の辛つらさは、二人だけで受け止めるべきだったのだ。所しよ詮せん、街を避さけ、人を避け、茫ぼう漠ばくたる広野で夜を明かすのが似合いの旅なのだ。

　ごおっと頭上で勢い良く夜風が鳴り響ひびく。

　ライオットは義眼の暗視機能を起動すると、真夜中の砂さ漠ばくを一望した。点在する岩山と広がる砂漠は静せい寂じやくに包まれている。ふと、世界中に二人しか存在しない気がした。

（でも……また旅に戻ってきただけ……）

（ジャスティスの父さんを探す旅に……）

　目を転じれば、焚たき火の向こうではジャスティスがまた砂糖をすくい入れている。

　炎ほのおに照らされた横顔は、時折近寄りがたい美しさを放っている。まだ子供っぽい愛らしさは、何度見ても天使のようだ。

（なんでこの子がこんな目に……）

　この二年間、何度も繰くり返した自問が湧わき起こる。だが今はどうすることもできない。歴戦の戦せん鎧がい鬼きにできるのは、少年と辛しん酸さんを分かち合うことだけだった。

「とにかく……さっさとこの国を抜ぬけるわよ」

　ライオットは肩かたで息を吐はき、焚き火に着ちやつ火か剤ざいを投げ込んだ。

「アトラス地方は他の地域より交易ルートが整備されてるわ。ラグンの街での事も、もう近きん隣りんの街や村に伝わってるはずよ。またもめるの、嫌いやでしょう？」

「うん、そうした方がいいね。でも……身分を隠かくすのはもうやめるよ」

　また砂糖をひとさじ加えたジャスティスは、懐ふところからチョコケーキを取り出した。

「僕はどこにいても聖戦官クルセイダーさ。誰だれに何を言われたってかまやしないよ」

　たっぷり生クリームをまとったケーキをおいしそうに頰ほお張ばる。そしてカップをスプーンでかきまぜ、うまそうにシロン茶で飲み下した。

　ライオットは、そのデザートの組み合わせに顔をしかめた。

「あんた、何なん杯ばい砂糖入れたのよ？　よくそんな甘あまいお茶でケーキが喰くえるわね？」

「そお？　僕はすっごくおいしい」

「糖分の取りすぎで病気になりそうだわ……」

　呆あきれるライオットの目の前で、少年は幸せそうにケーキにぱくついた。

　また夜風が二人の頭上を行き過ぎる。

　二人で大地に寝ねそべるのは、本当に久しぶりのことだった。




　アトラス地方は、新大陸フロンテイア中央部に位置している。

　最も多くの都市国家を有し、最も整備された地域である。人口も当然多い。

　ゾアナ砂さ漠ばく南部に広がる都市国家シャイアン領も、そのアトラス地方に属していた。

　都市国家とは言え、都市単独で存在している訳ではない。人口五〇万以上の中央都を首都として、その周囲に衛星都、さらにその周囲に地方市を配した都市ネットワークの総そう称しようである。総人口にして一〇〇万人を優に超こえる。

　領内の都市は交易路で結ばれ、ルート上には無数の交易宿が点在する。

　前方に見える十数件の家や並なみも、そうした小さな交易宿のひとつであった……




「ここで補給した方がいいわ……にしても……」

　装そう甲こうバギーの運転席から滑すべり出し、ライオットは砂さ塵じんを掌てのひらで遮さえぎった。

「ラグンの街よりひどい砂すな嵐あらしね……」

　砂漠は、むせ返る暑さに包まれている。黒雲は北部より密度を増し、風速も強まっている。煤ばい塵じんの濃のう度ども酷ひどいものだ。汚お染せんされた嵐のただ中にいるかのようである。

　事実、ライオットの網もう膜まくには大気中に含ふくまれる魔導ノイズ線量が表示されているが、文字色はくっきり黄色に染まっている。基準値を超こえた警けい戒かいすべき数値である。

（ジャスティスの聖せい戦せん杖じようが浄じよう化か作用を働かせてるからいいけど……）

　ライオットは砂塵に立ち向かい、切り立った岩山を頭上に見上げた。

　交易宿ネグロスは、その岩山の中腹に必死に貼はり付いているのだ。

「水が少し足りないよ。僕、買ってくる」

　助手席から降りたジャスティスは、聖衣をはためかせて言う。だがライオットは、不満そうな視線で宿場の脇わきを眺ながめていた。

「待って、あたしも行くわ……あんた一人じゃ心配だもの」

「えーっ、僕、この前みたいにお菓か子し買いすぎたりしないよお」

「あんたのその言葉だけは信用できないのよ」

　相棒の不平を無視して、ライオットは大たい剣けんを背負った。

　ジャスティスも聖戦杖を握にぎりしめ、並んで宿場を貫つらぬく通りに足を踏ふみ入れる。

「しっかし、さびれまくった交易宿ねえ……水なんて買えるのかしら？」

　左右の商店を眺めて、ライオットはため息を吐ついた。

　街全体が埃ほこりをかぶっている。看板は斜ななめに傾かたむき、窓まど枠わくは半ばずり落ちていた。

　人通りも無く、商店もあらかた鎧よろい戸どを下ろしていた。まだ夜には間があるはずなのに。

　唯ゆい一いつ、営業している店はどうやら酒場と宿屋の兼けん業ぎようらしかった。

「僕、あそこで聞いて来るよ、待ってて！」

「こら、そんなに急がないの！」

　だがジャスティスは店先の階段を駆かけ上がり、左右開きのドアを元気良く押おし開けた。

「あのー、すいませ……んわあっ！」

　途と中ちゆうで声が途と切ぎれ、悲鳴に変わった。

　咄とつ嗟さに、ライオットが腰こしから拳けん銃じゆうを引っこ抜ぬく。

　店内からは、ぬうっと巨きよ大だいな影かげが歩み出ていた。全身逆立つ灰色の毛に覆おおわれ、ぎらつく双そう眸ぼうは赤く輝かがやいている。長く伸のびた黄色い牙きばは、鋭えい利りな短剣ほどもあった。

　ジャスティスの眼前に迫せまったそれは、牛ほどもある巨大な犬であった。

「わ、わ、わああっっ！」

　尻しり餅もちをついたまま階段を滑すべり落ち、ジャスティスは無様にひっくり返る。

　巨大な魔ま犬けんは、その襟えり首くびをがっきと牙でくわえ込んだ。

「わああっ、放せよお！　ライオット～！」

「動くんじゃないわよ、今、助けるっ！」

　ライオットはぐいと拳銃の狙ねらいを定めた。狙そ点てんは、魔犬の眉み間けんである。

〈全人工筋肉、リミッター解除〉

〈自動照準機能起動〉

〈事後の戦せん闘とう活動、記録スフィアに登録〉

　戦せん鎧がい鬼きの網もう膜まくを表示文字が疾しつ走そうする。至し近きん距きよ離り。外す訳がない。だが……

「包囲されたっ……！」

　ライオットの索さく敵てきスキャナーが、同時に無数の熱源を捕ほ捉そくした。

　右手の馬小屋、左手の家屋の屋根……そして真後ろ。

「見み損そこなうなっ！」

　拳銃をかまえたまま、背中から瞬しゆん時じに大たい剣けんを振ふり抜ぬいた。外套マントをひるがえし、相手も確かめずに斬きりつける。だが派手な金属音と火花が飛び散る。戦鎧鬼の一いち撃げきは、長大な槍やりにくい止められていた。

「ぐうっ……！」

　ライオットは、そこで初めて相手を見み据すえた。

　真後ろに迫せまっていたのは、装そう甲こう鎧よろいを着込んだ巨きよ人じんである。兜かぶとで顔は隠かくれているが二メートルを超こえた長身だ。鎧を着けていても、肉厚で逞たくましい身体からだだと分かる。ましてライオットの剣撃をしっかり支えている。尋じん常じような肉体ではないはずだ。

「どこの誰だれよ、名を名乗りなっ！」

　だが答えはない。代わりに巨人は槍をはね上げ、穂ほ先さきを急転させるとライオットを両断せんと挑いどみかかった。刃じん風ぷうが砂さ塵じんを巻き上げる。

「図ずう体たいの割に早い！」

　舌打ちして、ライオットは後背へとんぼを切った。その後を巨人は猛もう然ぜんと追撃する。左右に穂先を振り下ろし、ライオットを断ち割ろうと疾走したのだ。

「しつこい男は嫌きらわれる！」

　素す早ばやく体勢を立て直すと、ライオットは間近から大型拳けん銃じゆうを速射した。劣れつ化かウラン徹てつ甲こう弾だんを容赦なく、巨体へ叩たたき込む。

　だが巨体も寸前で射撃を見切り、壁かべを突つき破って民家の中へなだれ込んだ。

「逃のがすワケが……ちいっ！」

　言いかけた刹せつ那な、ライオットの目前で爆ばく発はつが湧わき起こった。

　屋根の上や家屋に潜ひそんだ狙そ撃げき手しゆが、ライオットの行く手へ正確な射撃を開始したのだ。ただの射撃ではない。先せん端たんに高圧爆薬を仕込んだ、剛ごう弓きゆうによる攻こう撃げきなのだ。

　後退せんとしたライオットは、足あし下もとの砂地に一いつ瞬しゆん、違い和わ感かんを感じた。

　慌あわててさらに飛び退のくが、土中から轟ごう音おんが噴ふん出しゆつし、派手な爆ばく煙えんが立ちのぼる。

　敵は地じ雷らい原げんまで仕し掛かけているのだ。

「ライオットー！」

　相棒の悲鳴がこだまする。爆ばく発はつから逃のがれつつ、ライオットはそちらへ視線をやった。

　ジャスティスをくわえた魔ま犬けんは酒場から飛び出すと、一息に大通りに跳ちよう躍やくしていた。

　その鼻先で金きん髪ぱつの少年は、ただじたばたともがいているだけだ。

「ごちゃごちゃうるさい連中ね、まずその変へん異い獣じゆうから片づけるわ！」

　執しつ拗ような攻こう撃げきと罠わなに苛いら立だち、ライオットは拳銃をホルスターに戻もどした。両手で大たい剣けんを握にぎりしめ、切っ先を巨大な猛もう犬けんに突きつける。魔犬もライオットに正対し、きちんと前脚あしを揃そろえてみせた。すると……

「よーし、グスタフ、よくやったわ。いい子ねえ」

　路地の陰かげから、きらめく金髪の女が自信たっぷりに歩みだしてきた。

　肩かたに届く髪かみはゆるやかに波打ち、青い瞳ひとみは挑ちよう戦せん的てきな光を放っている。

　その背せ丈たけはライオットを超こえ、男おとこ勝まさりの体格を見せつけている。黒い皮ひ革かく鎧よろいもわずかに肢し体たいを覆おおうだけで、白い四肢はほとんど丸見えだ。

　その露あらわな太ふと股ももには何本もの投げナイフをベルトで留めている。手に黒い鞭むちを握りしめながら、女は魔犬の喉のど元もとをさすってやった。

「後でごほうびあげるわね、よーしよし」

「な、なんですか、あなたは～」

　ぐるぐると喉を鳴らす猛犬に押おさえつけられ、ジャスティスは情けない声をあげた。

　女は鞭をしごきつつ、蔑さげすんだ視線でジャスティスを見回した。

「へえー、どんな奴やつかと思ったらまだ子供じゃない。噂うわさの聖戦官クルセイダーもたいした事ないわね」

　その言葉に、ライオットは眉まゆを怒いかりにねじ曲げた。

「あんたこそどこのどいつよ……仕事にあぶれたストリッパー？」

「舐なめた口きくんじゃないよ、機械人間のくせにっ！」

　ライオットの挑ちよう発はつに、女は手にした鞭を砂地に叩たたきつけた。そして唇くちびるを舐める。

「猟りよう犬けん使つかいレイチェル……この宿場であんたたちを待ってたのよ」

　ばちんと指を鳴らしてみせた。途と端たんに周囲から、隠かくれていた人ひと影かげが姿を現す。

　レイチェルの左右に槍そう兵へいが居並ぶ。屋根の上では弓きゆう兵へいと擲てき弾だん兵へいが身を起こした。

　民家の中から現れた者たちは、有線地じ雷らいを背に幾いくつも背負っている。工兵と言う訳だ。

　そしてライオットの後ろでは、地じ響ひびきの如ごとき足音が地を揺ゆるがす。

　ひときわ長い槍やりをかまえた巨きよ人じんが民家の中から舞まい戻もどってきた。兜かぶとを外し、その素す顔がおを露わにする。汗あせだくの坊ぼう主ず頭あたまを光らせた、二十代の巨きよ漢かんだった。
















　いずれも見事な装そう甲こう鎧よろいに身を包んだ戦士である。一糸乱れぬ組織戦せん闘とう、見事な連れん携けい、そしてくせ者めいた顔つき……ライオットにはなじみの人種だった。

「あんたら、傭よう兵へい部ぶ隊たいね……名乗る名前ぐらいあるんでしょ？」

「赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズ……」

　レイチェルと名乗った女は、自分の肩かた当あてをこつこつと叩いて示した。

「アトラス地方じゃ知らない奴なんていないわよ」

　肩当てには、燃えさかる炎ほのおが赤くマーキングされている。他の傭兵たちも全員、同じ印を装甲のどこかに書き込んでいた。

　だがライオットは、傭兵たちの包ほう囲い陣じんを一いち瞥べつすると不敵な笑えみを浮うかべて見せた。

「あたしを機械人間って知っててケンカを売るんだ？　相当なバカね」

「金になりそうな奴がうろついてるって聞いたのよ、ラグンの街で」

　レイチェルも負けじと肉感的な唇をつり上げた。

「聖戦官クルセイダーに化けた血けつ盟めい者しやがいるってね……」

「いええええいいっっ！」

　瞬しゆん間かん、ライオットが真正面に突つっ込んだ。

　ジャスティスを捕とらえた魔ま犬けんめがけ、一直線に疾しつ走そうする。

　だがグスタフと呼ばれた魔犬は臆おくせずに、口こう腔こうを開け放った。喉のどの奥おくから巨大な火球を高速で吐と瀉しやする。炎えん撃げきはライオットを吞のまんと肉にく薄はくした。

「見せ物にしちゃ上出来だけどね！」

　ライオットは下段から大たい剣けんを振ふり抜ぬき、火球を目前で断ち割った。熱風が砂すな煙けむりを巻き起こす。それを目くらましに、戦せん鎧がい鬼きは一気に目標との距きよ離りを詰つめた。

「下がれ、グスタフ！」

　レイチェルが鞭むちを振るうと、魔犬は再度ジャスティスをくわえ上げた。有う無むを言わせずひっぱり上げ、素す早ばやく後方へ退いた。

「あ、熱いよ、熱いってば！」

　まだ熱を持った魔犬の口に、ジャスティスが悲鳴をあげる。

　入れ替かわって、レイチェルが前進した。ライオットの顔面めがけ、太ふと股ももから短剣を投げつけた。砂煙にも惑まどわされぬ正確な早はや業わざ。唸うなりをあげる短剣は風を薙なぎ払はらった。

　だが戦鎧鬼も大剣の刃やいばを左右に振るい、投剣をはたき落とす。

　しかしそれが時間稼かせぎである事はライオットにも分かっていた。

　レイチェルの目前まで迫せまると急転、背後へ大剣を振り抜いた。がきんと甲かん高だかい金属音が通りにこだまする。刃を跳はね上げたのは、長大な槍やりだ。さきほどの巨きよ人じんが再び、ライオットの後ろに回っていたのだ。

「しつこいって言ったはずよ！」

　自分の突とつ進しんに急ブレーキをかけ、ライオットは巨体を両断しようと剣を握にぎり直した。

　だが今度は側面にレイチェルが回り込んでいる。その鞭が空を飛び、戦せん鎧がい鬼きの左手首と大剣に巻き付いた。金属の芯しんを持つ鞭むちは、強固なまでにライオットの剣けん撃げきを封ふうじる。

「今よ、バルク！　やっちまいな！」

　レイチェルが巨きよ人じんに怒ど声せいを飛ばした。

「この女の動きは封じたわ！」

　応じて巨人が槍を振り上げ、苛か烈れつな刃じん風ぷうを巻き起こした。

　ジャスティスは、頭上に閃ひらめく穂ほ先さきに悲鳴をあげた。

「逃げて、ライオット！　危ないっ！」

「ええ、生身の人間だったらね！」

　好戦的な眼光を閃かせ、ライオットは捕ほ縛ばくされた左手首をねじった。途と端たんに接合部が外れ、鞭の中に義手と大たい剣けんだけがすっぽ抜ぬける。ライオットの左腕うでには黒光りする、三連装五・五六ミリ小型ガトリング銃じゆうの銃身が姿を現していた。

「しまった！」

　舌打ちしたレイチェルが鞭を放ほうり出して、路地へダイビングする。

　目前まで迫せまった巨人は、先んじて一いち撃げきを振り下ろそうとした。だが自由を得たライオットは難なく後方へ逃げ延びる。そして腰こしから大きな弾だん倉そうを引き抜いた。

「あんたら全員吹ふき飛ばしてやるわ！」

　ライオットは銃口を巨人へ向け、瞬しゆん時じに照準を定めた。だが……

「おおーっと、そこまでにしといてくれよな」

　声がした瞬間、ライオットは自分の聴ちよう覚かくを疑った。

　若い男の声は、目の前から聞こえている。だが視界にあるのは、宿場の街まち並なみと乾かわいた砂地の大通り。そして長なが槍やりをかまえた巨人の姿だけである。

（バカなっ……！）

　戦鎧鬼は瞬間、索さく敵てきスキャナーの感度を高めた。だが生命体の存在を示す熱源は感知できない。音おん響きよう、感圧、共に反応無し。それでも今一度、声はライオットに届けられた。

「生身の人間相手にそれを使うのかよ、それじゃお前が勝つに決まってるだろ」

「姿を見せな、さては血けつ盟めい者しやだね！」

　変へん異い獣じゆうとしか思えぬ魔ま犬けんがいるなら、血盟者がいても不思議ではない。

　だが声は、すぐに冷笑へと変わった。

「冗じよう談だん言うな、俺おれもお前とおんなじさ。つまり……」

　初めて、相手の気配に気づいた。

「……戦せん鎧がい鬼きだよ」

　ライオットの眼前で、視界が微び妙みように揺ゆらいだ。一瞬、陽かげ炎ろうにも思える。

　だがその揺らぎを突つき抜ぬけ、黒くろ髪かみの男が現出した。ライオットの一メートル前である。

「なんなのっ！」

　ライオットは慌あわててガトリング銃を振り向けようとした。だが近すぎる。男は黒い革かわ手て袋ぶくろを着けた右手で、強ごう引いんに銃身を上空へ逸そらした。さらに左手をライオットの鳩みぞ尾おちへ叩たたき込む。衝しよう撃げきでライオットの網もう膜まく表示がちらついた。

「ぐあっ！」

　苦く悶もんの声を上げながらも、ライオットは男の左手首を捕つかまえた。動きを封ふうじ、右足を胸むな元もとへ蹴けり入れんとする。だが相手は先制してライオットの左足を蹴り払はらった。バランスが崩くずれ、どうとライオットは砂地に倒たおれ込んだ。

「ちくしょう、放すんだよ！」

「ラ、ライオット！」

　ライオットの絶ぜつ叫きようとジャスティスの悲鳴がぶつかる。

　現れた男は難なくライオットを組み伏ふせ、挑ちよう戦せん的てきな笑えみをちらつかせた。

「いやー、我ながら完かん璧ぺきな作戦だったぜ。しかし驚おどろいたな」

　唇くちびるをひん曲げて、口笛を吹ふいてみせる。

「まさか血盟者の連れが、あの〈人ひと喰くい竜りゆうのライオット〉だったとはな。一発の弾たまも撃うたずに捕まえるとは、さすが俺様だ。安上がりすぎる」

「ちょっとあんた何なのよ！　どけって言ってんの！」

　ライオットはわめきながら、相手の男を悔くやしげに見上げた。

　二は十た歳ち前後に見える若い男だ。伸のび放題の黒髪は乱雑に跳はね、束ねてもいない。

　自信ありげな黒い瞳ひとみは野心に満ち、逞たくましい身体からだはやはり装そう甲こう鎧よろいに包まれている。その胸きよう甲こうの部分には、でかでかと燃えさかる炎ほのおが書き込まれていた。

「あんたがこの待ち伏せの……！」

「そうさ、こいつらの頭目ってことよ」

　集まってくる傭よう兵へいたちを一いち瞥べつして、男は自じ慢まんげに胸を張った。

「赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズ隊長、ジードだ。どうやらお前より優ゆう秀しゆうな戦鎧鬼らしいぜ」

　聞いたことのない名前だった。

　ライオットは改めて、ジードの装備をねめつけた。腰こしには大ぶりの電磁ナイフが左右にぶら下がっている。滅めつ多たにお目にかかれぬ高価で貴重な武器だ。革手袋と思っていたのも、多量の高圧電流を相手にぶつけるスタングローブと呼ばれる代しろ物ものだ。やはり高価である。

　いずれも格かく闘とう戦せん用の武器であった。銃器は所持していない。たとえ体内に内蔵していたにせよ、白兵戦を得意とするようだ。今の動きでそれも分かる。だとすれば……

（遥はるかに手て強ごわい……）

　ライオットは奥おく歯ばを軋きしませた。ジードの膂りよ力りよくに手も足も出ないのだ。

「あたしらが何したって言うのよ！　放しなさいよ！」

「悪いな、ここで逃にがすワケにはいかねえんだ」

　男は余よ裕ゆうたっぷりにライオットを見下ろした。

「今、このシャイアン領じゃあ血けつ盟めい者しや狩がりはいい稼かせぎになる。まともに戦えば勝ち目はねえが……待ち伏ぶせはやはり効果的だったな。あの小こ僧ぞうの首はもらったぜ」

　男は顎あごでジャスティスを指し示した。少年は未いまだ、魔ま犬けんにくわえられている。

　恐きよう怖ふに歪ゆがんだジャスティスの顔を見て、ライオットは牙きばを剝むき出した。

「あの子は血盟者なんかじゃないわ！　何かの間ま違ちがいよ！」

「だからラグンの街で聞いたのよ」

　歩み寄ったレイチェルが、鞭むちを拾い上げた。ライオットの義手と大たい剣けんを放ほうり出し、愛用の武器の感かん触しよくを確かめる。

「聖戦官クルセイダーのふりをした血盟者がいたってね。相棒は戦せん鎧がい鬼きただ一人……普ふ段だんなら血盟者なんて恐おそれ多くて敬遠するんだけど……ねえ、隊長？」

「ああ、二人だけならお縄なわにする機会もあるだろうと思ってな。先回りして待ち伏せたのさ。ラグンの街から離はなれるなら、この交易宿に来るはずだと読んでな」

　ライオットは満足げなレイチェルの顔を見上げた。

「あんたこそ血盟者じゃないの！　あんな変へん異い獣じゆう使ってさ！」

「失礼ね、あたしのグスタフは変異獣じゃないわよ！」

　押おし倒たおされているライオットの胸むな元もとを、レイチェルは力任せに引き寄せた。

「グスタフは魔導ノイズに身体を汚お染せんされた可哀かわい想そうな子なのよ！　それを変異獣ですってえ！　この下品な戦鎧鬼、絶対許さないわよ！」

「あんたの方が下品で淫いん乱らんそうじゃないのよ！」

「あったま来た！　グスタフ、やっておしまい！」

　振ふり向いて、レイチェルは鞭を一いつ閃せんした。

「そのガキをステーキにしていいわ！　焦こげ目がつくくらいカリカリにねっ！」

「え、ええーっ！」

　ジャスティスは悲鳴をあげて、背後を見た。

　魔犬グスタフはぐるぐると喉のどを鳴らし、少年の顔に牙を近づける。

「ラ、ライオットーっ！」

「やめなさい、やめるのよ！　放せ、このバカっ！」

　もがくライオットだが、ジードは完全に抵てい抗こうを封ふうじている。

　レイチェルや傭よう兵へいたちが見守る中、魔犬グスタフは真まっ赤かな口を大きく開けた。

　ジャスティスはぎゅっと聖せい戦せん杖じようを握にぎりしめ、縮こまったまま目を閉じている。

「ジャスティス！　逃にげて！」

　悲痛な叫さけびが通りにこだました時……

「あ、あれ……」

　ジャスティスは、生温かい感かん触しよくに目を見開いた。

　魔ま犬けんグスタフは喉を鳴らしながら、少年の頰ほおを丁てい寧ねいに舐なめている。甘あまえるように鼻先もこすりつけていた。

「うふふっ、くすぐったいなあ、もお……」

　ジャスティスはその大きな顔を抱だきかかえると、灰色の毛を撫なでてやった。逆立っていたグスタフの毛並みが次し第だいに倒たおれ、魔犬もその場に座すわり込んだ。

「ライオット～この犬、けっこう可愛かわいいよお」

　信じられぬ思いに震ふるえ、レイチェルがまた鞭むちを地面に叩たたきつけた。

「何やってんの、グスタフ！　そいつは血けつ盟めい者しやなのよ！　あんたをそんな身体にした、魔導ノイズの遣つかい手なのよ！　やるのよ！　やっちまうのよ！」

　だがグスタフはもう地面に寝ねそべり、ジャスティスに服従のポーズまで取っていた。

「へえ、君はグスタフって言うんだあ……うふふ、よーしよし……」

　ジャスティスも魔犬と戯たわむれ、満面の笑えみを浮うかべている。

　その姿に、長なが槍やりを携たずさえた傭よう兵へいたちが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

「噓うそだろ、グスタフがレイチェル以外の人間にあんなになつくなんて……」

　事実は、当のレイチェルが一番悔くやしがっている。抱だき合うジャスティスとグスタフに、猟りよう犬けん使つかいの女は手の中の鞭をめきめきとしならせた。

「グ、グスタフ、あんた……！」

　だがジャスティスの笑顔に、傭兵たちから殺気が失うせていた。それを察して、ライオットは勝利の高笑いをあげ始める。

「どおよ、あんな血盟者がいると思う？　あんた、あたしより優ゆう秀しゆうな戦せん鎧がい鬼きなんでしょ？　分からないってワケないわよねえ」

「ちっ、バカバカしい」

　唾つばを吐はき飛ばして、ジードは力を緩ゆるめた。

「噂うわさが噓なのかどうか知らねえが……どうやら人ひと違ちがいのようだな」

「隊長！　他ほかに聖戦官クルセイダーと戦せん鎧がい鬼きの二人連れなんていないって！　絶対こいつらよ！」

　ライオットは立ち上がると砂を払はらい、わめくレイチェルを一いち瞥べつした。

「あんたが一番物分かりが悪いわね。犬より間ま抜ぬけじゃない」

「なんですってえ！　このポンコツ機械女！」

「ああら、やる気ぃ？　ワンちゃん抜きであたしに勝てるのお？」

「ちょっと、隊長！　なんとか言ってよお！」

「やめとけ、エネルギーと時間の無む駄だだ」

　袖そでを引っ張るレイチェルを無視して、うっとおしそうにジードは周囲を見回した。

　すると恐おそる恐る住人たちが、戸口の隙すき間まからこちらを窺うかがい始めている。戦鎧鬼ジードは、両手を振ふって辺りに呼びかけた。

「出てきな、終わったぜ！　迷めい惑わくかけたな！」

　どうやら住人には、事前に待ち伏ぶせを知らせていたらしい。安あん堵どした空気が流れると、あちこちから宿場の者が外に出てきた。途と端たんに宿場が元の姿を取り戻もどした。

「一番迷惑かけられたのはあたしらよ、どう落とし前つけてくれるの？」

　ライオットはジードに向き直る。ジードは面めん倒どう臭くさそうにうなじを搔かきむしった。

「仕方ねえ、一いつ杯ぱいおごるよ。それで許してくれ」

「許すつもりはないけど、とにかく一杯いただくわ」

　殺気をちらつかせたまま、ライオットは不満げにうなずいた。

　背後ではまだ、ジャスティスがグスタフとじゃれ合っている。

　なんとも奇き妙みようでぎくしゃくとした砂さ漠ばくの出会いであった。




　一同は、交易宿ネグロスで最も大きな酒場に入った。

　ホール形式になった一階にはテーブルが幾いくつも並んでいるが、その全すべてが赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズの者で占せん拠きよされている。

　部隊は二十名編制だと言う。隊長である戦鎧鬼ジードの元に、槍そう兵へい一〇名、擲てき弾だん兵へい二名、弓きゆう兵へい二名、突とつ撃げき工兵四名が指揮下に入っている。

　さらに副長格として猟りよう犬けん使づかいレイチェル。

　そして長なが槍やりでライオットに迫せまった巨きよ人じん、重装槍士のバルクも同格に据すえられていた。

「ま、傭よう兵へい部ぶ隊たいとしては中規模だけどさ……」

　ライオットはテーブルをこつこつ指で叩たたきながら、周囲を見み渡わたした。

「家族まで連れて戦ってる部隊なんて聞いたことないわよ？」

「それが俺たち、赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズさ」

　にやりと笑い、ジードも他ほかのテーブルに目をやった。

　そこにはメンバーの妻子や幼い弟妹きようだいまでが、賑にぎやかに食事を待っている。家族ぐるみで転戦する部隊など、他の地域ですらお目にかかれなかった。

「俺は一人身だが……長く戦ってりゃあ女によう房ぼうができる奴やつもいる。女房ができれば次は子供だ。どっかの街に残して戦うよりは、一いつ緒しよにいられた方がいいと思ってな」

「へえ……」

　その聞き慣れない考えに、ライオットは言葉も出ない。

　子供たちはもう、ジャスティスの周りに集まっていた。さすがに聖戦官クルセイダーなど間近で見たことはないらしい。その白い聖衣を撫なで、聖せい戦せん杖じようにも興味を示している。

「ねえ、ジャスティス様あ、これで奇跡サウンドを呼ぶのお？」

「そうだよ、ほら、持ってごらん」

「わあ、私にも触さわらせてえ」

「ケンカしちゃだめだよ、ほらほら、しっかり持って」

　すっかりお兄さん気取りで、ジャスティスは子供たちと遊んでいた。

　母親たちもすっかりジャスティスの笑え顔がおに魅み了りようされている。安心して子供たちを任せ、めいめい針仕事や繕つくろい物に取りかかっていた。

　その側そばでは魔ま犬けんグスタフが、のんびり寝ねそべっている。

　汚お染せんされた砂さ漠ばくの片かた隅すみとも思えぬ、平和な光景であった。

「ああして見るとただのガキよねー」

　レイチェルがテーブルに頰ほお杖づえをついて言い放った。

　だがその物言いに、ライオットが短く舌打ちを返す。

「ただのガキじゃないわ。ただの聖戦官クルセイダーよ」

「ふんっ、どうだか！　グスタフが騙だまされてるって可能性もあるしね！」

「ああら、あんたの愛犬はそんなに間ま抜ぬけなのお？」

「あんですって！　表、出なさいよっ！」

　同じテーブルで向かい合いながら、二人は鼻先をぶつけんばかりに睨にらみ合う。

　ジードは疲つかれた顔で、背もたれにのしかかった。

「やめてくれ、うっとおしい。ほら、注文が来たぜ」

「お待たせしました、サボテンソーダとバーボン、大ビールとお水ですね」

「お、お水ーっ？」

　呆あきれるライオットの前に、ウェイトレスが何の変へん哲てつもない水の入ったグラスを置く。

　ジードはバーボンのグラスを掲かかげてみせた。

「とにかく俺たちが悪かった。約束のおごりだ、まあ一いつ杯ぱいやってくれ」

「一杯やれってただの水じゃないのよ！」

「そうだよ、誰だれが酒をおごるって言った？」

「普ふ通つう、好きなもん奢おごってくれると思うじゃない！」

「なんで赤の他人のお前にそんな真ま似ねせにゃならんのだ。水ならタダだ。存分にやれ」

「あんた正気で言ってんの！　このドケチ！」

「あっ、つまみも頼たのんだけど、それは俺たちの分な。お前とは勘かん定じよう分けるぞ」

　そこまで言って、ぐいっとグラスから酒をあおる。

　呆れてライオットは、ジードの全身をまざまざと見つめ直した。

「ケチだわ、まさしくケチの権ごん化げだわ……いったい親にどんな育てられ方したのよ？」

「あいにく親は、俺を奴ど隷れい商しように売りやがってね」

　平然と言って、ジードはグラスの氷をからころと鳴らした。

「生まれた街を魔導汚染ノイズハザードのおかげで追い出されて……物心ついた時から難民だよ。金さえあれば親も俺を売りはしなかったろうが、あいにく弟や妹もいたんでね」

　痛ましい境きよう遇ぐうをさらりと言ってのける。

　だがジードは、その視線をライオットにも振ふり向けた。

「ま、お前も同じ戦せん鎧がい鬼きだ。ロクな人生歩んでないのは一いつ緒しよのはずだぜ？」

「否定できないのが悔くやしいわね」

　ライオットも、表情を変えずに受け流した。

　子供の頃ころの記き憶おくなど、踏ふみにじって焼き尽つくしたい思いなのだが。

「隊長はケチじゃないの。経済観念が発達してんの」

　サボテンソーダを飲んで、レイチェルは自じ慢まんげにうなずいた。

「兵隊と家族合わせて、五〇人近い人間を食わせなきゃいけないのよ。きちんと賞金稼かせいで、みんなに分配する必要があるの。ねえ、バルク？」

　問われた巨きよ人じんは、バケツのようなビールジョッキを喉のどを鳴らして飲んでいる。息も継がずに飲み干すと、満足げに微笑ほほえみ、黙だまってお代わりをうながした。

「あんたもとことん、無口よねえ……」

　呆れるレイチェルの横で、ジードはおおらかに笑った。

「無む駄だな金はどこにも無いし、無駄なことはしない。それが俺のポリシーだ。さっきお前を捕つかまえた時は嬉うれしかったぞ。なにしろ、予想の七パーセントのエネルギー消費で済んだ。昨日、五ドルク硬こう貨かを拾った時の方が嬉しかったけどな」

「あたしはそんなはした金以下なの！」

　疲つかれきったライオットは自分でサボテンソーダを頼たのむと、ジードを横目で睨にらんだ。

「けどケチな割にはいい装備してるわね。電磁ナイフにスタングローブ……あの身を隠かくせる技術はなによ？」

「熱光学隠おん密みつ機能……いわゆるステルス装そう甲こうって奴やつでな」

　ジードは、自分の装甲鎧よろいを指さした。

「装着した者の周囲に立体映像スクリーンを展開し、背景を投とう影えいする機能がある。だから目には見えない。そのうえ熱の発散を遮しや断だんし、無駄な音を排はい除じよする」

「ちょっとそれって……」

「ああ、八大陸時代の……つまり《古代災厄オールド・ハザード》以前の超ちよう技術だ。以前、発はつ掘くつ品ひんのオークションで手に入れた。三〇〇〇万ドルクでな」

「三〇〇〇万ドルクうっっ！」

「それだけじゃない。いつもはあの槍やりを使ってる。当然、聖せい鋼こうゾダニウム製だ」

　ジードが指し示したのは、酒場の壁へき面めんである。そこには全長二・五メートルほどの見事な長なが柄えの武器が立てかけてあった。穂ほ先さきだけで五〇センチはあるだろう。大きく湾わん曲きよくした刃やいばには、斬きるだけでなく打ち倒たおす能力もありそうだ。

　ライオットは気絶せんばかりに驚きよう愕がくした。とても個人の傭よう兵へいが持つ装備ではない。

　だがその驚おどろきを気にもせず、ジードはもう一口バーボンをすすり上げた。

「確かにどちらも高い買い物だったが、それで部隊と家族をより確かに守れるんだ。後々の事を考えれば、逆に安くなる。俺は使う時には使う男だぜ」

「頼たよりがいのある隊長なのよ」

　嬉うれしそうに、レイチェルも笑ってみせる。

　ライオットは、先ほどジードと組み合った時のデータを網もう膜まくに表示した。

　瞬しゆん発ぱつ力りよく、反射神経、総合筋力……あらゆるデータがライオットのそれを上回っている。

　恐おそらく、戦せん鎧がい鬼きとしての機能にもかなり金をかけていると看みた。

「それで賞金目当てにあたしらを狙ねらったってわけね。いい迷めい惑わくだわ」

　ようやく届いたサボテンソーダを飲み、ライオットは前まえ髪がみを搔かき上げた。

「それに血けつ盟めい者しや狩がりなんて無む謀ぼうよ。物理攻こう撃げきで勝てる相手じゃないのよ」

「分かってるけど、こっちにも都合があるの！」

　レイチェルは、金きん髪ぱつの毛先を指で弄もてあそびながら少しむくれた。

「この辺一帯、異常に変へん異い獣じゆうが発生してんのよ。退治料が高こう騰とうしたのはいいけど、商しよう売ばい敵がたきも増えちゃってさー」

「変異獣が異常に……？」

　なんだ知らないのか、とジードはライオットを横目で見た。

「ここ最近の話だ。何が原因かは知らんが……アトラス南部の街はどこも応戦に手て一いつ杯ぱいだぜ。アトラス地方を統とう轄かつする白の教きよう皇こうも、各地の聖教会に変異獣の退治強化を命じてる。と言っても、聖教会は小さな宿場までカバーできない。だからこうした小さな交易宿は、俺たちみたいな傭よう兵へいに退治を依い頼らいしてんのさ」

　ライオットはラグンの街での出来事を思い起こした。変異獣イウォームも、都市部に出現するのは希まれである。あの襲しゆう撃げきも、異常のひとつだったのか。

「退治料はこっちの言いなりになったけど、それを聞きつけてあっちこちから傭兵部隊が遠えん征せいに来てね。あたしらも稼かせぎ放題って具合にはいかなくなったのよ」

　レイチェルの言葉に、ジードもうなずいた。

「無理は承知で稼がなくちゃいかん時もある。それが今だ」

　ライオットは、店の外に目をやった。

　ごおごおと吹ふき荒あれる砂すな嵐あらしは、強さを増している。この宿場に到とう着ちやくした時、感知した強きよう烈れつな魔導ノイズ線も何か関係があるのだろうか。

（いったい何が……）

　考えを巡めぐらせ、サボテンソーダをもう一口飲んだ時だった。

　だしぬけに、店の扉とびらが開かれた。同時に黒風が店内に吹き込んでくる。

　ライオットもジャスティスも、傭兵たちの視線も一いつ斉せいに戸口に向けられた。

　そこには砂さ塵じんを背にして、一人の少女が立っていたのだ。

「…………！」

　ライオットは咄とつ嗟さに腰こしの拳けん銃じゆうに手を伸のばす。レイチェルも腰を浮うかせていた。

　少女は、男らしいとさえ言える整った顔立ちであった。短めの金きん髪ぱつをまとめ、青い瞳ひとみをらんらんと光らせている。白い旅装はすり切れ、長旅を経てきたことを物語っていた。

　必死さを全身から撒まき散らした、尋じん常じようではない少女であった。

「き、君、いったい……」

　側そばにいたジャスティスが、労いたわるように声をかける。

　だが少女は、うつろな視線で店内を見み渡わたし、大きく肩かたで息をした。

「……傭兵部隊……良かった……」

　それだけ言って、がくりと膝ひざをつく。

　慌あわててジャスティスが駆かけ寄より、その身体からだを抱だき起こした。

「君、しっかり！　しっかりして！」

　ライオットとジードも席を立ち、ジャスティスの腕うでの中の娘むすめを見下ろした。

「行き倒だおれか？珍めずらしくもねえぜ？」

「それにしてはいわくありげだけど……」

　そう言ったライオットの脇わきを、魔ま犬けんグスタフが素す通どおりする。灰色の魔犬は少女の顔に鼻を近づけ、その汚よごれた頰ほおを舐なめ始めた。

「ねえ、その胸の宝石……やけにキレイじゃない？」

　近寄ったレイチェルが、指をさす。少女の首には細いネックレスがかけられ、胸むな元もとに小さな青い宝石がこぼれ出している。

　その宝石に、ジャスティスも目を留めた。

「これ……希き宝ほう石せき……エメジストじゃないか！」

　少年は何かに気づいている。だが説明する前に、ゆっくり少女は意識を取り戻もどしたのだ。

「……あ、あなたは……」

「僕はジャスティス。聖戦官クルセイダーだよ。君は……」

「聖戦官クルセイダー様っ……！」

　少女はジャスティスの声を遮さえぎって絶句した。安あん堵どと歓かん喜きが同時に表情に表れる。

　だがその安心感が今一度、少女の意識を遠のかせた。

「ねえ、君！　しっかりして、ねえ！」

「ジャスティス、この子は何者なの？」

　知っていると見み抜ぬいて、ライオットは問いただす。

　ジャスティスは呼びかけるのを止やめ、一同を見み渡わたした。

「この子、修しゆう祓ばつ官かんだよ、聖教会に属する……魔導ノイズを祓はらい清める人なんだ……」

　そしてもう一度、少女の顔を覗のぞき込む。ジャスティスは、呆ぼう然ぜんとして独白した。

「その修祓官がなぜ……」

　誰だれにも分からぬ問いを、少年はため息と共に吐き出していた。




「ダーラスの街から一人で来たあ？」

　最初にレイチェルが、おおげさに驚おどろいてみせた。

　だが誰もが同感であった。現れた少女は、たった一人で二〇〇キロ南の地方市ダーラスから歩いて来たと言うのだ。炎えん熱ねつの砂さ漠ばくと汚お染せんされた砂すな嵐あらしを乗り越こえて。

「このエメジストのおかげです……」

　酒場のソファに寝ねかされた少女は、ようやく意識を取り戻もどし、上体を起こしていた。

　冷えたシロン茶をもう一口飲み、胸元のネックレスを持ち上げる。

「大気中の魔導ノイズを退け、清せい浄じよう化かする作用があるんです。私たち修祓官はみな、身分の証あかしとして持っているのですが……」

　聖戦官クルセイダーが希宝石メタライトを使って奇跡サウンドを行使するように……

　修祓官とは、希宝石エメジストを用いて疑ケ似ー治タ癒リ奇ン跡グを行う者だ。

　肉体的損傷を治ち療りようする、希宝石治癒フイジカル・リマスター。

　精神的混乱を鎮しずめる、希宝石鎮静メンタル・リマスター。

　そして何より重要視される能力、魔導除去ノイズ・リダクト。

　攻こう撃げき的てきな能力は持たないものの、希宝石エメジストが持つ力を引き出し、この三つの疑ケ似ー治タ癒リ奇ン跡グを施ほどこす準聖戦官クルセイダーとも言うべき人材であった。

　ソファの周囲では、傭よう兵へいたちも珍めずらしそうに人ひと垣がきを作っている。

　ジャスティスは少女のすぐ側そばで、心配そうに顔色を見つめていた。

「でも、ダーラスの街はそんなに深刻なんだ？」

「はい。数週間前から頻ひん繁ぱんに変へん異い獣じゆうが襲おそってくるようになりました。以前には……こんなこと無かったんです。五人いた聖せい騎き士し様まで、みな討うち死にされて……」

「聖騎士がかなわない？」

　ライオットは、サボテンソーダを飲みながら首をひねった。

　聖騎士は、聖せい鋼こうゾダニウム製の武器で武装した対邪じや神しん戦せん専門の戦士である。魔導汚染ノイズハザードで凶きよう暴ぼう化かした変異獣に遅おくれを取るとは考えにくい。可能性があるとすれば……

「かなり高こう濃のう度どの魔導ノイズ線を長時間浴びてるな、その変異獣」

　ジードも椅い子すにもたれつつ、バーボンのグラスを傾かたむけた。

「だから街を守るために応おう援えんを呼びに来た……って事だな？」

「はい……交易宿まで出れば出会えると思って……でも、他ほかの宿場ではだめでした。頼たのめるような部隊はなくて。ようやく三つ目のここで……みなさんに出会えたんです……」

　少女は、改まってジャスティスに向き直った。

「お願いします、ダーラスに来てください！　みな、毎日襲しゆう撃げきに脅おびえて生きてるんです！　変異獣を退治してください！　お金なら払はらいますから！」

　ジャスティスは、穏おだやかな微び笑しようで少女にうなずいた。

「分かりました、一いつ緒しよに行きます。僕にできる事があればなんでもしますよ」

「本当ですか！　聖戦官クルセイダー様、本当に……！」

「でも御お礼れいはいりませんからね」

　金きん髪ぱつの少年は自分の胸に手を置き、静かな口調を継けい続ぞくした。

「僕は巡じゆん礼れいの聖戦官クルセイダーです。困っている人がいるなら、行って助けるのが使命ですから」

「でもそんな……」

「気にしないで。僕がそうしたいだけなんですから」

　突とつ然ぜんの申し出に、少女は明らかに動どう揺ようしていた。だがジャスティスの双そう眸ぼうに噓うそはない。

　その純じゆん朴ぼくな瞳の輝かがやきに、思わず嗚お咽えつがこみ上げた。

「ありがとう……ありがとう、ジャスティス様……」

　だがライオットは、不満げに床ゆかに視線を落とした。

（ジャスティスならそう言うわよね……いつものこと……）

（けど、このままシャイアン領に留とどまるのは……）

　得策ではなかった。ジードたちはごまかせたが、この後噂うわさを聞きつけて、二人を狙ねらう傭よう兵へい部ぶ隊たいが現れぬとも限らない。さっさと行き過ぎるべき土地だった。

　と言って、一度決めたジャスティスの思いをくつがえすのは不可能に近い。

　もどかしい思いを抱かかえながら、ライオットは相棒を見下ろした。

「あの……あのさあ、ジャス……」

「まさか本当にタダで引き受けるつもりじゃねえよなあ、ライオット？」

　突然、ジードが思いも寄らぬ問いを投げかけてきた。

「そんなワケねえよなあ？　かつては悪名高い傭兵として知られたお前だ。変へん異い獣じゆう退治をタダで引き受けるなんてお人ひと好よしな真ま似ねしねえだろ？」

　ライオットは鋭するどい視線をジードに放った。ジードもそれを受け止める。

　二人の間に生まれた険悪な空気を、ジャスティスと少女も感じ取っていた。

「ほ、本当ですか……？」

「本当だよ、お姉ちゃん。このライオットは、変異獣退治で暴利を貪むさぼってた女だ。タダで引き受けると言って、後から莫ばく大だいな請せい求きゆう書しよをよこす。そんな女だよ」

　ジードに告げられ、少女は真まっ直すぐライオットを見上げた。

　レイチェルも傭兵たちも、冷れい徹てつな視線を共にした。

　赤い髪かみの戦せん鎧がい鬼きは視線を伏ふせる。ジードの言葉にも、反論するつもりはなかった。

（確かに……あたしはそうだった……）

　ジャスティスと出会う以前、ライオットは独立傭兵として生計を立てていた。

　どこの傭兵部隊にも属さず、たった一人で新大陸フロンテイアを渡わたり歩いた。資金が尽つきかけた時には、相場を遥はるかに超こえる料金を請求したこともある。だがそれは一人で生きるためだった。

（傭兵部隊に属せば、金のために都市間紛ふん争そうに手を貸すこともある……）

（それが嫌いやだったからあたしは……）

　納なつ得とくのいく変へん異い獣じゆう退治にのみ従事した。だがそれだけでは生活できない時もある。戦鎧鬼の機能を維い持じするには、かなりの資金が必要なのだ。

（生きるためには仕方なかった……）

　その一言で許されるとは思わない。口に出すつもりもない。それでも……

「……ライオットは優やさしいんだ」

　不意に、ジャスティスが口を開いた。

「僕と一いつ緒しよに旅をしてくれてる。もう二年間もだよ。今までも沢たく山さんの人たちを助けてくれたんだ。今度だって、僕と一緒に来てくれるよ。ね、ライオット？」

　ジャスティスは、満面の笑えみでライオットを振ふり返った。それに返事を返すことができない。思いは喉のどの奥おくに詰つまって、なかなか言葉にならなかった。

「……いつもの……事だからね……」

「おいおい、本当かよ？」

　ライオットの言葉に、ジードは焦あせって身を起こした。

「変異獣退治の仕事をタダで引き受けるとは営業妨ぼう害がいもいいとこだ。どうだい、お姉ちゃん、俺たち二〇人を雇やとわねえか？　腕うではたつぜ」

「来て……いただけるんですか？」

「払はらうものさえ払ってくれるならな。一人頭、そうだな……一〇万ドルクでどうだ？」

「一人一〇万ドルク！　それは相場の……」

「ああ、三倍だな。しかし高くはないぜ。聖せい騎き士しでもかなわねえ変異獣を退治しようってんだ。危険手当を含ふくめれば当然だろ。それにこの異常な砂すな嵐あらしだ」

　ジードはバーボンで喉をうるおすと、親指で店の外を指さした。

「大気中の魔導ノイズ線量は他の地域よりぐっと上がってる。この異常事態がより悪化する可能性だってあるんだ。他の傭よう兵へい部隊なら、後しり込ごみして引き受けやしないよ」

　居並ぶ傭兵たちは……レイチェルもバルクも口を挟はさまない。交こう渉しようを完全にジードに一任しているのだ。少女は両手を握にぎりしめて、沈ちん黙もくした。

　ライオットはぎらりとジードを睨にらみつける。

　だがジードはにやつきながら、少女の顔を覗のぞき込んだ。

「ライオットは当てにならねえぜ。俺たちならその金額で、戦いが終わるまで全部面めん倒どうみてやるよ。俺たちならできる。どうだい、全部で二〇〇万ドルクだ？」

　ジードは知っている。少女がもう何度も他の部隊に断られたことを。そしてもう別の部隊を探しに行くほど体力が残っていないことも。多少多目にふっかけても、払うだろうと見み抜ぬいているのだ。まさしく傭兵の……かつてのライオットのやり口であった。

「今、手元に一〇万ドルクしかありません……でもダーラスに着いたら、必ず残りのお金はお支払いします……」

「一〇万か……悪くないが少なすぎるな。前金としてそいつももらおうか？」

　ジードは、決断した少女の胸むな元もとを指し示した。

　途と端たんに少女は、ネックレスを握りしめる。

「これは……エメジストは困ります！　これは聖教会から預かっているものなんです！　私物ではないんですから！」

「そうか……なら、その指輪はどうだい？　なかなか良い品物に見えるぜ？」

　改めて、ジードは指先を変える。小ぶりだが鮮あざやかな色のルビーの指輪が、少女の指に収まっていた。

「これは……」

　口ごもる少女は、自分の指先を見つめる。大切な品であろうことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　ライオットは、胸がむかむかするのを抑おさえられなかった。まず最初に、絶対に手放さないであろう品を要求する。そして断られたすぐ後に、本命の品を指名するやり口だ。

　二度断るのは、依い頼らい主ぬしにも勇気がいる。譲じよう渡とを断れば、依頼そのものをご破算にされると思うのだ。ジードの手口は、あまりに狡こう猾かつであった。
















「ジード、あんた……」

「……分かりました、お譲ゆずりします」

　思いを断ち切るように、少女は指輪を外した。

　ためらいもなくジードに手て渡わたすと、厳しい視線で傭よう兵へい隊長を真まっ直すぐ見み据すえた。

「その代わり、これで……契けい約やくです。さっきの言葉は後で文書にしてください」

　意外にも強い少女の眼光に、ライオットは驚おどろきをおぼえた。

　ライオットだけでなくジャスティスも、そしてレイチェルと傭兵たちも感かん嘆たんの声を漏もらした。何があっても目的を達する……少女には、その信念が表情に滲にじみ出ていた。ここまで一人で来ただけのことはある。

「ああ、かまわないぜ。あんた、いい買い物したよ」

　ジードは胸ポケットに指輪をしまうと、ジャスティスに視線を移した。

「それで……聖戦官クルセイダーのお坊ぼつちゃまも当然、行くんだろうな？」

「もちろんです。見捨ててはおけませんから」

「そうか。ところでお前さん、治癒奇跡ヒーリング・サウンドは使えるのか？」

　もちろんと答えて、ジャスティスはうなずいた。

「低位の治癒奇跡ヒーリング・サウンドと、中位の治癒奇跡ヒーリング・サウンドをひとつずつ……」

「ならありがたい。負傷者が出たら治ち療りようは頼たのむぜ。医薬品もバカにならないんでな」

「あんたはそこまで……」

　言いかけて、ライオットは口ごもった。

　自分はジードを非難できるほどの人格者ではない。思い出して、自分に舌打ちをした。

　商談がまとまって安心したのか、ジードは大あくびをかましている。

「じゃあ今日はもう遅おそいから、出発は明朝にしようぜ。少し休もうや」

「君も休んだ方がいいよ、疲つかれてるはずだし……」

　ジャスティスも、ソファに横たわる少女にシーツをかけてやる。

　少女も一応はほっとした顔で、ジャスティスに微笑ほほえみかけた。

「ありがとうございます、本当に……」

「いいんだよ……あっ、それから忘れてた」

　ジャスティスは、屈くつ託たくのない顔で少女に問いかけた。

「君の名前、教えてくれないかな？　まだ訊きいてなかったよ」

「イルシィです……修しゆう祓ばつ官かんイルシィ……」

　そして長い旅が始まった。







　　　【第二章　ダーラス／凶きよう刃じん】







　その暗黒は、確かに脈打っていた。

　周囲を形成する無数の細さい胞ぼうはあえぐように呼吸し、緩ゆるやかに分ぶん裂れつを繰くり返している。

　辺りには明めい滅めつする動脈が縦横に走り、どす黒い体液が時折往来する。

　遥はるか以前に朽くちたはずの体組織は、長い時間をかけて再生を試みていた。

　人類への憎ぞう悪おと復ふく讐しゆう、ただそれだけを糧かてとして……

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

　悶もだえ苦しむ声が、巨きよ大だいな暗黒を駆かけ巡めぐった。

　その呼び声に応えて、暗黒をぬうように二つの思念が現出した。

〈何を焦あせっておられる、我わが主しゆよ……！〉

　苛いら立だったように男の思念が問いかけた。

〈すでに次元の門は開かれた。後は時が過ぎるのを待つのみ……これまで主が求めるものも全すべて差し上げたはずではないか！〉

〈口を慎つつしむのだな、ゲイツ〉

　女の思念は、冷ややかに相手を嘲ちよう笑しようした。

〈主あっての我らだ。お望みならいかなる供く物もつも捧ささげねばならぬ。まして復活は目前だ。不平を言うは、永えい劫ごうの血けつ盟めいを破約するに等しいのではないか？〉

〈そのしたり顔が気に入らぬな、イグリア！〉

　男の思念は、吐はき捨てるように言い放った。

〈俺おれが血盟の代だい償しようをどれほど捧げたか、主とてご存じよ！　儀ぎ式しきを司つかさどる貴様より多大な貢こう献けんを為なしたのは、明白な事実！　多少の不平はお見過ごしになられよう！〉

〈だが邪じや魔まが入れば、これまでの労苦も全ては水すい泡ほうと帰す……〉

　女の思念は、冷静さを保ったまま視覚を強めた。

〈主はそれを御ご懸け念ねんあそばしているのだ……〉

　呼応するように、暗黒が鳴動した。

　同時に、二つの思念の目前に白い球体が浮ふ上じようした。ぼんやりと発光した球体は、つるりとした表面を持ち、何の特とく徴ちようもない。

　その表面ににわかに、明めい瞭りような映像が映し出された。現れたのは、邪じや神しんに対たい峙じする金きん髪ぱつの少年であった。

〈何者だ……このガキ……聖戦官クルセイダー？〉

〈……ジャスティスと言うそうだ……〉

〈ではあの……！〉

　男の驚きよう愕がくを、女は冷れい笑しようで受け止めた。

〈並の聖戦官クルセイダーではない……と言ってまだその域に達したわけでもない……ただ……〉

〈警けい戒かいすべき敵、と言うことだな……〉

〈そうだ。そしてこの者は、すでに我らに近づいている……〉

　映像はやがて薄うすれ、球体も暗黒に四散した。

　暗黒は今一度、抑よく制せいできぬ凶きよう暴ぼうさを呻うめき声に変えた。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

　女の思念は、いつものように深遠な熟じゆく慮りよを巡めぐらせた。

〈わずかに十三歳さい……だが各地の血盟者を屠ほふり、多くの神々の命を絶った……〉

〈あの外見だ、油断してもおかしくはなかろう〉

〈いや、我らの同どう胞ほうもそこまで無能ではあるまい。油断した者が多すぎることになる〉

　それでも女の思念は、余よ裕ゆうありげに微び笑しようをちらつかせた。

〈だが奴やつも、我らの企くわだてに気づいてはおらぬ。いや存在すら知らぬはずだ……〉

〈ならどうする？〉

〈どうもせぬわ。ただ時が過ぎるのを待つのみよ。貴様が言うた通りな……〉

　男の問いを嘲あざ笑わらい、女は暗黒を見み渡わたした。

〈時が過ぎれば主が現世に蘇よみがえる。儀ぎ式しきが終わるにあと七日……その時になれば、いかなあの者でも事態は収しゆう拾しゆうできぬ。時を戻もどすことができれば別だが……〉

〈愚ぐ策さくだな、それではつまらぬ〉

　男の思念も荒あら々あらしい戦意を撒まき散らした。

〈あの者が例の運命を背負った者ならば……今のうちに倒たおすが上策〉

〈血迷うたか、ゲイツ。あえて招き寄せる必要などない〉

〈それは貴様だ、イグリア。大局を見よ。鋼はがねは剣けんとなる前に折らねばならぬ〉

　男の思念は意を決したように、身をひるがえした。

〈あの者の首はひとつだけだ。貴様に狩かられる前に、俺が討うちとろう〉

　そうすればと男の思念は、笑えみに欲望を滲にじませた。

〈この地の支配、我わが主は俺に任せるはずだ……！〉

〈戻るのだ、ゲイツ！　ゲイツ！〉

　男の思念は、いずこかへ消え去った。

　後にはただ、暗黒が呼吸を繰くり返すだけであった。




「飲み水が無いだとお！」

「ええ、どうもそうらしいのよ」

　絶ぜつ叫きようするジードに向かって、ライオットは小さく肩かたをすくめてみせた。

「ダーラス市に向かうルートでは一番でかいオアシスなんだけどね」

　吹ふきすさぶ黒風のただ中で、二人は目前の施し設せつを見上げた。

　高さ二〇メートル近いコンクリートの建物は、円えん筒とう形けいであった。ゾアナ砂さ漠ばくに点在する無人給水施設のひとつ、シワのオアシスだ。かなり深い水脈から地下水を汲くみ上げ、旅行く者に無む償しようで浄じよう水すいを施ほどこしているはずであった。しかし……

「ほら、これを見て」

　すでにライオットは、幾いくつも並んだ蛇じや口ぐちから地下水を汲み出していた。ポリタンクに貯ためられたそれは、肉眼でもはっきり分かるほど淀よどんでいる。差し入れた棒状の魔導ノイズ測定器も、危険な数値を指し示していた。

「ここの水脈まで汚お染せんされてるなんて異常すぎるぜ」

「確かにね。ダーラス市に向かうほど、大気中の魔導ノイズ線量も増えてるし……」

　ライオットは、地平線の彼方かなたに目をやった。

　目的のダーラスまではまだ一〇〇キロ近くあるのだ。

「仕方ないわ。ダーラスまで直行するしかないわね、今持ってる蒸留水だけで」

「ダーラスはもっと魔導ノイズ汚染が深刻なはずだぜ……イルシィ！」

　ジードは振ふり返って、依い頼らい主ぬしを呼び捨てにした。

「ダーラスに着いたら、飲み水は確保できるんだろうな？」

「それは心配ありません。聖教会が確保しているはずです」

　砂地を歩み寄って、修しゆう祓ばつ官かんイルシィはうなずいた。

「もちろんダーラスの地下水脈も汚染が進行していましたが、聖教会の浄水設備はここより高機能なものです。浄化奇跡クリアネス・サウンドが付帯させてありますから魔導ノイズも除去できます」

「それならいいが……くそっ！　手持ちの水を使うのが気にくわねえな、もったいねえ」

「仕方ないじゃない、水までケチるのは無理ってことよ」

　ライオットが言うと、三人は空のポリタンクを下げて車に戻もどった。

　そこには四台の長大な武装トラックがずらりと並んでいた。

　重じゆう装そう甲こうで覆おおわれたトラクター部分だけで、二階建ての家屋ほどもある。その後ろには十六輪を備えたトレーラーが接合されていた。

　トレーラーの上部には、前後に二基の回転式砲ほう塔とうが備えられている。前部砲塔は主砲の八十八ミリ高射砲、これは対戦車徹てつ甲こう弾だんも発射できるものだ。後部砲塔は四連装の二〇ミリ自動制圧砲。共に頑がん丈じような防ぼう楯たてで囲まれている。

　全面を砂さ漠ばく戦せん用の迷めい彩さい色しよくで塗と装そうされた四台のトラックは、すべてジードが所有するものである。外見に差さ違いはないが、戦せん闘とう用と装備運うん搬ぱん用が一台、家族居住用が二台。それぞれ、内装が大きく異なっていた。

　三人が戻ったのは、そのうち家族居住用の一台であった。

　トレーラーの中は、快適な空気清せい浄じよう機き能のうが働いている。涼すずしい車内は、小さな部屋に区切られている。狭せまい通路を抜ぬけ、ライオットは居間と呼ばれる部屋に戻った。

「お、おかえりい、ライオット！」

　中に踏ふみ込んだ途と端たん、情けないジャスティスの悲鳴が響ひびいた。

「助けてよ！　ぼ、僕ぼくのお菓か子しがあ～」

　そこは外の過か酷こくな景色が噓うそのように思える、あまりに家庭的な場所であった。

　居間にはカーペットが敷しかれ、色鮮あざやかなクッションが無数に転がっている。

　そのクッションの山の中で、ジャスティスは子供たちに包囲されていた。すでに略りやく奪だつを終えた子供は、キャンディやチョコレートを握にぎりしめている。

「わあ、赤ニロイのシュークリームもあるよ！　僕、これ大好きい！」

「あっ、それはだめだよ！　それは僕が楽しみに……！」

「これ、おいしい！　ジャスティス様、ありがとお！」

「わあ、もう全部食べてる！　グスタフ、助けてよ！　グスタフう！」

　だが側そばで寝ねそべる巨きよ大だいな魔ま犬けんは、知らん顔である。

　イルシィは、くすくす笑って腰こしを下ろした。

　ライオットも呆あきれて、柔やわらかなソファに身を沈しずめる。

「いいじゃないの、糖とう尿によう病びよう予防にはちょうどいいわ」

「まったく……聖戦官クルセイダー様は吞のん気きだぜ」

　ジードは鼻を鳴らして、乱暴に車内通話器を引ったくった。

「バルク、発進だ。もうダーラス市まで止まらなくていいぞ！」

　運転席にそう指示する。運転席のバルクは無言のまま、車を始動させた。

　安定感のある車体はさほど揺ゆれず、騒そう音おんも少ない。旅は快適そのものであった。

「それにしても贅ぜい沢たくなトレーラーよねえ、感心するわ」

　ライオットは改めて、居間を見回した。

　設備はどこの豪ごう邸ていにも負けないものである。居間の奥おくには、キッチンまで備えられていた。壁かべには子供たちが書いた絵が貼はられている。まさに清潔な家庭そのものであった。

「このトレーラーがあるから、みんな安心してるのよ」

　言いながら、キッチンからレイチェルが姿を見せた。カップにそれぞれの飲み物を注つぎ、テーブルに配置していく。猟りよう犬けん使づかいは、サボテンソーダを一口あおった。

「普ふ通つう、家族ができた傭よう兵へいは出で稼かせぎに出るようになるわ。けど、どんな街に家族を残していっても、安心はできない。なんせここは……」

「新大陸フロンテイアだからね」

　ライオットもカシスジュースを引き寄せて、グラスに口づけた。

「安全な街なんてどこにもないからね。その点、このトレーラーなら大だい丈じよう夫ぶだわ。ちょっとやそっとの戦せん闘とうでどうにかなる造りじゃあない」

　戦せん鎧がい鬼きは内壁を叩たたいて、その強度を確かめた。

「こんだけのトラック揃そろえるには、かなりかかったでしょ？維い持じ費ひもかかりそうだし……ただのケチじゃないのねえ、あんた」

「当たり前だ。けど、お前らの車の運び賃はもらうぞ」

　ジードは指先を突つきつけて、宣言した。

「ただで俺のトレーラーに乗れると思ったら大おお間ま違ちがいだからな」

　ライオットは絶句した。装そう甲こうバギー車は、最さい後こう尾びを走る装備運うん搬ぱん用トレーラーに積せき載さいされているのだ。

「ちょっと！　載のせてもらう代わりに、あたしたちも燃料と蒸留水を提供したじゃない！　あんたとの契けい約やく書しよにもそう書いたはずよ！」

「ああ、そうだったな。どうも都合の悪いことは忘れる良いクセが……」

「あんなに細々、いろいろと書かせておいてさ！」

　ジードは黙だまって微び笑しようを続ける。

　傭よう兵へい隊長はライオットに、無数の文書へ事細かくサインさせていた。

　ライオットとジャスティスをダーラスまで運ぶ際の契約書。ダーラスでの指揮権の問題。たとえダーラス市から報ほう酬しゆうを得ても、ジードたちに譲じよう渡とする権利書。果てはもしライオットが死んだ場合、死体から自由に部品取りする契約書まであったのだ。

「ま、それだからこんな車、買えるんだろうけどさ」

「そうそう、契約で思い出したぜ、イルシィ」

　ジードは視線を変えて、依い頼らい主ぬしの少女に向き直った。

「ダーラス市で蒸留水の補給ができなかった場合の補ほ償しようもよろしく頼たのむぜ。俺たち家族が生きるにも、トラックの維持にも水は欠かせないからな」

「どうぞ、後で契約書の形で渡わたしてくだされば……」

　イルシィはもう慣れた顔つきで、傭兵隊長にうなずいた。当然、彼女も様々な文書にサインを要求された。ライオットたちの倍近い量である。その全すべてを、イルシィは責任をもって了りよう承しようしていた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの、イルシィ……？」

　見かねて、ライオットが問いかけた。

「こいつの言いなりになる事はないのよ。断りたいものがあれば断っていいのに」

「おいおい、契約の邪じや魔まするなよ。これは正式な……」

　だがジードを一いつ瞬しゆん睨にらむと、ライオットは落ち着いた声で諭さとし続けた。

「本当よ、あなたは依頼主なんだからさ。あなたが要求を出してもいいのよ」

「ええ、ありがとうございます。でも……」

　微かすかに微笑ほほえんで、イルシィはため息を吐ついた。

「これだけの装備を備えた部隊を、もう一度見つけだすのは……」

「ま、それは言えてるわね」

　ライオットがうなずいたのは、この居間のことではない。戦せん闘とう装備のことだ。

　装そう甲こうバギー車が積せき載さいされたトレーラーには、相当数の重装備が格納されていた。対地・対空各種誘ゆう導どう弾だん、小型多連装ロケット発射器、ビデオカメラ付無人偵てい察さつ機き、全自動地じ雷らい噴ふん射しや器き……こんなものまでと思う武器が所狭せましと並んでいたのだ。弾薬も豊富である。

　イルシィの冷静な判断に、レイチェルが口笛を吹ふいた。

「得策もいいけど、うちの隊長の要求吞のむなんて我が慢まん強いわよねえ」

「そう……でしょうか？」

「契けい約やくの時に破談になることも多いのよ。依頼主がみんな金持ってるワケじゃなし」

　それでもイルシィは、強い意志を双そう眸ぼうに灯ともらせていた。

「もう他ほかに……頼たよれる人はいないんです、あなたたちしか。だから……」

「ふーん、それにしても変わってるわあ」

　呆あきれたように言うと、レイチェルはサボテンソーダを一気に干した。

　押おし黙だまる少女を横目で見て、ライオットはうなじを撫なでた。

　イルシィの疲ひ労ろうも、だいぶ回復している。煤すすけていた肌はだは白さを取り戻もどし、顔にも血色が蘇よみがえっていた。任務を果たした達成感からか、笑え顔がおも見せるようになっている。

　その笑顔に、なんとか応こたえてやりたかった。

「ま、頼りにされてんだからがんばりなさいよ、レイチェル」

　ライオットは、猟りよう犬けん使づかいの肩かたを叩たたいた。

「もらった料金分はちゃんと働いてあげんのよ、いいわね」

「なによ、説教臭くさいわね！　年下のくせに！」

　レイチェルは、眉まゆをねじ曲げて嚙かみついた。

「あんたらこそタダだからってのんびりしないでよ！　過労死するくらい戦ってね！」

「はいはい。レイチェルおばさまは人使いが荒あらいことで」

「おばさまですってえ！」

　ライオットとレイチェルは、呆ぼう然ぜんとする子供たちの前で胸むなぐらをつかみ合う。

　レイチェルはジードを振ふり返って、猛もう然ぜんと牙きばを剝むき出した。

「ちょっと隊長！　赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤース紅一点のあたしがこんな侮ぶ辱じよくを受けてんのよ！　この機械女になんとか言ってやってよ！」

「あー、俺は女同士のケンカに口を出すほどバカじゃない。勝手にやれ」

　ジードはわざとらしく視線を逸そらし、イルシィとの契約書に没ぼつ頭とうするふりをする。

　ライオットも啞あ然ぜんとするジャスティスに、猛たけ々だけしい視線を突つき刺さした。

「あんたはどう思うのよ、ジャスティス？　場末の酒場女みたいなこいつより、あたしの方がずっと大人っぽくって、いいオンナよねえ？」

「えーっ、そんな事言われてもなあ……」

　イルシィと顔を見合わせ、金きん髪ぱつの少年はにっこりと微笑ほほえんだ。

「でも二人って似てるよね。まるでライオットが二人いるみたい」

「なあんですってえ！」

　絶ぜつ叫きようを合唱する二人を無視して、ジードは急いで書類を書き上げた。

「じゃあイルシィ、こいつにサイン頼たのむぜ。ダーラスに着くまででいい」

「分かりました……」

「約束を文書にするのが一番確かだからな。後でどうのこうのと揉もめたくねえ」

　そう言うジードを、ジャスティスは不思議そうに見つめた。

「ジードさん、心しん配ぱい性しようなんですねえ」

「そう言われたのは初めてだな。けどそれは違ちがうぜ。本当に心配性なら、お前さんをこの車に載のせたりしねえよ」

「どういう意味です？」

「俺はまだ、お前さんを信用したわけじゃないんでね」

　その冷れい徹てつな言葉に、ライオットとレイチェルも動きを止めた。

　理由の分からぬイルシィは、きょとんとジードとジャスティスを見比べる。

　だがかまわずに、ジードは言葉を続けた。

「ラグンの街での噂うわさは本当だ……と俺は思ってる。聖戦官クルセイダーのふりをした血けつ盟めい者しやがうろついてるって話をな」

「まさかジャスティス様を……」

「ああ、疑ってるぜ。でも仕方ねえだろ」

　声を上げたイルシィに、ジードは狡こう猾かつな笑えみをちらつかせた。

「その聖戦官クルセイダーは戦せん鎧がい鬼きと二人連れって話だからな」

「…………！」

　イルシィが喉のどをひきつらせる。ジードはライオットを一いち瞥べつした。

　レイチェルもライオットを今一度見つめ、胸むな元もとをつかむ手から力を抜ぬいた。

「そういや、そうだったわね……」

　レイチェルが嫌けん悪お感かんを剝むき出して、ライオットから身を離はなす。

　居間に険悪な空気が充じゆう満まんした。だが……

「僕は……聖戦官クルセイダーです」

　ジャスティスは、はっきりと言い切った。

「口で言っても信じてもらえないけど……噓うそじゃありません」

「だといいがな。俺も血盟者と肩かたを並べるのは気分が悪い」

　真まっ直すぐなジャスティスの視線も見ずに、ジードは肩をすくめる。

「まあ、いずれ分かるだろう。だが騙だまされても許すほど、俺はお人ひと好よしじゃないぜ」

　傭よう兵へい隊長の視線は、ライオットに向けられた。イルシィも戦鎧鬼に振ふり返る。

　だがライオットは応こたえない。言葉で説明するのは空むなしいことだ。

（行動で示せばいい……）

（ジャスティス、あんたが……聖戦官クルセイダーだと）

　念を込こめるように、両の拳こぶしを握にぎりしめる。

　その相棒をジャスティスが振り返った。少年はいつもの笑顔でうなずいている。

　ライオットも、少年の思いを黙だまって受け止めた。

　揺ゆるぎようのない、思いであった。




　南に向かうにつれ、砂すな嵐あらしは悪あく辣らつさを増していく。

　ライオットたちを載のせたトラックの列も速度を失い、何度も方向を見失った。

　それでも交易宿ネグロスを出発して三日目の午後であった。

「悪い冗じよう談だんだろ、おい……」

　ジードが呻うめくと、車外に降りた傭よう兵へいたちも一様に言葉をなくしていた。

　たどり着いたのは、確かに地方市ダーラスの外がい壁へきである。砂さ塵じんと変へん異い獣じゆうの襲しゆう撃げきを防ぐため、円形の市街地は高い石いし壁かべに囲まれていた。一万人ほどの人口を抱かかえる街まち並なみは、壁に遮さえぎられて見えないはずであった。

　だが外壁の一画は、無む惨ざんに突つき崩くずされていた。

　上から強ごう引いんに押おし潰つぶされ、壁の残ざん骸がいは街の内外に散乱している。そこから吹ふき込んだ黒い砂が、通りにまで押し寄せていた。そして視線の先には……

「確かに悪い冗談ね……」

　ライオットも、トレーラーから降りてつぶやいた。

　通りには真っ黒い小山が鎮ちん座ざしている。表面に凹おう凸とつのある甲こう羅らは、差し渡わたし二〇メートルはあるだろう。その甲羅の下からは、十本近い節足が前後左右に突き出ていた。足の突とつ端たんには、鋭えい利りなカギ爪づめが未いまだに輝かがやきを放っている。

「変異獣バザムだ。しかしこんなにでかくなるか、普ふ通つう！」

　ジードは駆かけ寄ると、変異獣の死体をくまなく検分した。傭兵たちも慌あわてて続く。

　砂さ丘きゆうに潜ひそむ変異獣バザムは、ゾアナ砂さ漠ばくに広く分布している。しかし全長三メートル程度が平均的な大きさだ。およそ六倍の大きさの屍しかばねに、誰だれもが異常を感じていた。

「見て、汎はん用ようミサイルを撃うち込んで倒たおしたのね。それも七発……いや、八発だわ」

　弾だん着ちやくの痕こん跡せきを見て、レイチェルも啞あ然ぜんとした。そこまで手こずる敵ではないはずだ。

　魔ま犬けんグスタフも灰色の毛を逆立て、喉のど元もとを荒あら々あらしく鳴らし始める。

　槍そう士しバルクの沈ちん黙もくはいつもの事だが、傭兵たちは事態の異常さに息を吞のんでいた。

「こんなに大きな変異獣……いったいどれほどの魔導ノイズ線を浴びたんだ……」

　首をかしげるジャスティスの横で、イルシィは呆ぼう然ぜんと故郷を見渡した。

　街並みもほぼ半はん壊かいしている。変異獣の襲しゆう撃げきは何度もあったのだろう。焼け落ちた家屋。崩くずれた商店。瓦が礫れきで埋うまった通りすらある。

　立ち尽つくすイルシィに、レイチェルは気き遣づかうような視線を投げた。

「あんたが留守の間に、街はずいぶんやられたみたいね」

「き、教会は……！」

「あっ、イルシィ！　一人で行っちゃ危ない！」

　駆けだした修しゆう祓ばつ官かんの少女をジャスティスが追いかける。さらにグスタフが後を追った。

「ジャスティス、どこに行くの！」

「ちょっとグスタフ、待つのよ！」

　ライオットとレイチェルも瓦礫を乗り越え、広い通りを右に折れた。

　通りは、突つき当たりで円形の広場に行き当たっている。崩れた噴ふん水すいを中央に据すえ、古びた聖教会が左手に見える。

　その聖教会の前には天幕が張られ、何百人もの市民が集まっていた。負傷者が搬はん送そうされ、白衣をまとった医い療りよう官かんたちが教会内へと誘ゆう導どうしている。その中に……

「マーシャル神父様！」

　駆けだしたイルシィが、初老の神官に飛びついた。

　その声と姿に、周囲からどよめきに近い叫さけびが湧わき起こった。

「イルシィ！　本当にイルシィなのか！」

「戻もどってきたんだね、良かった！」

　みながイルシィの肩かたを抱だき、背中を叩たたく。

　丸まる縁ぶちの眼鏡めがねをかけた温厚そうな神官は、少女を抱き留め涙なみだを流していた。

「心配したのだよ、イルシィ……そして少しばかり、後こう悔かいもしたのだ」

「神父様、私は……」

「あなた一人を死の砂さ漠ばくに赴おもむかせて、私は……私は……」

　眼鏡を外し、袖そでで涙るい滴てきを拭ぬぐう。

　イルシィも咳せき込むほどに嗚お咽えつすると、ようやく後ろを振ふり返った。

「神父様、来ていただきました……傭よう兵へい部隊に。そして……聖戦官クルセイダー様に……」

「聖戦官クルセイダー様だって……！」

　マーシャル神父の視線が、市民たちの視線が、一いつ斉せいにジャスティスに集まった。

　聖せい戦せん杖じようを握った金きん髪ぱつの少年に、感かん嘆たんの声があがる。だれもが聖印を結んで一礼した。

　ジャスティスも応じて聖印を結ぶと、深々とお辞じ儀ぎをしてみせた。

　ライオットとレイチェルはその様子をしばし、沈ちん黙もくしたまま見つめるだけであった。




「こんなことは今までになかったのです……」

　マーシャル神父は、教会の椅い子すに腰こしを下ろして話し始めた。

「明らかに、大気中の魔導ノイズ線量が増大しております。それが変へん異い獣じゆうの成長を促そく進しんし、さらなる変異をもたらしました。もはや変異獣とも呼べぬような……低位の邪じや神しんクラスの力を持つようになったのです」

「たった五人の聖せい騎き士しじゃあ、かなわないはずだわ」

　先ほどの変異獣バザムの死体を思い起こし、ライオットは舌打ちした。

「けど、そんなに襲しゆう撃げきは頻ひん繁ぱんに……？」

「いえ、負傷者の多くは魔導汚染ノイズハザードによる被ひ災さい者しやなのです」

　神父は、呻うめく市民たちに労いたわるような視線を投げかけた。

　教会は古いものだが、中は広々とした造りになっている。本来なら大だい礼れい拝はい堂どうと呼ばれる場所も長なが椅い子すを取り払はらい、臨時の病院と化していた。

「魔導ノイズを帯びた風は、街の外がい壁へきや家屋を浸しん食しよくしています。我々も最初は危き惧ぐしていなかったのですが……ここ一週間で汚染濃のう度どは急激に悪化しています。それで……」

　視線の先には、イルシィがいた。

　修しゆう祓ばつ官かんの少女は患かん者じやたちの間に跪ひざまずき、ずっと唇くちびるを嚙かみしめている。

　ふと見れば、希き宝ほう石せきエメジストを右手に握にぎり、左手で一人の女性の手を握りしめていた。

　エメジストが発する聖光がイルシィの身体からだを伝導し、患者へと流れ込んでいく。

　修祓官にのみ許された、希宝石治癒フイジカル・リマスターであった。

「どう、お母さん……？」

「ああ、だいぶ楽だよ、イルシィ……」

　瘦やせこけた婦人は、横になったまま安あん堵どの息を吐ついていた。

「もう帰ってこないと思ってたんだよ……良く戻もどって来たね……」

「もちろんよ、母さんを一人にはしないわ……」

　言いかけて、イルシィは言葉を吞のみ込んだ。

　離はなれていても、涙なみだをこらえているのがライオットには分かった。

　レイチェルも傍からわらに付き添そうグスタフを撫なでながらため息を吐ついた。

「あの子、お母さんがいたのね……」

「はい、父親はとうに亡なくなっていて……たった一人の肉親ですよ」

　マーシャル神父は、今一度涙るい腺せんを緩ゆるませた。

「あの子は気き丈じような子です。みなが倒たおれたのを見かね、一人で応おう援えんを連れてくると言って出ていきました。そして本当に……やり遂とげたのです。それが……」

　神父は、声を詰つまらせた。

「……報むくわれない子です、イルシィは」

　ライオットは、無言でため息を吐いた。

　いくらゾアナ砂さ漠ばくに住む者とは言え、一人で二〇〇キロの砂漠を踏とう破はするのは過か酷こくに過ぎる。だがみなを助けたい一心を頼たよりに、イルシィはネグロスの宿場までやって来たのだ。

　その信念の前には、ジードの持ち出した条件など小さなものに思えたかもしれない。

「医い療りよう品ひんは……」

「ええ、底を尽ついています。ジードさんから多少の提供はありましたが、とても……」

　足りる訳がない。ここにいる患者だけで、数百人はくだらない。まして医薬品が効果を及およぼす病やまいではない。皮ひ膚ふから浸しん透とうした魔導ノイズ線が、体内から肉体を蝕むしばむのだ。ゆっくりと死に向かうだけである。しかし……

「第二撃テイク・トウ……」

　静かな詠えい唱しようの声と共に、聖せい戦せん杖じように青い光が灯ともされた。

「神聖光癒陣イン・ザ・ライト……」

　おおと、人々の間から驚おどろきの声が漏もれる。

　ジャスティスの手から、治癒奇跡ヒーリング・サウンドが青白い光となって流れ出る。

　イルシィの疑ケ似ー治タ癒リ奇ン跡グとは明らかに異なる、より力強い聖光だ。

　その光を浴びた小さな女の子は、瞬またたく間に頰ほおに暖かみを取り戻もどしていた。

「ああ、シィラ……！」

「もう大だい丈じよう夫ぶです、すぐによくなりますよ」

　聖印を解いて、ジャスティスは母親に微笑ほほえみかけた。

「でも二次汚染が心配です。屋外は避さけて、なるべく地下で過ごすようにしてください」

「ありがとうございます、聖戦官クルセイダー様！　ありがとうございます！」

　娘むすめを抱だく母親は、泣き叫さけぶように礼を言う。

　医い療りよう官かんたちもほっとした顔つきで、ジャスティスに頭を下げた。

「我々からも御お礼れいを言わせてください、ジャスティス様」

「ありがとうございます、また明日もお願いいたします」

「さすが奇跡サウンドの遣つかい手だ……お疲つかれのようなら、少しお休みください」

　ええと応こたえて、ジャスティスは患かん者じやたちの間から立ち上がった。

「後でまた来ますよ。聖戦杖に付けられたメタライトの光を浴びるだけでも、かなり良くなるはずですからね」

　にこやかに笑って、ジャスティスは古びた聖教会の奥おくに入っていった。

　足取りはまだ軽く、笑顔もいつものものだ。

　だがライオットはその背中に、尋じん常じようではないものを感じて立ち上がった。

「ジャスティス……」

　呼びかけて、暗い小礼拝堂に足を踏ふみ入れた。

　無人の小礼拝堂の壁かべにはステンドグラスが飾かざられ、正面には創世神アイオロスの像が掲かかげられている。その像に相対し、ジャスティスは背中を震ふるわせていた。

「ジャスティス、あんた……」

　声を殺して、泣いている。

　それに気づいて、ライオットはそっと相棒の背中に近づいた。

「三度目の奇跡サウンド、使わなかったのね……」

「使いたいよ……今すぐ使いたいよ……」

　鼻をすすり上げて、ジャスティスはそう言った。

「明日の朝まで……もたない人もいるんだ、いっぱい……今すぐ助けてあげたいよ……僕なら助けてあげられるのに……」

　そこまで言って、振ふり返る。

　ジャスティスは、ライオットの顔を見上げて言葉を続けた。

「今、最さい期ごの奇跡サウンドを使ったら……僕、ここを追い出されるよ、また……そしたら明日、誰だれかを治すこともできなくなるんだ……」

「今日、一人見捨てて……明日、二人助ける。仕方ないわね」

「うん、仕方ない……仕方ないけど……なんで僕は……僕は……」

　ジャスティスは己おのれの力の無さを痛感し、己の運命にもがき苦しんでいた。

　肉親を次々失うダーラスの民たみの方が辛いことも知っている。自分が涙なみだを流している場合でないことも分かっているはずだ。それでも悔くやしさに涙がこぼれる。

　そんな相棒を、ライオットは両りよう腕うでで胸むな元もとに抱だき寄せた。

「あんたはできる限りのことをしてる。それでいいのよ」

　小さな少年の身体からだを、包み込むようにかき抱いだいた。

「明日も二人、明後日も二人、その次の日も二人助けるのよ。それしかないの」

「うん……うん……」

「他ほかの誰にもできないわ。あんたしかできないのよ。だったら……」

　分かったよ、とジャスティスはライオットの身体から離はなれた。

「今の僕にはそれができるんだよね。そのことだけでも、創世神かみ様さまに感謝しなくちゃ……」

「そういうことよ、聖戦官クルセイダー様」

　ライオットは、笑ってウィンクしてみせた。

　ジャスティスも涙を拭ぬぐうと、気き丈じように笑え顔がおを取り戻もどしてみせる。

　二人は肩かたを並べると、しばし黙だまって神像を見上げていた。

　修しゆう祓ばつ官かんの少女の視線にも気づかずに……




〈優やさしさか……〉

　次元の壁かべの遥はるか彼方かなたで、男の思念が嘲ちよう笑しようした。

〈弱者と貧ひん者じやの思想に過ぎぬな。助け合いなど……〉

　眼下にジャスティスとライオットを見下ろし、思念は高まる戦意を抑おさえきれなかった。

　そしてさらに視線を転じる。

　ダーラス市を空から俯ふ瞰かんし、今一度視点を近づけた。

　外がい壁へきの周辺では、傭よう兵へいたちが防ぼう御ぎよの準備に余念がなかった。

「バーク、対人地じ雷らいは全部撒まいたか？　あと一時間で終わらせろ！」

　部下に指示を下す戦せん鎧がい鬼きジードは、精力的に陣じん地ちを駆かけ回っていた。

「さっさと塹ざん壕ごうを掘ほり進めろ、砂すな嵐あらしが来るとすぐに埋うまるぞ！　対たい空くう砲ほう座ざは右だ！」

〈こちらも小手先の児じ戯ぎだな。造作もない……〉

　笑いを嚙かみ殺し、思念は深く呼吸を吐はいた。

〈変へん異い獣じゆうの襲しゆう撃げきに備えたとて無む駄だだ。もうそのような戦いはやっては来ぬ〉

〈貴様たちが見るのはかつてない……悲劇になるだろう〉

　だがそこで、次元が慌あわただしく揺ゆれ動いた。

〈ここにいたのか、ゲイツ。探したぞ〉

　女の思念が、強ごう引いんに脈打つ空間に滑すべり込んできた。

〈まさか本当に討うって出るのではあるまいな？〉

〈そのまさかよ。邪じや魔まはさせぬぞ、イグリア〉

　男の思念は、悠ゆう然ぜんとダーラス市を見み渡わたした。

〈奴やつを倒たおすにはいい手がある。俺の魔導ノイズには抗こうすることもできぬわ〉

〈行動を慎つつしめ、ゲイツ。それではこちらの企くわだてが奴らに漏もれる〉

　女の思念は、つかみかかるように接近した。

〈あの魔導ノイズを使わば、オログ・ゼイ様の復活を奴らに知らしめるようなものだ〉

〈それがどうした。知ったとて何もできぬわ〉

　高笑いを堪こらえもせず、男の思念は狂きよう喜きした。

〈事が露ろ見けんしたとて、あの聖戦官クルセイダーさえ死ねばよいのだ。俺ならできる〉

〈できねばどうする？〉

〈そこは勝負よ。勝つか負けるか〉

〈それは勝負ではない。博ばく打ちだぞ〉

　だが男の思念は、女のそれを振ふり払はらった。

〈あの小こ僧ぞうは他人を思いやる男だ……他者への愛情に満ちている……〉

〈しぶといぞ、そういう奴は〉

　だが男の思念は、狡こう猾かつな笑えみを浮うかべて見せた。

〈だが逆に、愛情を抱いだく者とは戦えまい。強い思いほど、戦場では足かせになることがある……そこが付け目よ〉

　男は再度、ジャスティスに視線を定めた。

〈それとも俺が討ち取ってはまずいかな、イグリア？　功を分け合うのはお断りだ〉

　獲え物ものを前に、男は唇くちびるをしきりと舐なめた。

〈奴の首を取れば、俺がこの地の支配者だからな。手出しすれば、味方とて討つぞ！〉

〈ゲイツ、早まるなっ！〉

　しかし思念は一気に膨ぼう張ちようし、ダーラスの街を吞のみ込んだ。

　時空が歪ゆがみ、わななくように震ふるえたことを、まだ誰だれも知るよしもなかった。




「イルシィ、もう休んだらどうだね？」

　マーシャル神父は、優やさしい声こわ音ねで問いかけた。

「今日、街に戻もどってからずっと働きづめじゃないか。だいぶ疲つかれているだろう？」

「いいえ、そんなに……」

　言って、イルシィは周囲を見み渡わたした。

「病やまいの重い方がずいぶんいらっしゃいます。今日はここに泊とまりますので……」

　すでに深夜に近い時刻である。

　急激に冷え込んだゾアナ砂さ漠ばくの寒気は、容よう赦しやなくダーラスの通りにも吹ふき込んでいた。

「母もここにおりますし……心配なさらないでください」

「そうかね……しかしあの方も、ずっと働きどおしだな」

　マーシャル神父が見つめたのは、大だい礼れい拝はい堂どうの一画である。

　そこだけは淡あわく青白い光が灯ともされていた。ジャスティスの聖せい戦せん杖じようが放つ光である。

「どうです、ご気分は……？」

「ありがとうございます、おかげさまで……」

　金きん髪ぱつの少年は、杖つえが放つ光を患かん者じやたちに差し向けていた。聖光には、魔導ノイズを中和する力がある。軽けい症しよう者しやたちは、その聖光を浴びるだけでもかなり回復していた。

「お大事に、ゆっくり休んでください」

　ジャスティスは立ち上がると、にっこりイルシィに微笑ほほえんだ。

「イルシィ、次は君のお母さんの番だよ」

「もう他ほかのみなさんは……」

「うん、一通り手当はしておいた。ちょっと時間はかかったけどね」

　寝ねそべる患者たちの間を抜ぬけ、ジャスティスは少女に歩み寄る。

　マーシャル神父と共に、二人は二階へと石段を昇のぼり始めた。

「母さんは、二階に移したんです。私の部屋があるので……」

「そうか、君はこの聖教会で寝起きしてるんだよね」

　ジャスティスは、階段を昇りながら言葉を続けた。

「自分の故郷が魔導ノイズに汚お染せんされるなんて……辛つらいよね」

「ええ、でもジャスティス様が来てくださったから」

　気き丈じように笑いかけると、イルシィは短めの金髪を手で撫なでつけた。

「本当にみんな……感謝してるんですよ」

　マーシャル神父も黙だまってうなずく。

　照れたのか、ジャスティスはしきりに襟えり足あしを搔かきむしった。

　暗い階段を昇りきると長い通路が延のびている。通路の左右には、幾いくつもの小部屋が設けられていた。神父の部屋もイルシィの部屋もそこにある。

「母さん、もう寝ちゃったかしら」

　イルシィは、自室のドアに手を伸ばした。と……

「……イルシィかい？」

　部屋の扉とびらが軋きしみながら、内側からわずかに開けられた。

「やだ、母さん、起きてるの？」

　声に反応して、イルシィは笑えみを浮うかべた。

「寝てなくちゃだめじゃない。まだ治ったわけじゃないでしょう？」

「もうずいぶん、良くなったよ。イルシィのおかげさ……」

　ほんの少しのドアの隙すき間まから、声は通路に響ひびき渡わたった。

「それに聖戦官クルセイダー様がお戻もどりになるなら、御お礼れいを言わなくちゃと思ってね……」

「そんなお気をつかわれなくても」

　ジャスティスも、イルシィを見上げて微笑ほほえみ合った。

「お母さんの治ち療りようもまだですしね」

「おお、そうだったねえ。じゃあ……」

　扉がさらに少し、開かれていった。

「……私の身体からだも看みてもらおうかねえ……」

　瞬しゆん間かん、ジャスティスの頰ほおを何かが照らした。

　金きん髪ぱつの少年は微笑んだまま、自分が握にぎる聖せい戦せん杖じようをゆっくりと見上げる。その先せん端たんに飾かざられた希き宝ほう石せきメタライトが、毒々しい赤光を突とつ然ぜん放ち始めていた。

「な、なにがっ……！」

「いやああああっっ！」

　ジャスティスの驚きよう愕がくに、イルシィの絶ぜつ叫きようが交こう錯さくした。

　開いた扉の内側は、明かりもなく真っ暗なままだ。

　その暗くら闇やみから、扉の取っ手を握る母親の腕うでだけが見えている。

　握ると言うより……母親の腕らしきものは取っ手に巻き付いていた。

「イ、イレーヌさん……あんた……！」

　マーシャルは彼女の名を呼び、その腕らしきものを凝ぎよう視ししている。

　扉を開いた腕は、ぬらぬらと粘ねん液えきにまみれた緑色の触しよく手しゆだったのだ。

「二人とも下がって！」

　マーシャルとイルシィを背にかばい、ジャスティスは聖戦杖を両手にかまえた。

　その三人の前で、ゆっくり扉が開かれる。

　辺りにむっとする悪あく臭しゆうが立ちこめた。寝ね間ま着きの裾すそから伸のびた足も、同様の触手と化している。その表面には呼吸する吸きゆう盤ばんが無数に蠢うごめいていた。

　だが変化は全身に及およんでいるわけではない。イルシィの母親……イレーヌは顔を見る限り、いまだ人間の形を保っていた。しかし不気味な浸しん食しよくは、すでに顔半分を覆おおっている。頰ほおや首筋まで緑色に変え、母親は通路へと歩み出てきた。
















「どうしたんだい、そんなに驚おどろいて……」

　娘むすめに微笑ほほえむと、さらに一歩を踏ふみだした。

「私はお前の母親だよ……さあ、こっちへおいで……」

「逃にげるんだっ！」

　ジャスティスの警告と同時に、イレーヌも疾しつ走そうした。

　中年女性の、まして病身の動きではない。獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうの如ごとく、イルシィの母親は狭せまい通路で三人に突とつ進しんした。

「がああっ！」

　イレーヌの喉のどから、低い雄お叫たけびが発せられる。振ふるった左腕が瞬しゆん時じに延えん伸しんし、鞭むちの如くしなり狂くるった。その一いち撃げきがマーシャル神父をまともに打ち据すえた。

「うおおっ！」

「神父様っ！」

　打ち倒たおされたマーシャルは、平へい衡こうを失って横よこ倒だおしになった。別の部屋の扉とびらへ激げき突とつし、扉ごと室内へ吹ふき飛ばされていく。だがイレーヌは疾走を止めなかった。

「母さん！　母さん！」

「つかまって！　落ちるから！」

　ジャスティスは片かた腕うでで、イルシィを強引に抱だき上げた。

　背後には、今昇のぼってきた石段があるだけだ。食い止めるには足場が悪すぎる。

　勢い良く、ジャスティスは下の階まで一気に飛び降りた。

「つあっ！」

　右足が老ろう朽きゆう化かした床ゆか板いたを踏ふみ抜ぬく。痛みと衝しよう撃げきが脳天まで駆かけ抜ぬける。

　だが慌あわてて右足を引き抜き、イルシィを出口へと突つき飛ばした。

「一階の人たちを連れて逃げて！　早く！」

　ジャスティスは聖せい戦せん杖じようを両手に構え、鋭するどく声を飛ばした。

「僕が食い止めてる間に……」

「でもジャスティス様、母さんは……！」

　叫さけぶ目の前に、イレーヌが追いすがってきた。やはり石段を飛び降り、埃ほこりを巻き上げながら一階へ着地する。床板を完全にぶち割り、床下まで到とう達たつしている。

　ジャスティスは、呼吸を整えようと必死だった。

「お母さんは……君のお母さんはね……」

　言いかけて、はっと視線を背後へ転じる。

　そこは大だい礼れい拝はい堂どうの入り口であった。そこからも緑の触しよく手しゆを持った影かげが姿を見せている。

　しかも一体ではない。ジャスティスは、彼らの顔にも見覚えがあった。いずれも昼間、治ち療りようを施ほどこした重じゆう症しよう患かん者じやたちである。

「馬ば鹿かな、他ほかのみんなは……！」

　そして、初めて気がついた。大礼拝堂からは、生なま臭ぐさい臭においが漂ただよい出ている。

　床にはおびただしい鮮せん血けつが流れ、死し臭しゆうが鼻び孔こうに突つき刺ささる。

　現れた重症患者たちはみな、食いちぎった誰だれかの腕うでや脚あしを口にくわえていた。

「そんな……さっきまで……さっきまでみんな……」

　だが患者たちの表情は、歓かん喜きに満ちている。返り血を浴び、全身から血の臭いを撒まき散らしながら、獲え物ものの肉をがりがりとかじっていた。

　ジャスティスは、その恍こう惚こつとした表情に思わず一歩退いた。

「……変へん異い獣じゆう……」

　呻うめくように言って、恐きよう怖ふを吞のみ込んだ。

「……そんな……人間が変異獣になるなんて……」

「ジャスティス様！」

　惨さん劇げきを理解した聖戦官クルセイダーめがけ、床ゆか下したからイレーヌが飛びかかった。

　両腕の触手を振ふり上げ、力一いつ杯ぱい叩たたきつける。

　聖戦官クルセイダーは杖つえで一いち撃げきをはね除のけると、壁かべ際ぎわに飛びすさった。

「ライオットを呼ぶんだ！　ジードさんも！」

　壁のステンドグラスが砕くだけ散り、ジャスティスの頭上から降り注ぐ。

　それでも少年は、イルシィに向かって叫さけび続けた。

「君はここにいちゃいけない！　逃にげるんだ！」

　叫ぶジャスティスめがけ、一体の……人間変異獣とも言うべきものが襲おそいかかった。

　顔面を狙ねらい、足あし下もとを打うち、執しつ拗ように追いすがる。

　ジャスティスは狭せまい教会内を駆かけながら、なんとか出口へ逃のがれようとした。このまま室内に居ては、逃げようもない。まして昼間、奇跡サウンドを二度行使しているのだ。

「なんでこんなことに！」

　事態を呪のろい、聖せい戦せん杖じようで人間変異獣を殴なぐり倒たおす。

　だが背後から接近したイレーヌが、ジャスティスの背骨を強打した。

「がっ……！」

　短い悲鳴と共に、床ゆかに崩くずれ落ちる。その背中にイレーヌがのしかかった。

「母さん、やめて！　母さん！」

　イルシィが、必死に声を絞しぼり出す。

　だがおもむろに顔を上げたイレーヌは、血に飢うえた笑えみで応こたえるだけであった。四し肢しで組み敷しいたジャスティスという獲え物ものに、多量の涎よだれを垂れ流す。

「僕はいいから……イルシィ、早く！」

　しかし脚あしの止まったイルシィめがけ、横合いから別の化け物が躍おどりかかった。

　左右から二体、出口に立ち尽つくす少女へ殺さつ到とうする。

「いやあああっっ！」

　悲鳴と共に、イルシィは身を縮めた。聖教会の入り口から短い石段へ崩くずれ、そのまま前庭まで転がり落ちる。だが変へん異い獣じゆうたちは追つい撃げきをやめなかった。

「イルシィ！」

　叫ぶジャスティスの喉のど元もとにも、イレーヌの牙きばが肉にく薄はくする。

　それでもジャスティスは聖印を結び、聖戦杖をイルシィの方へ向けた。

「最終撃ラスト・テイク！」

「がああああっっ！」

　聖戦杖が放つ青白い光に脅おびえ、イレーヌの膂りよ力りよくが弱まる。

　束そく縛ばくから素す早ばやく脱だつすると、ジャスティスはイルシィを襲おそう変異獣へと狙ねらいを定めた。

「迂回衝ラウンダ……！」

「頭を下げな、イルシィ！」

　唐とう突とつに、力強い声が夜よ闇やみに響ひびき渡わたった。

　暗い街まち並なみの彼方かなたから、深しん紅くの竜たつ巻まきが大たい剣けんを携たずさえて跳ちよう躍やくする。

　聖せい鋼こうゾダニウムの刃やいばを以もつて、戦せん鎧がい鬼きライオットが戦場に割って入った。

「どこから湧わいて出たのよ！」

　上段から振ふり下ろした一いち撃げきは、変異獣の肩かた口ぐちに叩たたきつけられた。そのまま体組織を断ち割り、斜ななめに肉体を両断する。絶ぜつ叫きようを残して、一体の変異獣は地に倒たおれた。

「なによ、まさかこいつ……！」

　斬きった直後に、ライオットも気づく。

　その背中にイルシィがすがりついた。

「患かん者じやさんたちなんです！　みんな！　みんな！」

　恐きよう怖ふにわめくイルシィを背にかばい、ライオットは大剣を据すえ直す。

　その切っ先の正面に、変異獣化した患者たちが続々と姿を現した。足音も立てず、教会の前庭に散開する。声もなく陣じん形けいを組むと、やおらライオットたちに飛びかかった。

「イルシィ、隠かくれて！」

　叫さけんで、大剣を宙に振るう。飛びかかる一体の両りよう腕うでを斬り飛ばし、首を断つ。

　体液を振りまいて墜つい落らくする化け物を避よけ、さらに一体の喉のど元もとを切っ先で突つく。

　瞬またたく間に、ライオットは先せん陣じんを押おし退のけた。

　だが敵にも怯ひるむ様子はない。

　民家の軒のきへ触しよく手しゆを絡からませ、屋根へと這はい上がる。そのまま触手の吸きゆう盤ばんを利用して、ずるずるライオットたちの左右へと展開した。

「素す早ばやいよ、ライオット！　気をつけ……わあっ！」

　警告するジャスティスには、再びイレーヌがのしかかった。

　触手を身体からだに巻き付け、満身の力でジャスティスの喉へ食らいつこうとする。

　仰あお向むけに倒れたまま、ジャスティスは聖せい戦せん杖じようで抵てい抗こうするだけだ。

「気をつけんのはあんたでしょ！　今行くっ！」

　叫んで、ライオットは相棒に駆かけ寄ろうとした。

　だが左右の屋根から、勢いをつけて変へん異い獣じゆうたちが跳ちよう躍やくを開始した。咆ほう哮こうが風をきる。

「目め障ざわりな……！」

　ライオットは右手の襲しゆう撃げきを素早く斬きり払はらった。

　だが間かん隙げきを衝ついて、左方からもう一体が突とつ入にゆうする。

　大たい剣けんの向きを変えるより早く、触手が戦せん鎧がい鬼きの腕うでにまきついた。

「意外に速いっ……！」

　舌打ちするライオットの目前に、化け物の牙きばが肉にく薄はくした。しかし……

「ぎいいいいっっ！」

　寸前まで迫せまった人間変異獣は、背中を一刀の下もとに斬り裂さかれた。

　闇やみの中から現れたのは、巨きよ大だいな重装槍そう士しが握にぎる鋭えい利りな穂ほ先さきであった。

「バルクっ！」

　ライオットは、援えん軍ぐんの大男の名を呼んだ。

　槍士は黙もくしてうなずく。そして長なが槍やりを振ふり回し、ぶんと刃じん風ぷうを巻き起こした。遅おくれて接近した一体もその穂先に断ち割られる。防ぼう御ぎよ槍術は、鉄てつ壁ぺきの如ごとくであった。

「ライオットさん！」

　今度は、背後でイルシィの悲鳴がした。

　屋根を飛び移った変異獣が、いつの間にか背後まで浸しん透とうしている。

　音もなく地上に降りた数体が、修しゆう祓ばつ官かんの少女へ急きゆう迫はくする。

「逃にげんのよ、イルシィ！」

　ライオットは腰こしから大型拳けん銃じゆうを引き抜ぬき、後背の敵めがけ照準を絞しぼった。

　だが敵の動きは速い。土つち煙けむりを上げて倒たおれるイルシィに、変異獣が殺さつ到とうした。

「きゃあああっっ！」

「くっ……！」

　イルシィと変異獣の姿が交こう叉さする。もう撃うてるタイミングではない。

　だが通りの向こうから、鋭するどい鞭むちの響ひびきが戦場に到とう達たつした。

「襲おそえ、グスタフ！」

　レイチェルが、鋭い命令を愛犬に叫さけんだ。

「依い頼らい主ぬしを殺されちゃたまんないわよ！」

　同時にくぐもった咆ほう哮こうが湧わき起こった。

　灰色の毛を逆立てた魔ま犬けんグスタフが、猛もう速そくで変へん異い獣じゆうに突とつ進しんし突つき飛ばす。

　倒たおれた敵に火か弾だん放射の一いち撃げきを浴びせ、火だるまにする。

　そして倒れたイルシィをかばうように四本の足で仁に王おう立だちした。

「グスタフ、その位置キープっ！」

　突入する新手には、レイチェルが立ち向かった。

　顔面を正確に鞭で殴おう打だし、動きを止める。ひるんだ隙すきに、片手で短たん剣けんを投げつけた。

　首筋を真まっ直すぐに突き抜ぬかれ、悶もん絶ぜつしたまま変異獣は崩くずれ落ちた。

「イルシィ、しっかりすんのよ！」

「レ、レイチェルさん……！」

　よろめく少女を、レイチェルは背にかばった。そして背後へ口笛を吹ふく。

「ブラッドリー、ウォーカー、左右に散って！」

　命令と同時に、赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズの槍そう士したちが飛び出した。戦列を組み、バルクに並ぶ。傭よう兵へいたちは変異獣に臆おくすることなく一糸乱れず、果か敢かんに前進した。

「あの坊ぼうやを助けんのよ、ライオットに突とつ破ぱ口こうを開いてやんな！」

「続け！　怖おじ気けづくなよ！」

　傭兵たちの戦列と変異獣の群が正面から激げき突とつする。穂ほ先さきを並べた赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズは、変異獣の集団を突き崩くずすように、穂先で追い散らした。

　指示を飛ばすレイチェルも、冷静に戦せん況きようを読んでいる。

「リッジウェイ、擲てき弾だんを発射！　戦列を援えん護ごして！」

　命令が下るのと同時に、五〇ミリ擲弾筒とうを抱かかえた兵が二人、射撃を開始した。

　聖教会の前に残る敵めがけ、擲弾は派手な爆ばく発はつ音おんを響ひびかせた。

「ありがたい、いいタイミング！」

　叫んで、ライオットは一気に前に出た。地を蹴けって、爆風の中を駆かけ抜ぬける。

　白はく煙えんの向こうでは、まだジャスティスとイレーヌが組み合っていた。

　目前にイレーヌの牙きばを見つめ、ジャスティスも渾こん身しんの力を両りよう腕うでに込こめている。

「ジャスティス！」

　叫んで、拳けん銃じゆうの狙ねらいをつける。

　しかし白煙をぬって、左右から残った変へん異い獣じゆうが飛びかかってきた。

「つあっ……！」

　銃を握にぎる右腕うでに、一体ががっぷりと嚙かみついた。長い牙きばが、人口皮ひ膚ふを突つき通す。

　左腕の剣けんで突こうにも、その腕にもう一体の触しよく手しゆが絡からみついていた。

「邪じや魔まするんじゃない！」

　左右から拘こう束そくされ、ライオットの突進が止まる。

　それなのに目の前では、今にもジャスティスが首を嚙みちぎられそうであった。

「こいつら……！」

　ライオットが歯嚙みしたその時であった。

「なにもたもたしてんだ、ライオット！」

　不意に頭上で声がした。

「手こずるほどの相手じゃねえだろ！」

　爆ばく煙えんを飛び越こえ、飛来したのはジードであった。

　身を丸め、真まっ直すぐにライオットめがけ飛び込んでくる。

　その両手には電磁ナイフが鋭えい利りな輝かがやきを閃ひらめかせていた。

　竜たつ巻まきの如ごとくそのナイフを左右に振ふるい、黒くろ髪かみの戦せん鎧がい鬼きは変異獣に襲おそいかかった。

「うらああああっっ！」

　ジードは変異獣の首を斬きり、腕を裂さき、胴どう体たいを真っ二つにする。

　一いつ瞬しゆんで敵を肉にく塊かいに変えると、向きを変え、もう一体の顔面を斜ななめにえぐり取った。

「ぎいいいいいっっ！」

　悲鳴をあげる変異獣を容よう赦しやなく蹴けり飛ばす。

　拘こう束そくを解かれたライオットに一いつ瞬しゆん微笑ほほえみ、うなずいてみせた。

「トロトロしてると相棒が殺されちまうぜえ？」

　ライオットを遥はるかに上回る機動力と打だ撃げき力りよく。だが感心している場合ではなかった。

「礼は後で言うわ！」

　拳けん銃じゆうを腰こしに戻もどし、正面から斬きり込む決意を固めた。

　ライオットの動きを察したのか、ジードは側面へと走り抜ぬける。

　二人の戦鎧鬼は、ジャスティスを組み敷しくイレーヌへ猛もう然ぜんと突っ走った。

「ライオットさん！　母さんを……！」

「イルシィ、行っちゃだめよ！」

　泣き叫さけぶ修しゆう祓ばつ官かんの少女を、レイチェルが押おしとどめた。

　その悲鳴は、ライオットにも聞こえている。

（ごめん、忘れて……）

（あんたの母さんはもう……）

　両手に大たい剣けんを握にぎり、切っ先を真まっ直すぐに直進させる。

　ライオットは、イレーヌの横腹を一息に貫つらぬこうとした。

「ジャスティス、今よ！」

「ライオット！」

　その合図で、ジャスティスは全力で聖せい戦せん杖じようを突つき上げた。

　思いも寄らぬ少年の力に、イレーヌは一瞬のけぞるように上体を起こす。

　そこへ戦鎧鬼が間かん髪はつ入れずに飛び込んだ。

「ごめん、あんたには……！」

　言いかけた時であった。

　何かの力が……イレーヌの身体からだから発散された。

　同時に、血に飢うえたその顔が突とつ然ぜん……母親のそれに戻もどった。

「こ、これは……！」

　イレーヌは、我に返ったように声を発した。

　消え失うせた殺気に、ライオットの突進が急停止する。

「ま、まさか、あんた……！」

　ジャスティスも血の気の失せた顔でイレーヌを見上げている。

　イレーヌは接近したライオットを見つめ、倒たおれるジャスティスを見下ろし、そして最後に……変わり果てた自分の肉体を凝ぎよう視しした。

「いやああああっっ！」

　緑色の触しよく手しゆを振ふり回して、イレーヌは絶ぜつ叫きようした。

「これはなに！　なんなの！　イルシィ！　イルシィ！」

「母さん！」

　狂くるったように叫ぶ化け物に、イルシィも絶叫を返す。

　呆ぼう然ぜんとするレイチェルの腕うでをすり抜ぬけ、母親の元に走り出した。

「待つのよ、イルシィ！　戻って！」

「母さん！　母さん！」

　だが狂きよう奔ほんするイレーヌは、自分の全身を覆おおう吸きゆう盤ばんをかきむしるだけだった。

「誰だれかこれを取って！　元に戻して！　ああ、誰か！　誰か！」

「イレーヌさん、しっかりして！」

　叫んで、ジャスティスが身を起こした時であった。

「やかましいんだよ、変へん異い獣じゆうがっ！」

　ずぶりと、鈍にぶい肉の裂さける音がした。

　背後から忍しのび寄ったジードが、電磁ナイフの切っ先を背中から押おし込んでいる。

　身体からだを突つき抜ぬけた先せん端たんは胸むな元もとに達し、どっと緑色の体液が噴ふき上がった。

「ジード、あんた！」「母さん！」

　絶叫と悲鳴が、漂ただよう白はく煙えんの中で交こう錯さくする。

　だがかまわずに、ジードはもう一方の刃やいばでイレーヌの喉のどを搔かき斬きっていた。

　ごぼごぼと、イレーヌは喉からも体液を吐はきこぼす。

　そのまま二つに身を折り、イルシィの母親は聖教会の石段に崩くずれ落ちた。

「か、母さん……！」

　あえぐようにつぶやき、イルシィは絶望に気を失った。

「イルシィ！　しっかりして！　しっかりすんのよ！」

　少女を抱かかえ起こす、レイチェルの声は空むなしく響ひびくだけだ。

　呆ぼう然ぜんとする部下の傭よう兵へいたちの前で、ジードは刃にこびりついた緑の体液を拭ぬぐい去った。

「意外に早く片づいたな。手ごたえのない変異獣だぜ」

「あんたって奴やつは……！」

　激げき怒どを込こめて、ライオットは傭兵隊長につかみかかった。

　だがジードはその腕うでをひねりあげ、呆あつ気けなく地面に放ほうり出す。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　変異獣相手に躊ちゆう躇ちよしてどうすんだよ！」

「だって正気を取り戻もどしてたのよ！」

「だからって仲良くできる保証があるかよ！」

　絶ぜつ叫きようが真正面から激げき突とつした。

　地に這はうライオットはジードを見上げ、ジードはライオットを見下ろした。

「悪名高いライオットも、ずいぶん甘あまくなったもんだよな。失望したぜ」

　それだけ言って、背を向ける。

　苦すぎる、後味の悪さだけが一同の間に広がった。

「ライオット……」

　呆然と立ち上がるジャスティスが、消え入りそうな声で呼びかけた。

　だがライオットは黙もくしたまま、ジードの背中を睨にらみ続ける。そして地面を握にぎり潰つぶした。

　やけに熱い戦場の土の感かん触しよくが、いつまでも手の中に残っていた。
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〈しくじった……のではないか、ゲイツ？〉

　女の思念は、冷れい笑しようを携たずさえて言い放った。

〈それとも失敗も策のうちか？　いずれにせよ目的は果たせなかったな〉

〈わずかに計算が狂くるっただけだ〉

　男も、余よ裕ゆうをちらつかせて大きく呼吸を吐はいた。

〈変へん異い獣じゆうと化した市民を討うてるほど、冷れい徹てつな奴やつではないと思った。実際、そうだったではないか。奴も、あのライオットとか言う戦せん鎧がい鬼きにも躊ちゆう躇ちよがあった。計算外だったのは、もう一人の戦鎧鬼よ〉

　男は思念をめぐらせ、先ほどの戦せん闘とう記録を映像として呼び出した。

　イルシィの母親を討つジードには、何のためらいもない。何か嬉うれしがるように、男の思念は低い笑い声を響ひびかせた。

〈己おのれの失敗を敵への賞賛ですり替かえるつもりか？〉

　女は苛いら立だちを抑おさえながらも、ゲイツを横から睨にらんだ。

〈これで奴やつらは、我らの存在に気づく。今までは単なる魔導ノイズ線の異常発生と思っていたろうが……そこまで馬ば鹿かではあるまい〉

〈察してここまで来ると申すのか、イグリア？〉

〈ジャスティスなら儀ぎ式しきが終わるまでに必ず来る……そう、忠告されたのでな〉

　いったい誰だれに……そう男の思念が問いかけようとした時であった。

　脈打つ暗黒が、痙けい攣れんするように震しん動どうした。鼓こ動どうが高鳴り、一気にその早さを増す。

　圧あつ迫ぱくするような気を撒まきながら、空間を割って巨きよ大だいな思念が姿を見せた。

〈ほお……〉

　強すぎる気を避さけるように、男の思念は身をひるがえした。

〈あんたを送って来たと言うことは、円えん卓たく会議も本ほん腰ごしらしいな〉

〈口を慎つつしめ、ゲイツ。小こ賢ざかしい〉

　侮ぶ蔑べつの笑えみを浮うかべ、女の思念は巨大な気を仰あおぎ見た。

〈円卓会議など問題ではない。派は遣けんの指示は、その上から出ているそうだ〉

〈そ、それでは……！〉

　初めて、男の思念は畏い怖ふをあらわにした。

　だが巨大な気は、静かに呼吸するだけで沈ちん黙もくを続けている。

　ようやく事態を理解して、男の思念は狡こう猾かつな笑みを取り戻もどした。

〈そうか、ならばこちらの士気もあがる。客は多ければ多いほどいい。次は直接、俺おれが指揮を執とるとしよう〉

〈待て、次は私の策でいく。すでに……にも了りよう承しよう済ずみだ〉

〈なんだと！〉

　女の言葉に、男は激げき怒どを滲にじませた。だがすぐに巨大な気を一いち瞥べつする。

〈さすがに素早いな、イグリア。取り入るのだけは〉

〈ほざけ、私は貴様とは違ちがう〉

　巨大な気を背に、女は冷れい酷こくな微び笑しようで返答した。

〈ただの力押おしではあくびが出る。私が好きなのは……罠わなだ〉

　言った瞬しゆん間かん、巨大な気が鳴動した。低く響ひびくその声こわ音ねは、肉色の壁かべに反はん響きようする。

　巨大な気は、ようやく思念を言葉に変えた。

〈あの聖戦官クルセイダーは必ずここへ来る、それも奴の運命だ……〉

〈その運命を断ち切るのだ。これは絶対者の……意志である……〉

　その名に暗黒も、微かすかな畏怖を轟とどろかせた。




「邪神将アーシユラオログ・ゼイ……？」

　ライオットはもう一度、その名前を確かく認にんする。

　うなずいて、マーシャル神父は壁かべに右手をかざした。

「その邪じや神しんが蘇よみがえったと、私は考えております」

　神父の腕うでには、まだ新しい包帯が巻かれていた。昨晩、イルシィの母親に襲おそわれた際、肋ろつ骨こつを二本折ったらしい。打だ撲ぼくは全身に及およんでいる。

　それでも気き丈じように杖つえをつき、神父は石造りの壁に歩み寄った。

「六百年ほど昔、この近辺で猛もう威いをふるった邪神です。魔導ノイズを用いて動物はおろか、人間まで変へん異い獣じゆうに変えたと記しるされています。ああ、ここにも……」

　指し示した壁へき面めんには、びっしりと古代神聖文字が記されている。暗い地下室の壁は、一面その文字列で覆おおわれていた。聖教会の地下に設けられた、秘文書庫である。

「『獣けものになりし妻、我わが子を喰くらう。夜半に家から脱だつし……』……見えにくいですな」

「言っとくけど、あたしは読めないわよ。ジャスティス……？」

「『隣りん家かを襲おそう。幼子の肉、食らいつくしゾズウェルへ遁とん走そうする』ですね」

　壁に近寄ると、ジャスティスはすらすらと文面を読み上げた。

　そしてふと、マーシャル神父の顔を見上げる。

「でもゾズウェルってなんです？　場所の名前ですか？」

「はい。ここから五〇キロほど南西に位置する街の名ですよ。もっとも今では街ではありません。砂に埋うもれた遺い跡せきが残るだけです」

「それは……」

「ええ、オログ・ゼイのせいなのです」

　マーシャルは、ため息を吐ついて石段に腰こし掛かけた。

「最初にオログ・ゼイは、ゾズウェルの街に現れたと伝えられております。その街の者を変異獣に変え、近きん隣りんの街や村を襲わせた。当然、自分の成長を促うながすための生いけ贄にえです。それを退治せんとして、聖パウエルと言う聖戦官クルセイダーがゾズウェルに来たそうです」

　ライオットは、壁面に残る緻ち密みつな彫ちよう刻こくに気が付いた。

　聖せい戦せん杖じようを握にぎる男が、巨きよ大だいな渦うず巻まき状の邪じや神しんと相対している。

　六百年前の戦いを描えがいた図に他ほかならなかった。

「それで戦いはどうなったの？」

「次の絵に記してございます」

　マーシャルが指した方には、奈な落らくに落ちる聖パウエルと邪神の姿が刻まれている。

　大地の裂さけ目には、街まち並なみまで吞のみ込まれていた。

「両者の戦いは三日三晩に及およんだと言われ、その余波でゾズウェルの街も壊かい滅めつしたのです。以来六百年、あの街に住む者はなく、ただその地下に……」

「邪神将アーシユラオログ・ゼイが眠ねむると言われてきたんですね」

　ジャスティスの言に、マーシャルは静かにうなずく。

　そして金きん髪ぱつの少年は唇くちびるを結び、ライオットに視線を移した。

　戦せん鎧がい鬼きも黙だまって、事の重大さに奥おく歯ばを軋ませた。

（邪神将級アーシユラ・クラスか……）

　邪じや神しんたちは、邪神帝ていルシフェルを頂点とした厳格な階層社会を成している。

　全十二位階の中でも、邪神将級アーシユラ・クラスは中位の第六位に位置していた。

　だが今までライオットとジャスティスが遭そう遇ぐうしたのは、第七位の邪神侯級ブエル・クラス止まりである。これとて滅めつ多たに人界に姿を現すものではない。そして打ち倒すには、熾し烈れつな戦いが必要だったのだ。

　その邪ブ神エ侯ルより上位の邪神。未知の力量。

　想像だにできぬ戦いが待っているのは必然であった。

「さっき、汚お染せん濃のう度どの浸しん透とうパターンを解かい析せきしたのよ」

　冷静な口調を維い持じして、ライオットは二人に向き直った。

「南西の方角に行くほど、濃度が高くなってるわ。もしゾズウェルの遺い跡せきと汚染源が一いつ致ちするなら……」

「きっとそうだよ」

　ジャスティスも悟さとって、力強くうなずいた。

「オログ・ゼイは復活しようとしてる、六百年ぶりに……この一帯の異常な魔導ノイズ汚染は、きっとそれが原因なんだ。だとしたら阻そ止しするしかない……！」

　ライオットは燃え立つような髪かみを、いらいらと搔かきむしった。

「確かに昨夜のことは、ただの汚染が原因じゃないわ。明らかにあたしたちを……ううん、もしかしたら聖戦官クルセイダーのあんたを殺すために仕し掛かけられた襲しゆう撃げきかもしれない。だとしたら、オログ・ゼイに仕える血けつ盟めつ者しやがいるってことよ」

　一気に喋しやべって、大きく息を吐はいた。

「もうあたしたち、狙ねらわれてるのよ」

「いいじゃないか、望むところだよ」

　ジャスティスは凜りんとして聖せい戦せん杖じようを握にぎりしめ、ライオットに微笑ほほえんだ。

「先に仕し掛かけたって事は、向こうにも焦あせりがあるのかもしれない。復活までまだ時間が必要なら、その暇ひまを与あたえなきゃいいんだよ」

「そうかもしれないし、そうでないかもね。でも……」

　ライオットも、笑って覚かく悟ごを決めた。

「きつい戦いになるわよ。それだけは分かってるわね？」

　ジャスティスがうなずくと、マーシャル神父は敬けい虔けんに聖印を結んだ。

「おお、創世神かみよ。この二人の上に降りかかる厄やく災さいをどうか和やわらげたまえ……」

「今から厄災が降りかかるなんて言わないでよ、縁えん起ぎでもない！」

　舌打ちするライオットに、ジャスティスもいつもの笑みを取り戻もどした。

　その時である。

「あ、あのさ……」

「やだ、びっくりした！」

　急に声をかけられ、ライオットは背後を振ふり返った。

　地上へ通じる石段には、いつの間にかレイチェルが立っている。

　鞭むちを握りしめた猟りよう犬けん使づかいは、何か言いたげに唇くちびるを引き結んでいた。

「なによレイチェル、犬の餌えさでも探しに来たの？」

「そんなんじゃないわよ……」

　声に覇は気きがない。表情に苛いら立だちと不安を見て取り、ライオットも姿勢を改めた。

「上でなにが……」

「もめてんのよ、隊長と街の奴やつらがさ……」

　思い切って、口にした。そして金きん髪ぱつを搔きむしる。

「来てくんないかな。あたしじゃ……どうにもなんない」

　その言葉と口調に、ライオットはジャスティスと視線を合わせた。

　突とつ然ぜん湧わき起こった嫌けん悪お感かんは、やけに苦いものだった。




「それじゃ話が違ちがうだろ！」

　テーブルをごつごつと叩たたいて、ジードは一同を見み渡わたした。

「俺たちは傭よう兵へいだ。変へん異い獣じゆうを退治したら金を請せい求きゆうする。この街では、そんな最低限のルールも守れねえのかよ？」

　半はん壊かいした市庁舎の一室である。

　大きな部屋に集まっているのは、ダーラスの市民の中でも有力者と呼ばれる者ばかりであった。二〇人ほどもいるが、いわば代表団の体ていを成している。

　その中から、恰かつ幅ぷくの良い壮そう年ねんの男が怒いかりを露あらわにして歩み出た。

「あの中には私の息子むすこもいたのだ！　変異獣呼ばわりは許さん！」

「馬ば鹿か言え！　あれのどこが人間だって言うんだよ！」

　ジードは、今一度テーブルを殴おう打だした。

「他ほかの患かん者じやを食い殺しといて、まだ人間だとはお笑いだぜ！」

「貴様……！」

　男は猛もう然ぜんとジードにつかみかかった。だが戦せん鎧がい鬼きはその腕うでをつかむと、難なく壁かべに叩たたきつける。短い悲鳴を発して、男は床ゆかに崩くずれ落ちた。

「ホッジスさん！」「貴様、いい加減にしろ！」

　市民たちは、拳こぶしを握にぎってジードを取り囲んだ。

　だが平然と、戦鎧鬼は椅い子すに腰こしを下ろす。一同の視線にもかまわず、床に唾つばを吐はいた。

「いい加減にしてほしいのは、俺の方だぜ。ただ働きの上に、仕事にケチまでつけられるのかよ？　長年、傭よう兵へいやってるがこんな扱あつかいは初めてだよ！」

　拳を思い切り、テーブルに振ふり下ろす。一いち撃げきは木製の机を真っ二つにした。

　その破は砕さい音おんと共に、不意に扉とびらが開かれた。

「な、何してるんですか、みなさん！」

　騒そう然ぜんとする室内に、ジャスティスは思わず声を上げた。
















　レイチェルに導かれ、ライオットも姿を見せる。

　続くマーシャルは、険悪な空気に顔を歪ゆがめた。

「みなさん、これはいったい……」

「おお、ちょうどいいぜ、神父さん」

　ジードは、わざとらしい口調でマーシャルに呼びかけた。

「変へん異い獣じゆう退治に賞金を出してるのは、あんたら聖教会だ。昨日退治した変異獣十六体分の賞金、とっとと払はらってくれねえかな」

（そういうことか……）

　ライオットはすぐに状じよう況きようを理解し、憮ぶ然ぜんとしてジードを見下ろした。

　戦鎧鬼はそれが当然とばかりに、椅子の上でふんぞり返っている。彼にしてみれば、間ま違ちがったことはしていないつもりなのだろう。だが……

「神父様、認めるのですか！　わしらの家族が変異獣になったと！　そう、あなたも認められるんですか！」

「私は嫌いやだ！　私の妻は人間のまま死んだと信じたい！」

　市民たちの顔にも必死の形相が現れている。

　変異獣の死体となれば、墓地への埋まい葬そうも許されず、新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズへの献けん体たいが義務づけられている。そこで対邪じや神しん・対変異獣用の武器の実験体とされるのだ。

　肉親の骸むくろをそうまでされるつもりは、誰だれにもなかった。

「少し待ってもらえませんか、ジードさん？」

　遠えん慮りよがちに、ジャスティスが前に進み出た。

「昨日、あんなことがあったばかりです。みなさん、肉親を亡なくされて動転されてるんです。結論をそんなに急がなくても……」

「しかし交かわした契けい約やく書しよには、翌日支し払はらいと明記してあるんでね」

　ジードは、市民たちを眺ながめて腕うでを組んだ。

「俺たちは約束を守って変異獣と戦った。だがあんたたちが約束を守れないなら、契約は破は棄きだ。今からまた他ほかの傭よう兵へい部ぶ隊たいを探してきな。そんな余よ裕ゆうはないだろうし、金を払わない街に雇やとわれるバカもいないだろうけどな」

「ライオット……」

　容よう赦しやのない言葉を前に、ジャスティスが相棒の顔を見上げた。

　だがライオットとて、咄とつ嗟さに言うべき言葉が見つからない。誰の言い分も間違ってはいなかった。問題は、誰の言い分を取るかである。妥だ協きよう点てんは皆かい無むだった。

　レイチェルも、憤ふん懣まんを露あらわにする傭兵隊長をただ見つめるだけである。

　誰の思いも息苦しさを覚えた時……

「待ってください、今すぐお支払いします」

　唐とう突とつに、イルシィが部屋の扉とびらを押おし開けた。その手に重そうな袋ふくろを下げている。

「遅おくれて申し訳ありません。変へん異い獣じゆう十六体分の賞金、四〇万ドルクです。一千ドルク金貨で四〇〇枚、どうぞお確かめください」

　修しゆう祓ばつ官かんの少女は、ジードの目の前にその袋を差し出した。

　途と端たんにジードの顔が緩ゆるみ始める。

「なんだ、あんたは納なつ得とくしてたのか。なら話は早いぜ」

　ひったくるように袋を奪うばうと、ジードはその中身にさっと目を通す。

　同時に、市民たちから怒ど号ごうが飛び出した。

「馬ば鹿かな、イルシィさん！　金なんか払うことはない！」

「あんた、私の家族を変異獣だと認めるのかい！」

　しかし毅き然ぜんとして、イルシィは激げつ高こうに向かい合った。

「私の母も死にました。もちろん、変異獣としてです」

　あっさりと断言する。そして大人たちを制するように、粛しゆく々しゆくと言葉を連ねていった。

「母が死んだのは残念です。しかし母は……他の患かん者じやさんたちを殺しました。そのご家族にしてみれば、私の母こそ許せない存在のはずです」

　市民たちは押おし黙だまる。イルシィは息を吞のんで、先を続けた。

「母をこの地に葬ほうむってやれないのも仕方ありません。他ほかの方の命を奪った以上、献けん体たいとして新大陸十字軍フロンテイア・クルセイダーズに奉ほう仕しするしかないのです」

「しかしあんたの母親のせいじゃない！」

　一人が、絞しぼり出すようにむせび泣いた。

「私の息子むすこだってそうだ！　好きこのんで変異獣になったわけじゃない！」

「理由はどうあれ、他人を殺してしまったのは事実です」

　イルシィは、語気を強めて言い放った。

「それに赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズとの契けい約やくを結んだのは私です。全権を委任された私が、彼らとの契約に署名しました。ご不満があれば、彼らにではなく私に言ってください。彼らの行動についての全責任は、私にあります……！」

　少女とも思えぬ、有う無むを言わさぬ威い圧あつ感かんであった。

　イルシィがそう言うしか、事態を収しゆう拾しゆうする方法はなかったかもしれない。

　そう悟さとって、ライオットもようやく重い口を開いた。

「後は、あたしたちに任せなさい。聖戦官クルセイダージャスティスもいるし……仇かたきは取るわ」

　ジャスティスも遅おくればせながら、市民たちにうなずいた。

　仕方なく街の代表たちは、不満を残しながらも部屋を退出していった。

「イルシィ、君……」

　ジャスティスが、修しゆう祓ばつ官かんの少女に歩み寄る。

　しかしイルシィは、健けな気げな笑えみを浮うかべて見せた。

「大だい丈じよう夫ぶです、私……今、言ったことも本心ですから。後こう悔かいはしてません。ただ……」

　少女はすまなそうに、マーシャル神父を見上げる。

「大事な蓄たくわえがもう底を尽ついて……」

「それはいいのだよ、イルシィ。賞金は一時的にこの聖教会が支し払はらうが、その分は白の教きよう皇こう様が補ほ塡てんしてくださる。足りなくなったら、その時は中央都シャイアンの聖教会本部に行ってもらいなさい。私の署名があれば、賞金を引き出してくれるはずだ」

　マーシャルは、少女の小さな肩かたに静かに手を置いた。

　だが金貨を数え終えたジードは、二人に悪あく辣らつな笑えみをちらつかせた。

「ほお、金に余よ裕ゆうがあるのか。いいことを聞いたぜ。ならこの街でもう少し、稼かせぐとしよう。こっちもいろいろと物いりでな」

　立ち上がると、袋ふくろから金貨を一枚取り出し、指先で弾はじき上げる。

「まだまだ揃そろえたい武器がある。少し節約しようかと思ったが……どうやら必要ないらしいな。久しぶりに何かうまいもんでも食うとするか」

　その笑顔に、ジャスティスが悲しげに水色の瞳ひとみを曇くもらせる。

　ライオットも、臓ぞう腑ふの奥おくが熱くたぎるのを感じた。

（この男……）

　拳こぶしに怒いかりが流れ込み、咆ほう哮こうが喉のど元もとまで出かかった。

　だがそれより早く、レイチェルが猛もう然ぜんと前に出た。右手を大きく振ふり抜ぬき、ジードの頰ほおへ平手を叩たたきつける。ジードの手から一千ドルク金貨がこぼれ落ちた。

「なにしやがる、お前……！」

「知らないわよ、あたしだって！」

　戸と惑まどうジードに、レイチェルも混乱した思いをぶつけた。

「あたしだって……わかんないのよ！　なんでこんな気持ちになるのか！　でもそのお金はいらない！　そんな隊長も見たくないよ！」

　呆あつ気けにとられるジャスティスの前で、猟りよう犬けん使づかいは苦く渋じゆうを吐はき出した。

　ジードはもう一度、唾つばを床ゆかに吐はき、副官に殴なぐられた頰をさすりだした。

「この金は正当な報ほう酬しゆうだぜ。どうこう言う街の奴やつらの方がおかしいんだ」

「そうかもしれないよ。でもなんか……なんか嫌いやなんだよ、そのお金！　あたし、そんなの受け取りたくない！」

「ワケ分かんねえこと言うなよ。みんなの生活費だぜ」

　ジードは、レイチェルの叫さけびを笑い飛ばそうとした。

「これくらいもらわなくちゃ、みんなを食わせていけねえぜ。今までだって、ずっとそうして来たじゃねえか」

「今まではあたしだって納なつ得とくしてるよ。でもさ……昨日、殺したのはイルシィの母さんじゃないか！　人間だったんだよ！」

　拳を握にぎるレイチェルに、修しゆう祓ばつ官かんの少女がそっと歩み寄った。

「レイチェルさん、そのことならもう……」

「よくないよ！　だいたいあんたもあんたよ！」

　猟犬使いは、金きん髪ぱつが乱れるのもかまわず叫び続けた。

「なんでそこまで我が慢まんできんのよ！　あんたの母さん、死んだのよ！　あたしたちに殺されて、金まで取られるのよ！　なんとも思わないの！」

「レイチェル！」

　怒ど鳴なって、ライオットはその腕うでを握りしめた。

「なんとも思わないわけないでしょ。イルシィだって悲しいのよ。でもさっきは、ああ言って、みんなをまとめるしかなかったのよ」

「ごめん……」

　レイチェルはその言葉で冷静さを取り戻もどし、脱だつ力りよくしたように椅い子すに沈しずみ込む。

　ジードは呆あきれたようにため息を吐つき、床から金貨を拾い上げた。

「俺はみんなのために働いてる。金になるなら、変へん異い獣じゆう一匹ぴきだって逃のがしたくねえ。それはお前だって分かってるだろ？」

「隊長にとっては変異獣でも、イルシィにとっては親だったんだよ……」

「同じようなこと、何回も言うなよ。うっとおしい」

「じゃあ……あたしが変異獣になったら？」

　低い声で、レイチェルが言い放った。

「あたしがああなったら、どうするのよ。やっぱり殺すの？　金のために……」

「レイチェルさん！」

　その問いに、ジャスティスも顔を強こわばらせた。

　ライオットは、傭よう兵へい隊長の顔を見つめる。

　だがジードはしばし沈ちん黙もくし、やりきれぬようにうなじを搔かいた。

「その時、考える……」

「隊長！」

　レイチェルの声を背に、ジードは部屋から出ていった。

　残された猟りよう犬けん使づかいは肩かたを落とし、手で顔を覆おおって呻うめき始めた。

「あんな……あんなこと言う人じゃないんだよ、本当は……けどなんで……なんでこんなことに……」

「レイチェルさん……」

　イルシィは猟犬使いの震ふるえる背を撫なで、ジャスティスに視線を向けた。

「ジャスティス様、私たちはこれからどうすれば……」

「とにかく全すべての原因を突つき止め、汚お染せん源げんを断つことです」

　金きん髪ぱつの少年も、気まずさを振ふり払はらうように声を放った。

「六百年前に滅ほろんだ都市ゾズウェル……僕ぼくはそこに行こうと思います」

　その言葉に、黙もくしてライオットもうなずいた。

　これ以上の悲劇を生まぬためにも。




　南西からの風は、強くなる一方だった。

　煤ばい塵じんの含がん有ゆう量りようも増えているのか、風の黒さも濃こくなっている。

　当然、魔導ノイズ線量も高まっているだろう。死を運ぶ砂すな嵐あらしである。

「うわあ！　服が真っ黒になりそうだよ」

　岩場を乗り越こえるジャスティスは、そうぼやいた。

　ようやく崖がけの上まで出ると、ゾアナ砂さ漠ばく南西部が一望できるはずだった。

　だが視界はあまりに悪すぎた。地平線はおろか、眼下の砂地すら黒風にかき消されている。まぶたを開くのも辛つらい、強風であった。

「あたしの美び肌はだも荒あれまくりよ……どれ、あたしが確かく認にんするわ」

　後から追いついたライオットは、視覚機能を防塵モードに切り替かえる。

　眼球に三重の防護幕を下ろした戦せん鎧がい鬼きは、手元の地図と眼下の地形を見比べた。

「道は間ま違ちがってないわね。このまま進めば、ゾズウェルの遺い跡せきに出るけど……」

　狂くるいがちな方位磁石にいらついて、ライオットは前まえ髪がみを搔かき上げた。

「やっぱり街の手前には、でかい裂さけ目があるわ。深さ六〇メートル、幅はばは大きい所で三〇〇メートルにもなってるわ」

「それじゃ、やっぱり車じゃ行けないんだね」

「行けないどころか、近づくのも危険なくらいよ」

　少年は後ろを振ふり返り、二台並んだ赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズのトラックを眺ながめた。

　ライオットもうなずいて、地図を胸むな元もとにしまい込む。

「ま、遠回りだけど南に迂う回かいして平地に出るか、北側の峠とうげを越えるかだわ」

「で、ライオットの意見は？」

「もちろん、迂回して平地に出る方よ」

　即そく座ざに戦鎧鬼は言い切った。

「あの裂け目はゾズウェルから一〇キロと離はなれてないわ。もし邪じや神しんか血けつ盟めい者しやがいるとしたら、十分な行動範はん囲いだと思うの」

「待ち伏ぶせするには理想的な地形って訳だね。でも遠回りじゃないか」

　ジャスティスも目元に手をかざして、遠方を確かめようとする。

「汚お染せん源げんを早く潰つぶさないと、邪神復活の時間を与あたえることになるよ」

「もう遺跡は目と鼻の先よ。ここまで来たら、焦あせっちゃだめなの」

　もっとも、と言いかけてライオットは舞まい上がる煤ばい塵じんを手で払はらった。

「ジードが何て言うかは知らないけどね」

　うなずくジャスティスも、心配そうに聖せい戦せん杖じようを握にぎりしめていた。




「当然、北側の峠だ。それで何が悪い？」

　横おう柄へいに言うと、ジードはどすんと椅い子すに尻しりを叩たたき落とした。

　装備運うん搬ぱん用のトレーラーには、多少の空きスペースがある。そこに全員揃そろった部下を前にして、傭よう兵へい隊長は今一度テーブルの地図を指で叩いた。

「俺たちが請うけ負ったのは、ゾズウェルまでの護衛だ。より安全なルートを選ぶ権利は俺たちにある。任せておいて欲ほしいな」

「だからあたしは南ルートの方が安全だって思うのよ」

　ライオットも強ごう情じような言葉に辟へき易えきして、顔をこすった。

「焦って最短距きよ離りを行けば、罠わなに頭から突つっ込むようなもんじゃない」

　二人は視線をぶつけると、しばらく会話を放ほう棄きする。

　ジャスティスとイルシィは、どうしたものかと目を見合わせた。

　ゾズウェルの遺い跡せきに行くと言いだしたのは、ジャスティスとライオットである。

　魔導ノイズ汚染の源に迫せまりその原因を根絶すれば、付近一帯の混乱は終息する。そう考えたから、自ら志願したのだ。大気汚染も、ジャスティスの聖戦杖の浄じよう化か機能を頼たよれば、問題なく行動できる。

　さらにイルシィも加わった。修しゆう祓ばつ官かんである彼女こそ、魔導除去ノイズリダクトが本職である。奇跡サウンドには及およばないものの、希き宝ほう石せきエメジストを媒ばい介かいとしたその力は十分期待がもてる。

　だがジードが言うように、彼ら三人の護衛を請け負ったのは赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズである。

　指揮官ジードの言葉が、今は絶対優先される契けい約やくであった。

「……罠があるかどうかは、行ってみなけりゃ分からん。だが、もし罠があったとしたら、俺たちはそこで引き上げるぜ。血けつ盟めい者しやや邪じや神しんは、俺たちがかなう敵じゃない」

　しきりと掌てのひらを開閉して指を動かし、ジードが口を開いた。

「それにお前たちが邪神に襲おそわれたからって、助ける契約はしていない。戦うのは勝手だが、俺たちの助力はあてにするなよ」

「それはいいけど、罠の話よ」

　ライオットは、話を元へ戻もどした。

「あたしとジャスティスは……マーシャル神父とイルシィもだけどさ……ゾズウェルの遺跡には、邪神とその血盟者がいると考えてるの。そしてあたしたちの行動を逐ちく一いち、監かん視ししているはずなの。待ってるのは、逃にげられる罠じゃないわ」

　グラスの水を一口飲むと、ライオットはそのまま言葉を続けた。

「もちろん、南ルートだって罠があるかもしれない。でも北の……カゼリーヌ峠とうげじゃ防ぎようが無いでしょ。道の両側は切り立った崖がけなのよ。逃げるにしたって、このトレーラーじゃあ、小回りは効きかないわ」

　そして、テーブルの上を叩たたく。

「南から行って、お願い。あんたたちの安全のためでもあるのよ」

　だがジードはその言葉を無視して、地図上のカゼリーヌ峠を指した。

「南ルートじゃ、トレーラーの燃料代がかさみ過ぎる。カゼリーヌ峠を越えたところでお前たちを降ろせば、かなりの節約になるんでね」

「結局、そこに行き着くわけ？」

　ライオットは、今いま更さらジードの吝りん嗇しよくさに呆あきれ返った。

「いい、あんたの部隊の命もかかってるのよ。まだ血盟者の力だって分からない。はっきり言って、あんたの部隊を守れるかどうかも分からないのよ！」

「おかしなことを言うぜ、ライオット。俺の部隊は俺が守るよ」

　ジードも自信たっぷりに言い切った。

「俺の両りよう腕うでには、超高圧荷電粒子砲ヘヴイ・プラズマ・グレネードが仕込んである。一いち撃げきでコンクリート製の建物でも吹ふっ飛ばせる代しろ物ものだ。血盟者にだって、威い力りよくは発揮するはずだぜ。省電力タイプだから弾だん数すうだって無制限だ」

「でもあんた一人じゃ……」

「俺がお前を頼たよるはずねえだろ。力は俺の方が上だ。いざとなったら、血盟者の罠わなから逃げ出すくらい、なんでもねえさ」

　そこでふと、ジャスティスが椅い子すから立ち上がった。

「あの、ジードさん、訊きいてもいいですか？」

「おっと助け船かい、聖戦官クルセイダーのお坊ぼつちゃま？　いったいなんだよ？」

　ライオットは、相棒を心配げに見つめる。

　だがジャスティスは、いつもの笑え顔がおのままジードに問いかけた。

「あの……血盟者と戦ったこと、ありますか？」

　不意に、静せい寂じやくの中に緊きん張ちようが走る。

　部下の傭よう兵へいたちが見つめる中で、ジードはしきりと顎あごを撫なでつけた。

「いや、ないぜ。俺の部隊の誰だれも、一度もな」

「なら……気をつけた方がいいと思います。どんなに愚おろかな血盟者でも、予想だにしない手を使って来ます。これは僕とライオットの経験ですけど……」

　そしてジャスティスは、押おし黙だまる傭兵たちにも視線を向けた。

「ライオットと僕は何度も、血盟者と戦ってきました。そして一度でも、楽だと思った戦いはありません。今度もきっとそうです」

　傭兵たちの視線を惹ひきつけ、少年は力強い声で断言した。

「侮あなどれば、待っているのは死です。それ以外にありません」

　トレーラーの中に、長い沈ちん黙もくが引き続いた。

　が、一人の傭兵がおもむろに立ち上がった。

「あのよ、隊長……」

「なんだよ、ギャビン」

「ここは聖戦官クルセイダーの坊ぼう主ずの言うことをきいた方がいいんじゃねえか？」

　その言葉に、ジードは顔を引きつらせた。

「なんだと、お前……」

「だってよ、俺たちは血盟者と戦ったことないんだぜ？」

　別の、突とつ撃げき工兵らしい男も手を挙げて口を開いた。

「専門家の意見は大事だよ。隊長だって、いつも俺たちの意見をきいてくれるだろ」

「そうだよ、それと同じだよ」

「最短距きよ離りにこだわる必要ないんじゃねえか？」

　声は、次々発せられた。

　ジードは次し第だいに怒ど気きを表し、発言する兵を一人ずつ睨にらんでいく。

　だがまるでその視線に対たい抗こうするかのように、レイチェルもゆっくり立ち上がった。

「あたしもライオットの意見に賛成よ。安全を考えたら……南ルートの方が……」

　猟りよう犬けん使づかいは落ち着いた声で、ジードに問いかける。

　しかしジードは、苛いら立だたしく拳こぶしを振ふり上げた。

「いいか、トラックの前方には無人偵てい察さつ機きを飛ばしてルートの安全を確かめる。二時間おきに無人機を回収して、撮さつ影えいした映像を確かく認にんするさ。俺の魔導ノイズ線感知機能は、半径二キロだぞ？　ジャスティスの聖せい戦せん杖じようより当てになるんだぜ。奇き襲しゆうなんかされねえさ。もし脱だつ出しゆつの事態に陥おちいれば、トレーラーは切り離はなしてトラックだけで逃にげる。それなら運動性も確保できるだろう。それでも安心できねえのかよ？」

　一気に言葉を並べるが、部下の顔には不安感がありありと浮うかび上がっている。

　レイチェルも黙だまって、視線を落としていた。

「なんだよ、どいつもこいつも……バルク、お前も俺に反対なのか？」

　失望を露あらわにした戦せん鎧がい鬼きは、最前にどっかと座すわる巨きよ漢かんに視線を投げた。

　だが重装槍そう士しは穏おだやかな顔つきのまま、首を横に振る。そしてジードを指さした。

　途と端たんにジードは、明るい顔つきを取り戻もどした。

「そうだろう、なんせ指揮官は俺だからな。刃は向むかう方がおかしい」

「そうかもしれないけどさ、今は……」

「今も昔も関係ねえ！　お前たちの指揮官はこの俺だ！」

　レイチェルを突つき放すように怒鳴り、ジードはどんとテーブルを叩たたいた。

「俺はみんなのためを思って策を立てたんだ！　命令には従え！　ゾズウェルにはカゼリーヌ峠とうげから近づく！」

　乱暴に椅い子すを蹴けると、傭よう兵へい隊長は一同を見み渡わたした。

　だが誰だれもが不安の色を拭ぬぐいきれずにいる。その顔をジードは、嘲あざけり笑った。

「なんだよ、それが俺の部下の顔かよ、情けねえ。赤炎遊撃隊フレイム・レンジヤーズも地に墜おちたな」

「ジードさん、みんなは血けつ盟めい者しやの襲しゆう撃げきを心配して……」

「お前が言うなよ、お坊ぼつちゃま！」

　ジャスティスを制して、傭兵隊長は鋭するどい声を叩きつけた。

「お前が血盟者だっていう可能性……俺はまだ捨ててないんだぜ。当然、お前の言うことをきくつもりもない」

「あんた、それは……」

「お前もだよ、ライオット。お前だってグルかもしれねえ」

　ライオットの赤い瞳ひとみを睥へい睨げいすると、ジードはわざとらしい嘲ちよう笑しようを浴びせた。

「まあ、裏切ったとしても俺は倒たおせねえけどな。その程度の血けつ盟めい者しやだと思ってるよ」

　そしてテーブルの地図をさっさと巻き上げる。

　ジードは部下たちを睨にらみ、トレーラーの内部ドアに手をかけた。

「晩飯にしようぜ、腹が減った。みんなも明日に備えろよ」

　有う無むを言わせぬ響ひびきを残し、ドアの向こうに消えていく。

　後にはライオットのため息だけが、寂さびしげに残っていた。




　夕ゆう餉げは、静かな岩場の陰かげで行われた。

　戦せん闘とう用と装備運うん搬ぱん用の二台のトラックは、大きな岩穴に並列して停とめられた。その間には広い天幕が張られ、頑がん丈じような風よけとなっている。

　傭兵部隊は各おの々おの、野戦給食器からシチューをすくい取っていく。

　ライオットとジャスティスも、イルシィと食器を並べて岩場に座すわり込んでいた。

「そんなに少なくていいの、イルシィ？」

　ジャスティスは、修しゆう祓ばつ官かんの少女へ心配そうに問いかけた。

「明日はカゼリーヌ峠に着くんだよ。そこからゾズウェルまでは歩きになるんだ。しっかり食べなくちゃもたないよ」

「大だい丈じよう夫ぶです、元々小しよう食しよくですから」

　イルシィは、健けな気げに笑ってジャスティスの食器を指さした。

「それにジャスティス様だって、付け合わせの白ニンジン残してらっしゃるし」

「ああ、これはね、ただ嫌きらいなだけなのよ」

　横からライオットが口を挟はさんだ。

「この子、茹ゆでた白ニンジンは苦手なのよ。食欲はあるから心配しないで」

「だって、なんか口の中でモソモソするんだもの」

　意味不明の説明を発して、ジャスティスはシチューをかき込んだ。

　目の前の焚たき火は、ゾアナ砂さ漠ばくの寒気を和やわらげ、三人の食事を明るく照らしている。

　だが炎ほのおの向こうでは、レイチェルとバルクに何人かの傭よう兵へいが身を寄せていた。

「なんとかなりませんか、副長？」

　遠えん慮りよがちに声を潜ひそめ、一人の傭兵が問いかけた。

「ダーラスに残してきた女によう房ぼうも心配してたんですよ。血けつ盟めい者しや相手の戦いくさは初めてなんでね」

「戦わないわ、逃げるのよ。血盟者に勝てるわけないでしょ」

　レイチェルは、シチューに手もつけずうなだれた。

「少なくとも、ジードがそう言ってるしね」

「しかし逃げられるような相手ですかい、血盟者ってのは？」

「聖戦官クルセイダーは頼たよらないなんて言ってましたが、俺にはどうも……」

　他ほかの者も、遠慮がちに口を開く。

　ライオットは、困こん惑わくするレイチェルの横顔を見た。

　その猟りよう犬けん使づかいの視線が一いつ瞬しゆん、遠くに向けられる。

　辺りでは、数人ずつ傭兵たちが焚き火の周りで輪になって食事を取っている。

　だがひときわ離はなれた岩いわ陰かげでは、一人ジードがふてくされて眠ねむっていた。

　レイチェルは、ため息を吐ついて金きん髪ぱつを搔かいた。

「あんたたちの隊長よ。やると言ったらやるわ。信しん頼らいしなさい」

　無理にシチューを口に運ぶと、レイチェルは傭兵たちに向き直った。

「ノーマン、ミドルトン、食事が終わったら歩ほ哨しように立って。シンプソンは夜半に交代するんだから、今のうちに仮か眠みんを取っとくのよ」

「邪じや神しんが来たら、悲鳴をあげて教えますよ」

　肩かたをすくめて、傭兵たちは食器を片づけに向かう。

　そしてレイチェルも疲つかれた笑え顔がおで、ライオットに笑いかけた。

「こんなこと、今までなかったんだけどね……」

「…………」

　ライオットは黙だまって、食後のバンジルコーヒーを唇くちびるに運ぶ。

　波打つ金髪を手ですくと、猟犬使いは傍かたわらの愛犬グスタフを撫なでてやった。

「ちょっと強ごう引いんかなと思うことは何度かあったよ。そこまでして金稼かせがなくてもと思うこともね……それでもあたしたちはジードについてきた。あたしらや家族のことを考えてくれる、いい隊長だからね。けどさ……」

　その言葉に、ライオットは微笑ほほえみで応こたえた。

「この前の変へん異い獣じゆうとの戦いね？」

「ええ、変異獣というか……イルシィのお袋ふくろさんだけどさ……」

　その言葉に、修しゆう祓ばつ官かんの少女が顔を上げた。

　焚たき火を挟はさんで向かい合うイルシィも、レイチェルの顔を真まっ直すぐ見つめる。うなずいて猟犬使いは、静かに言葉を続けた。

「変異獣を殺すのは何度も見たわ。けど最後の瞬間、イルシィのお袋さんは人間に戻もどってたじゃない。なんでかは知らないけど……隊長はその時に殺したのよ」

　苦々しい記き憶おくに、舌打ちした。

「人を殺すのは初めて見たわ……」

　そう言って、グスタフの首を抱だき寄せる。甘あまえるように魔ま犬けんも鼻を鳴らした。

「あんなに自分の作戦に固こ執しつするのもなんだか……」

「少し神経質になってるだけじゃないの？」

　ライオットは、労いたわるように問いかけた。

「初めて血けつ盟めい者しやと出くわすかもしれないんだもの、緊きん張ちようして当たり前よ。ジードも、あんたたち部下も。その辺の不安がね……」

「だったらライオットの言う通り、南側のルートで行ってくれたらいいのに」

「あたしらを疑ってるんだもの。絶対、賛成はしないわよ」

　ライオットは、相棒の顔を見つめた。

　ジャスティスは、さっきから黙だまってシロン茶のカップを握にぎりしめている。

　熱く淹いれたはずの茶は、もうすっかりぬるくなっていた。

「でも……私はありがたいと思ってます」

　不意にイルシィが発言した。

「ジードさんには……引き返すと言う選せん択たく肢しもあったはずです。それを選ばれたら、私は目的を果たすことができません。護衛してくれるだけで、感謝しています」

「何度も言うけど、本当に我が慢まん強い子ねえ！」

　半ば呆あきれて、レイチェルは声を放った。

「長年つきあってるあたしたちですら、ぶうぶう言ってるっていうのに！」

「でも、バルクさんは賛成しましたよ」

「ああ、こいつは別。何があっても隊長にはついていくわよ」

　レイチェルは、背後に佇たたずむ巨きよ漢かんの胸むな板いたを拳こぶしで叩たたいた。

「昔、隊長に命を助けられたことがあるんだって。どんな命令でも従うのよ、ね？」

　だが問われても、バルクは黙っているだけだ。

　洗面器のような自分の食器からシチューを貪むさぼり、満足げに微笑ほほえんでいる。

　その食欲に、レイチェルはげんなりと顔を歪ゆがめた。

「本当にあんただけは何があっても動じないわねえ……」

　むくれるレイチェルを、ライオットは微笑ほほえましく眺ながめた。

　家族のようにまとまった、良い部隊だと思う。少し羨うらやましいくらいである。ただ、こんなに大きなケンカがなかっただけなのだ。

　ジャスティスも分かっているのか、笑って焚たき火に手をかざした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ジードさん、いい人です」

「なんで坊ぼうやにそんなことが分かるのよ？」

「だって……みなさんを守るってずっと言ってたから」

　金きん髪ぱつの少年は、レイチェルに小さな笑顔を差し向けた。

「もし血けつ盟めい者しやに襲おそわれたら逃にげるって……高価なトレーラーを切り捨てて逃げるって言ってたじゃないですか。本当にケチな人だったら、そんな事言いませんよ」

　レイチェルは、愛犬を撫なでる手を思わず止めた。

「そ、そんな事、分かってるわよ」

「そうですよね。ジードさん、本当はお金よりみなさんが大事なんですよ。だからみなさんも、ついてきてるんですよね？」

「う、うん……そうよ……そうに決まってるじゃない、バカね！」

　妙みように、レイチェルの語調が強くなった。何か忘れていたものを思い起こした顔だ。

　その横顔に安あん堵どすると、ライオットは相棒の顔を見下ろした。

　ジャスティスはいつもの微笑みを湛たたえたまま、シロン茶を両手で飲んでいる。

（素す直なおな優やさしさもあれば、ひねくれた優しさもある……）

（あんたはそのどっちも認めてくれるんだね……）

　ライオットは、心の中で相棒に感謝した。一いつ緒しよにいることが、たまらなく嬉うれしい。

　だがそんな気持ちにも気づかず、ジャスティスはダーラスの街で仕入れたチョコレートタルトにぱくついた。口の周りをチョコレート色に染めながら。

　吞のん気きな風ふ情ぜいに、イルシィも思わず笑みをこぼしている。

　ライオットも安心して、カップのバンジルコーヒーを飲み干した。




〈獲え物ものは穴あな蔵ぐらから這はい出て来たぞ……〉

　膨ぼう張ちようする暗黒は、脈動も次し第だいに高めている。

　そのただ中で、男の思念は足あし下もとの映像に食い入っていた。

　武装した二台のトラックが、黒風吹ふきすさぶ岩石砂さ漠ばくを走っている。その行く手にそびえる切り立った岩山に、男は焦しよう燥そう感かんを募つのらせていた。

〈正面からカゼリーヌ峠とうげに来るか……愚おろかだが厄やつ介かいではあるな〉

〈儀ぎ式しきにはまだ時が必要だ。阻そ止しするのが、我ら血盟者の務めだろう〉

　女の思念は冷れい徹てつな声を響ひびかせ、同どう輩はいに視線を向けた。

〈車両の前方には無人偵てい察さつ機きを放っている。魔導ノイズ検知波も、二キロ近くまで到とう達たつしているようだ。ジャスティスの聖せい戦せん杖じようもある。下へ手たに近づけばすぐに気づかれる〉

〈ならやはり俺の出番のようだな〉

　男は闘とう志しを抑おさえきれずにはやり立った。

〈貴様の罠わなに導くのは不可能だ。ここは力押おしで踏ふみ潰つぶす〉

〈それでは能が無い。児じ戯ぎの如ごとき戦いくさは好かぬと言ったはずだ〉

　幸い、と言いかけて女の思念は嘲ちよう笑しようを漏もらした。

〈カゼリーヌ峠なら奇き襲しゆうは容易だ。ここで討うつ〉

〈我らや変へん異い獣じゆうの接近は気づかれるぞ。今、言ったではないか〉

〈無論、最初の奇襲はそれによらぬ。あくまで自然にことを始めるつもりだ〉

　男の思念は、疑いの視線を走らせた。

〈何を用いるつもりだ……？〉

〈ゲイツ、貴様の魔導ノイズよ。奴やつらに恵めぐみの雨を与あたえてやれ〉

〈ほお……〉

　その言葉を聞くや、男もすぐに策を理解した。

〈では俺が奴らを仕留めてよいのだな〉

〈仕留めるだけではない。狩かり集めよ〉

　女は、冷れい酷こくな声こわ音ねを暗くら闇やみに反はん響きようさせた。

〈オログ・ゼイ様の復活には、いくばくかの生いけ贄にえも必要だ。《奉ほう仕しする者》もそれを求めてきた。奴らを混乱させた後、貴様の手で傭よう兵へいどもを捕とらえるのだ〉

〈分かった。その功は、誰だれにも譲ゆずりはせん……！〉

　男の思念は、猛もう速そくで次元の壁かべを飛び越えた。

〈第一撃フアースト・レイヴ……凍霜豪雨陣ノーヴエンバー・レイン！〉

　咆ほう哮こうに呼応して、暗黒もわななくように蠢しゆん動どうした。




「珍めずらしいわね、雨よ」

　トラックの助手席で、レイチェルが不思議そうな声を上げる。

　ライオットも拳けん銃じゆうを磨みがく手を止めて、ふと窓の外に目をやった。

　いつの間にか大おお粒つぶの雨が降りしきっている。岩山を殴おう打だするように降り注ぐ雨足は、驚おどろくほどに勢いが強い。熱を蓄たくわえた地表からは、もうもうと湯気が立ち上っていた。

「そうでもありませんよ、時々は降るんです」

　言ってはみたものの、イルシィも心配そうに空を見上げた。

「でもこんなに激しいのは久しぶりだけど……」

「本当だ。僕、傘かさ持ってきてないよ」

「おいおい、傘の心配かよ？」

　ソファに寝ねそべるジードは、ジャスティスの言葉を笑い飛ばした。

「心配するなら天気より邪じや神しんだろ。ったく、お坊ぼつちゃまは相変わらずだぜ」

「あ……ああ、そうですよね……あは」

　仕方なく笑えみを返し、ジャスティスは魔ま犬けんグスタフの側そばに腰こしを下ろした。

　ライオットも黙だまって、磨き上げた銃を入念に覗のぞき込む。

　戦せん闘とう用トラックの運転席には、巨きよ漢かんのバルクが座していた。風雨にもめげず重いハンドルを操作する姿は頼たのもしい限りである。

　ライオットたちは、その真後ろの小さなスペースに寄り集まっていた。

　すでに曲がりくねった道の両側には、険しい岩いわ肌はだが高くそびえ立っている。

　ゾズウェルの門前。難所中の難所とも言うべき、カゼリーヌ峠とうげのど真ん中であった。

「スピード、気を付けた方がいいわよ」

　レイチェルは、雨に煙けむる前方を見ながら警告した。

「急にぬかるんできたわ。視界が悪いから、襲しゆう撃げきにも備えて」

「心配するな、無人偵てい察さつ機きはさっき回収したじゃねえか」

　ジードはようやく身を起こして、運転席に声をかけた。

「俺の機能にも警告は出てねえ。この先しばらく敵はいねえよ」

「だといいんだけど」

　ライオットは、拳銃をホルスターに収めて小さくつぶやく。

　そしてもう一度、窓の外に目をやった。

（ゾアナ砂さ漠ばくの天候データは知らないけど……）

（尋じん常じような降水量じゃないわね）

　ライオットは視覚機能を高めると、外の様子を再さい確かく認にんした。

　誰だれも気がついてはいないが、走るトラックの外では親指ほどの雨が滝たきのように降り続けている。しかも本降りになって、かなりの時間が経過していた。

（ゾアナ砂さ漠ばくの地表は固いわ。水分は大地に染しみ込む前に流れ出す……低い標高へと）

（この辺りで一番、雨がたまりやすい所って……）

　瞬しゆん間かん、気がついた。

　そして運転席に飛びかかる。

「バルク、急ぐのよ！　この先の坂、昇のぼりきって！」

「なによ、ライオット、いきなり……」

　言いかけたレイチェルは、戦せん鎧がい鬼きの形相にはっとする。

　何かを察したのか、ジャスティスも揺ゆれる車内で身を起こす。

　同時に、寝ねそべっていた魔ま犬けんグスタフが前まえ脚あしで立ち上がった。

　愛犬の様子に殺気を感じ、レイチェルが後席を振ふり返る。そして何かの音を聞きつけ、もう一度フロントガラスへ視線を戻もどした時だった。

「バルク！」

　叫さけぶ横で、ライオットは我わが目を疑った。

　目の前には、緩ゆるやかな上り坂が続いている。

　その坂の頂点から突とつ然ぜん、轟ごう音おんと共に巨きよ大だいな濁だく流りゆうが襲おそいかかってきたのだ。

「ジャスティス！」

　振り返って叫ぶ。

　背後でフロントガラスが砕くだけ、レイチェルが絶ぜつ叫きようする。

　衝しよう撃げきを受け、ジャスティスがイルシィを抱だきしめた。

　トラックの天てん井じようが、一瞬で真横を向く。

　そのわずか数秒の後に、ライオットは狂くるった濁流に吞のみ込まれていた。

（があっ……！）

　ガラスを砕き、車内になだれ込んだ津つ波なみは、ライオットの身体からだを木の葉の如ごとく翻ほん弄ろうした。

　口から泡あわを漏もらすライオットの網もう膜まくには、水中行動モードの自動起動を知らせる表示文字が点てん灯とうしている。眼球に防護幕を下ろすと、ライオットは逆巻く水流にたてつくように、手近な排はい煙えんパイプに右手でしがみついた。

（ジャスティス！）

　ライオットは濁にごった水中で、必死に相棒の姿を探し求めた。

　その視界を一いつ瞬しゆん、白い聖衣と少女の脚が横切った。

（一いつ緒しよにいる、近いっ！）

　素す早ばやく腕うでを伸のばし、濁流に揉もまれる聖衣の裾すそをつかみ取る。

　そのまま引き寄せると、口をつぐんだジャスティスの顔が間近に迫せまった。

　ジャスティスも聖せい戦せん杖じようで水流を押おし退のけ、慌あわてた顔でライオットの腕を握にぎりしめた。

　少年の身体には、イルシィが必死にしがみついている。

（二人とも意識があるなら……）

（全人工筋肉、リミッター解除！）

　慌てて意志作動の指示を出すと、両足で運転席の壁かべを蹴けりつける。

　満身の力を込こめた一いち撃げきで、ライオットはフロントガラスの裂さけ目に達した。

　ライオットは、ジャスティスとイルシィを連れたまま、車外へと脱だつ出しゆつする。

　流れをしばらくかけば、すぐに水面が目前に迫った。

「ぷあっ！」

　水面に顔を出すと、ライオットは周囲を見回した。

　峠とう道げみちは一転、濁にごった河か川せんに変じている。後続のトラックも姿は見えない。だがそこかしこの水面に、逃にげ延のびた傭よう兵へいたちが顔を浮うかべていた。

「た、助かった！」

　川かわ面もに飛び上がり、ジャスティスも新しん鮮せんな空気を貪むさぼった。

　その側そばでイルシィは、吞のんだ水をしきりと吐はき出している。

「ジ……ジャスティス様！」

「よ、良かったよ、無事で！」

　身体からだを支え合う二人を、ライオットは横へ押し出した。

「流れが緩ゆるくなってるわ、岸に上がるのよ！　行けるわね？」

「僕は大だい丈じよう夫ぶ！　でも他の人は……！」

　徐じよ々じよに下がる水位をかき分け、ジャスティスも周囲に目をやった。

　するとライオットのすぐ脇わきに、ぬっと巨きよ大だいな坊ぼう主ず頭あたまが浮ふ上じようした。

「バルク、あんた！」

　驚おどろいたライオットに、巨きよ漢かんは黙だまってうなずいてみせる。

　さらにその後方には、魔ま犬けんグスタフが灰色の頭を浮かべていた。
















　大きな口には、意識を失ったレイチェルがくわえられている。

「レイチェル！　しっかりすんのよ、レイチェル！」

　ライオットは猟りよう犬けん使づかいに近づくと、その身体を必死に支えた。

　だが青い顔のレイチェルに応答はない。グスタフと左右から身体を挟はさみ、濁だく流りゆうを斜ななめにに横切っていく。険しい崖がけには、もうジャスティスが立ち上がっていた。

「グスタフ、こっちだよ！　しっかり！」

「ライオットさん！」

　イルシィも流れの縁ふちに脚あしを入れ、懸けん命めいに手を差し伸のべる。

　その手につかまり、ライオットはレイチェルの身体を濁流から押おし上げた。

「しっかりすんのよ、レイチェル！　ほらっ、ちょっと！」

　ライオットは、ずぶ濡ぬれのレイチェルの頰ほおを軽く平手で打つ。

　血の気を失った顔を、グスタフも心配そうに舐なめ続けた。そして……

「……んっ……ぐっ……」

　意識が戻もどるや、レイチェルは臓ぞう腑ふを押さえた。胃に流れ込んだ水が、痙けい攣れんしたように喉のど元もとまで逆流する。その背をさすって、ジャスティスは四方を見た。

「み、みんな無事かな？」

「結構助かってるけど……何人か流されたかもしれない」

　バルクの他ほかにも、左右の岸には傭よう兵へいたちが必死に這はい上がっている。

　そして遅おくれてジードも、勢い良く水面に浮ふ上じようしてきた。

「ジードさん、無事だったんですね！」

「当たり前だ、砂さ漠ばくで溺でき死しなんてしてたまるか！」

　心配するジャスティスに声を返すと、ジードはゆっくりと岸から姿を現した。

　背中に愛用の長なが槍やりを縛しばり付け、右手には金庫、左手には契けい約やく書しよの保管箱を下げて、どうと倒たおれ込むようにへたりこんだ。

「こいつを探してたんで時間くったぜ。ああ、危なかった！」

　放ほうり出した金庫の中身を確かめ、大きく安あん堵どの息を吐はく。

「それにしてもトラックは二台とも流されちまったのか……痛いぜえ！　ったく、まだローンが十六か月もあるって言うのに！　自動車保険、大だい丈じよう夫ぶかな」

「そんなことより、みんなよ！」

　殴なぐりつけるように、ライオットが怒ど鳴なった。

　つま先で保管箱を蹴けり飛ばすと、傭兵隊長の胸むなぐらを握にぎり、強ごう引いんに引き寄せた。

「あんたの部下が流されたのよ！　レイチェルだって……もっと心配しなさいよ！」

「あ……」

　ライオットの怒ど気きに、ジードは呆ぼう然ぜんとするだけだった。

　そして思い出したように、猟りよう犬けん使づかいへ目を向ける。レイチェルはまだ呼吸を乱し、地面に突つっ伏ぷしていた。その側そばにはグスタフが寄り添そっている。

　その姿に、ジードの顔から血の気が引いていく。

「レイチェル、お前……」

　駆かけ寄ろうとした、その時だった。

〈第二撃セカンド・レイヴ……〉

　突とつ然ぜん、急速に流れる雨雲の中から、低い男の声が響ひびく。

　咄とつ嗟さにジャスティスが、聖せい戦せん杖じように力を込こめた。

「まさかっ……！」

〈炎呪波動斬撃ジヤギユレイター！〉

　ライオットたちの頭上に、だしぬけに三日月形の炎えん撃げきが現出する。

　唸うなりを上げる猛もう撃げきは、ジャスティスめがけて急落下した。

「冗じよう談だんっ……！」

　ジードは自分の視覚機能を疑った。攻こう撃げきは、戦せん鎧がい鬼きの捕ほ捉そく能力を完全に凌りよう駕がしている。

　見えない攻撃は、一いつ瞬しゆんでジードの戦意を喪そう失しつさせた。

「あれが魔導ノイズ……！」

　それでもジャスティスは、イルシィを別の岩いわ陰かげへ押おしやると聖印を構えた。

　攻撃用魔導アタツク・ノイズは、その目前まで達している。

「ジャスティス様！」

　イルシィの悲鳴と共に、隠かくれていた巨きよ岩がんが轟ごう音おんを上げて爆ばく発はつする。

　だが爆ばく煙えんを突つき抜ぬけて、ジャスティスは大きく後方へ飛び退のいていた。

「ジャスティス、敵は……」

「違ちがう！　まだ終わってない！」

　怒ど鳴なるジャスティスに向かって、白煙の中から炎撃が追いすがった。

　だが聖戦官クルセイダーの少年も、すでに第一撃テイク・ワンの召しよう喚かんを終えている。

「迂回衝撃弾ラウンダバウトっ！」

　指先から放たれた青白い電撃が、素す早ばやく四つに分かれ空を飛ぶ。

　獲え物ものに群がる猟りよう犬けんの如ごとく、奇跡サウンドは立て続けに空飛ぶ炎ほのおに激げき突とつした。

「イルシィ、伏ふせてっ！」

　ライオットは、少女をかばって待たい避ひした。

　一発、二発……衝しよう突とつは、周囲の大気を揺ゆるがし、膨ぼう大だいな熱を撒まき散らす。

　ついに最後の四発目の奇跡サウンドが撃うち込まれた時、ようやく炎撃も空中に四散した。

「さすがね、ジャスティス！」

　ライオットの声に、少年は力強くうなずいた。

　その姿に、ジードは驚きよう嘆たんを隠かくせないでいる。

「あの魔導ノイズを……跳はね返しやがった……」

　聖戦官クルセイダーの力量を、初めて思い知らされた。

　しかし驚おどろきを面おもてに表したのは、ジードだけではなかった。

　不可視の敵も、ジャスティスの迎げい撃げきに嬉うれしげな声を響ひびかせている。

〈ほお、手て応ごたえもそれなりだ……〉

〈出向いた甲か斐い、あったようだな……〉

　明らかに、声が真上に接近した。

　ライオットは大たい剣けんを構え直し、ジャスティスはイルシィを背にかばう。

　毛を逆立てる魔ま犬けんグスタフの咆ほう哮こうにも動じず、声は暗雲から嘲あざけりを響かせた。

「気にくわないね、大げさなのがさ！」

　ライオットの憤ふん怒どと共に、一同は上空を仰あおぎ見た。

　濁だく流りゆうの真上の空間が、あからさまにねじれていく。

　次元歪わい曲きよくの中心に浮うかび上がった影かげは、三メートルを超こえている。

　徐じよ々じよに実体化していくその人型に、思わずジャスティスが驚きよう愕がくを漏もらした。

「なんて……奴やつだ……」

「血けつ盟めい者しやゲイツ……」

　男はそう名乗って、ぶんと得え物ものを一いつ閃せんした。

「ようこそ、我らが主の墳ふん墓ぼへ……」

　にたつく男は、赤とオレンジ色に染めた髪かみを背中にまで垂らしている。

　血肉に飢うえた瞳ひとみはしきりにぎらつき、伸のびた犬歯が唇くちびるからはみ出していた。

　両手に握にぎる戦せん斧ぷの長さは、五メートルはあるだろうか。人間どころか、家屋ですら一刀で両断できそうな刃やいばが鈍にぶく光っている。

　全身を覆おおう赤い装そう甲こう鎧よろいにも、あちこちに鋭えい利りな突とつ起きが突つき出している。

　顔面に邪じや宗しゆう紋もんを刻みつけた、あまりに巨きよ大だいな狂きよう戦せん士しの姿であった。

「血盟者だと……！」

　喉のどを鳴らすジードの横で、ライオットは大剣を静かに正眼に据すえた。

「ジード……レイチェルを頼たのむわよ……」

　ライオットは、じりっと血盟者との間合いを詰つめる。

「あんたが守ってやんのよ、いいわね！」

「馬ば鹿かな、やるつもりかよ！」

　啞あ然ぜんとして、ジードは血相を変えた。

　その目は明らかに冷静さを失い、血走った光を放っている。

「今の魔導ノイズを見ただろ、あんなのを何度もくらったら……！」

〈ほお、見た目よりは賢けん明めいだな……〉

　血盟者ゲイツは、戦斧を構えて舌した舐なめずりした。

〈だが、賢明な策がかなうとは限らぬ……〉

　挑いどみかかる視線は、啞然とする傭よう兵へいたちを舐めるように見下ろした。

　その高圧さに、ジードは敢かん然ぜんと戦意を奮ふるい起こした。

「俺が時間を稼かせぐ！　この場は退け！」

　焦あせるジードは、両岸の部下たちに声を飛ばした。

「負傷した奴やつを置いていくなよ！」

　ジードは、神経直結されたステルス装甲の各部に瞬しゆん時じに指示を飛ばした。

　装甲の各部に設けられた展開装置が、立体映像を周囲に張り巡めぐらす。

　忽こつ然ぜんと姿を隠かくすと、ジードは左手の義手部分を抜ぬき取り銀色の砲ほう身しんを剝むき出した。

（思わぬ角度から襲おそえば……）

　奇き襲しゆうに望みを託たくして、側面へ回り込もうとする。

　だがゲイツの視線は、しっかりジードを捕ほ捉そくしていた。

〈第三撃サード・レイヴ！〉

〈音響航跡追尾サウンド・チエイサー！〉

　血けつ盟めい者しやの指から空間に波は紋もんが生じていく。

　その波に吞のまれたジードは、我わが身を見下ろして愕がく然ぜんとした。

「こ、これはっ！」

　そう叫さけぶ声が、まるで赤い煙けむりのように口から漏もれる。

　砂を踏ふむ足音は、黄色い煙を巻き上げた。音おん響きようを遮しや断だんする機能が働いているにもかかわらず、ジードが発する全すべての音は極ごく彩さい色しきとなって辺りに拡散していった。

〈正面から挑いどんでこい、傭よう兵へい……〉

〈姿は隠せても、貴様の音は隠せぬぞ〉

「妙みような手を使いやがって！」

　ジードは、ステルス機能を解除するとゲイツに牙きばを剝むき出した。

　超高圧荷電粒子砲ヘヴイ・プラズマ・グレネードを構え、狙そ点てんを血盟者に絞しぼり込む。

「魔導ノイズが使えるぐらいでいい気になるな！」

　怒ど号ごうを放つや、ジードの腕うでから磁気加速した超高温プラズマが迸ほとばしる。

　閃せん光こうは、空中の血盟者めざして、のたうつように疾しつ走そうした。

〈身の程ほどを知らぬ戦争人形が！〉

　ゲイツは宙空を走り、巨きよ体たいを機き敏びんにひるがえす。

　失中したプラズマの一いち撃げきは、対岸の崖がけ上うえに着ちやく弾だんし凄すさまじい爆ばく発はつ音おんを轟とどろかせた。

「か、かわした……！」

　我わが目を疑うジードの頭上で、ゲイツは戦せん斧ぷを閃ひらめかせた。

〈第四撃フオース・レイヴ！〉

〈凍結岩状ストーン・コール硬化弾ド・クレイジー！〉

　雲間を割って、無数の何かが急降下してきた。

　黒い彗すい星せいにも見えるそれは長い尾おを引き、蛇だ行こうして飛ひ翔しようする。一ひと抱かかえほどもある黒い物体は、明らかに傭よう兵へいたちに狙ねらいを定めていた。

「下がって、魔導ノイズだ！」

　ジャスティスの声に反応できた者は皆かい無むだ。

　ようやく岸に逃にげ延びた傭兵たちは、消しよう耗もうしきっている。反応する気力もないところへ、まともに黒い彗星が食らいつく。同時に、あちこちで悲鳴が上がった。

「な、なんだっ！」

　ジードの胸むな元もとにも、その素す早ばやい一撃がまともに命中する。

　着弾と同時に、黒い彗星はぐちゃりと潰つぶれた。その核かくは、粘ねん液えきの塊かたまりだったらしい。

　衝しよう撃げきで倒たおれたジードの上半身に、飛び散った粘液がまとわりついた。そして……

「これは……」

　ジードは、我が身を見下ろして戦せん慄りつした。

　粘液は意志でも持つかのように、自ら動き出し、肉体を絡からめ取る。

　溶とけた飴あめの如ごとき粘ねばつきを発揮し、見る間に硬こう化かしていった。

　その重さに、囚とらわれた傭兵たちも悲痛な声を絞しぼり出した。

「隊長！　助けてくれ、隊長！」

「リッジウェイ！　ウォーカー！」

　だがジード自身も動きはとれず、ただもがくしか出来なかった。

「妙みような手を使うわね！」

　ライオットが叫さけぶと、直後に彼女の足あし下もとにも着弾する。

　ジャスティスも、イルシィを抱かかえて大きな岩の後ろへと走り込んだ。

「高位の拘束用魔導ホールデイング・ノイズだ！」

　ジャスティスは、聖せい戦せん杖じようの警告色に気づいて言った。

「しかもこれだけ同時に使えるなんて……グスタフ、こっちだ！」

　巨きよ大だいな魔ま犬けんも、苦しむレイチェルの襟えり首くびをくわえると一足飛びに岩いわ陰かげへ逃のがれる。

　だがその間にも拘こう束そくされる者は後を絶たず、左右の岸は悲鳴で埋うまった。

「助けてください、隊長！」

〈なるほど、二〇人ほどもいるか。まずは良しとしよう〉

〈これだけの生いけ贄にえあらば、我わが主もご満足だ〉

　微笑ほほえむゲイツに、ジャスティスは怒ど気きを剝むき出した。

「生け贄だって！」

　黒い粘ねん液えきに捕とらわれた者たちは、やがて空中に浮うかび上がっていった。

　じたばたともがきながら、みなゲイツの側そばへと引き寄せられていく。

　濁だく流りゆうの中からも、意識を失った者たちが無む造ぞう作さに空へ吊つり上げられた。

　空中に集めた獲え物ものを見つめ、ゲイツは満足げな笑えみを浮かべている。

〈ここから先は我らが主の聖なる地だ。通行税は高い〉

　ゲイツが指を弾はじくと、傭よう兵へいたちは次元の歪ゆがみに次々吸い込まれていった。

「た、隊長！」

〈生きた供く物もつとして、こ奴やつらはいただくぞ……〉

　悲鳴にもかまわず、もがく傭兵たちを消し去っていく。

　ジードの身体からだも、二メートルほど空中に浮き上がった。

　いくら身をよじっても、魔導ノイズの力に抗こうすることはできない。

「くそっ！　なんだって、こんな！」

「ジード！」

　ライオットは大たい剣けんを片手に下げ、その呪じゆ縛ばくを断ち切ろうと前に出る。

　しかしそれより早く、無言の巨きよ漢かんがジードの元にたどり着いていた。

「バルク！」

　ジードとライオットが同時に叫さけんだ。

　坊ぼう主ず頭あたまの重装槍そう士しは、長なが槍やりをかなぐり捨てるとジードの身体を空中で抱かかえ込んだ。

　満身の力を込こめ、地表へ引き戻もどし始めたのだ。

「バルク、止やめろ！　いいから逃にげるんだ！」

　声にも構わず、バルクは丸太のような腕うででジードを引きずり下ろす。

　その姿に血けつ盟めい者しやは、高らかな哄こう笑しようを響ひびかせた。

〈なるほど、大事な指揮官らしいな……〉

　ゲイツは、すっと戦せん斧ぷを両手に構え直す。殺意が全身から噴ふき上がった。

〈だが許し難がたいぞ、人間……！〉

　陰いん惨さんな笑みをちらつかせた直後……

　ゲイツの全身から、強大な魔導ノイズ線が真まっ赤かな色を成して炸さく裂れつした。

　勢いは風を押おし退のけ、濁流を吹ふき飛ばし、砂さ塵じんを巻き上げる。

　剛ごう圧あつに誰だれもがひるんだ瞬しゆん間かん、ゲイツは一気に飛んだ。

〈神の代理人に刃は向むかうなど笑しよう止し！〉

　逞たくましい両りよう腕うでで振ふり上げた戦せん斧ぷを、猛もう速そくでバルクめがけて叩たたき下ろす。

　だが横合いから投とう擲てきされた閃せん光こう手て榴りゆう弾だんが二つ、血盟者の眼前で弾はじけ飛んだ。

〈戦せん鎧がい鬼きか！〉

　空を切った戦斧が、勢いあまって大地に突つき刺ささる。

　答えずに、ライオットはバルクの前に割って入った。

〈斬きり合いなら望むところだ！〉

　ゲイツは戦斧を素す早ばやく持ち上げ、戦鎧鬼を薙なぎ払はらおうとする。

　ライオットも大たい剣けんでその一いち撃げきを迎むかえ撃うった。だが火花を散らすや、側方へ逃のがれる。

（重い、無理だわ！）

　激げき突とつの衝しよう撃げきがびりびりと両手に残っている。

　ライオットは、大剣を握にぎりながらも、わざと間合いから遠ざかった。

（まともにぶつかったら、この剣でももたない！）

〈逃にげるつもりか、この程度で！〉

　再接近したゲイツに、ライオットは闇やみ雲くもに斬りつける。

　だが肩かた当あてに当たった一刀は、甲かん高だかい音と共に空むなしく弾はじき飛ばされた。

（やはり堅かたいっ！）

〈撫なでるだけだな、戦鎧鬼っ！〉

　哄こう笑しようを撒まいて、ゲイツはさらに踏ふみ込んだ。

　だがその背中に渦うず巻まく火か炎えんが襲おそいかかる。

　灰色の毛を逆立てて、魔ま犬けんグスタフまで参戦したのだ。

〈変へん異い獣じゆうの出で来き損そこないがっ！〉

　怒いかり狂くるった戦斧を、グスタフは機き敏びんにかいくぐる。

　後退を助けようと、ライオットは左腕うでの義手を引き抜ぬき、五・五六ミリガトリング銃じゆうを一息にばらまいた。火を噴ふくフルオート射撃は、二百発の弾だん丸がんでゲイツを迎え撃つ。

（時間だけでも稼かせぐのよ、時間だけでも……）

（そうすれば……）

　願うライオットの背後へ、小さな影かげが走り出た。

　イルシィが岩いわ陰かげから飛び出し、ジードの元へ駆かけだしたのだ。

「魔導除去ノイズ・リダクト！」

　右手に希き宝ほう石せきエメジストを握にぎった少女は、左手をジードへ差し向けた。

　硬こう化かした魔導ノイズの粘ねん液えきへ、淡あわい聖光が流れ込む。魔導ノイズの結束が解け始めると、粘液は再び流動化していく。次し第だいに呪じゆ縛ばくは緩ゆるんでいった。

「イルシィ、お前……！」

「内側から力を込こめてください！」

　驚おどろくジードに、イルシィは痛々しい声で要よう請せいした。

「私の力だけじゃ、この魔導ノイズは……！」

　叫さけぶイルシィは額から脂あぶら汗あせを流している。疑ケ似ー治タ癒リ奇ン跡グとは言え、その行使にはやはり高度の精神集中を要するのだ。長時間の行使となれば肉体の消しよう耗もうも激しい。

　それでもイルシィは魔導除去ノイズ・リダクトを止めようとはしない。

　バルクも、ジードの身体からだを離はなそうとはしなかった。

〈修しゆう祓ばつ官かんの娘むすめかっ！〉

　ゲイツはライオットと剣けん撃げきを交えながら、その事実に気がついた。

〈たかが石ころの力で小うるさい真ま似ねを！〉

「イルシィ、逃にげて！」

　猛たけり狂くるったゲイツは、ライオットの剣を跳はね飛ばして跳ちよう躍やくする。

　巨きよ大だいな戦せん斧ぷに食らいつくグスタフも、力任せに大地に叩たたきつけられた。

「逃げろ、お前ら！」

　ジードは、突とつ進しんするゲイツの姿に覚かく悟ごを決めかけた。

　しかしその血けつ盟めい者しやの背後には、ついに金きん髪ぱつの少年が急きゆう迫はくしていたのだ。

「ジャスティス、お前……！」

「奇跡増幅デイストーシヨン準備完かん了りよう！　第二撃テイク・トウ！」

　ぎりぎりまで参戦を遅おくらせたジャスティスは、聖印に莫ばく大だいな聖光を蓄たくわえている。

　その声にゲイツは振ふり返り、そしてライオットの企くわだてに今いま更さら気がついた。

〈時を稼かせいだな、戦せん鎧がい鬼き！〉

「神パ聖イ炎ロ熱マ堕ニ撃ア！」

　叫きよう喚かんと同時に、目にもとまらぬ高速で古代神聖文字がゲイツを包囲する。

　帯状の文字列は、頭頂から足あし下もとまで隙すき間ま無く血盟者を捕とらえると一気に火か炎えんを放射した。

〈がああああっっ！〉

　創世神かみの炎ほのおが、ゲイツの肉体を装そう甲こう鎧よろいごと灼やいていく。

　その一撃で魔導ノイズの維い持じ力りよくが途と切ぎれたのか、ジードの身体からだはどうと地に墜おちた。

「と、解けたのか！」

「まだです、でももう少し！」

　弛し緩かんした呪じゆ縛ばくに気づき、イルシィはさらに集中力を高めた。

「今なら私の力でもなんとかなります！」

　歯を食いしばって、微び弱じやくな聖光を送り込む。

　だが執しつ拗ようにまとわりつく炎えん撃げきを払はらうように、ゲイツは戦せん斧ぷを振り回した。

　その異常なまでの持久力に、ジャスティスは顔面を蒼そう白はくに転じた。

「き、効かないのか！」

　その言葉にライオットも戦せん慄りつした。

　奇跡増幅デイストーシヨンの時間は十分稼かせいだ。決め手となるべき、一撃のはずだった。

　しかし余力を失ったジャスティスは、もう地に膝ひざをついている。

　苛か烈れつな奇跡増幅デイストーシヨンの疲ひ労ろうが、一気に少年の力を奪うばい取っていたのだ。

　そして全身を炎ほのおに包まれながらも、ゲイツは戦斧を横に薙なぎ、古代神聖文字の包ほう囲い網もうを真っ二つに食い破ったのだ。

〈代だい償しようは高いぞ、聖戦官クルセイダー！〉

　火だるまのゲイツは、ジャスティスの頭上へ戦斧を振りかぶった。

　燃えさかるその双そう眸ぼうは、すでに逆上の極きわみにある。

〈貴様如ごときに我わが身が……！〉

「ジャスティス、逃にげてっ……」

　ライオットは、大たい剣けんの切っ先をゲイツに据すえ、横合いから突つっ込んだ。

　だがそれより早く、巨きよ大だいな影かげがジャスティスの前に立ちはだかった。

「バルクっっ！」

　ライオットとジードが同時に叫さけぶ。

　駆かけだした槍そう士しバルクは、素す手でのままゲイツの突とつ進しんに割り込んだ。

　血けつ盟めい者しやは雄お叫たけびを上げて、戦斧を叩たたきつけた。

〈邪じや魔まだあっっ！〉

「バ、バルクさん！」

　顔を上げたジャスティスの全身に、どす黒い鮮せん血けつが降り注ぐ。

　バルクの肩かた口ぐちに命中した戦斧は、そのまま肩けん胛こう骨こつをへし折り、胸の半ばまで達していた。

　あふれた血潮が、噴ふん水すいの如く辺りに飛び散った。

「バルクーっっ！」

　まだ身動きのとれぬジードは、戦友に絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせた。

　だがバルクは黙だまったまま、己おのれの身体からだに突つき刺ささった戦せん斧ぷをがっちり握にぎりしめていた。

　その不ふ屈くつの行動に、ゲイツですら驚きよう愕がくを面おもてに表した。

〈き、貴様、何を……！〉

　言いかけた視線が、ようやくライオットを捕とらえる。

　大剣を握った戦せん鎧がい鬼きは、視覚精度を最高値まで高め、血盟者の全身をくまなく走査していた。視線は瞬またたく間に、分厚い板ばん金きん鎧よろいの継つぎ目を探し当てる。

「バルクから離はなれんだよ！」

　ライオットは、突き上げるように切っ先を振ふるった。

　聖せい鋼こうゾダニウムの刃やいばは、血盟者ゲイツの右脇わきの下へ深々と突き刺さる。鎧の途と切ぎれたそこを、易やす々やすと突き抜ぬけ、一刀はゲイツの肉体にまで達していた。

〈ががががっっ！〉

「この腕うで、もらった！」

　一いち撃げきをさらに突き入れ、背負い投げるように刃を振り抜く。

　ライオットの強ごう引いんな斬ざん撃げきはゲイツの身体から飛び出し、同時に血盟者の右腕を肩口から切り飛ばしていた。

〈ライオットおっっ！〉

　憤ふん怒どの声を上げ、ゲイツは仰のけ反ぞって悶もだえる。

　だが片手で戦斧を握ったその姿は、耳みみ障ざわりな雑音と共に次元歪わい曲きよくの彼方かなたへ消え去っていった。後に残された片腕は、じゅうじゅうと湯気を上げ蒸発していく。

　そしてバルクの巨体も、ゆっくり砂地へと沈しずみ込んだ。

「バルク！　バルク！」

　ようやく縛いましめから脱だつし、ジードが戦友に這はい寄った。

　血だらけの胸を揺ゆすぶり、ばかでかい手を両手で握る。

「バカ野や郎ろう、何やってんだ！　返事しろ、バルク！」

「バルクさん！　バルクさん！」

　疲ひ労ろうをおして、ジャスティスも巨体に近づいた。

　少年は、三度目の奇跡サウンドのために聖印を結ぼうとする。

　だが目前に倒たおれる槍そう士しは、すでに命数を使い果たしていたのだ。

「バ、バルクさん……」

「戻もどってこい、バルク！　バルク！」

　屍しかばねを抱だきしめ、ジードは号ごう泣きゆうを吐はき出した。

　イルシィも声を無くして、巨きよ漢かんの死を傍ぼう観かんするだけである。

　ため息を吐ついたライオットは大たい剣けんを背にしまうと、岩いわ陰かげのレイチェルに歩み寄った。

「み、みんな……みんなは……ライオット……」

「バルクが逝いったわ」

　超ちよう然ぜんと、ライオットはその死を告げる。

「後のみんなも連れ去られて……」

　ああ、とレイチェルは顔を覆おおって嗚お咽えつした。自分の弱さに涙なみだがあふれる。

　その悲しい頰ほおを、魔ま犬けんグスタフがしきりに舐なめ始めた。

「……あいつには勝てない……」

　ライオットは、絞しぼり出すように悔くやしさを声にした。

「……あたしも……ジャスティスでさえも……」

　勢いを無くした濁だく流りゆうに、つぶやくように繰くり返した。







　　　【第四章　ゾズウェル／奪だつ還かん】







　純白の空間であった。

　どこまでも高くそびえ、どこまでも広がるその場所は無限にさえ思える。

　壁かべやドア、調度品の類たぐいもありはしない。

　それでも確かに、その空間はひとつの部屋なのだ。

　真白き宇宙。そんなものがあるとするなら、まさにこの空間の事だろう。

　その宇宙にひとつ、白く輝かがやく球体がにわかに現れ出た。

〈今ひとつ、私の方から討とう議ぎを申し入れたい……〉

　白球はしわがれた男の声で、周囲の虚きよ無むに呼びかけた。

〈我わがアトラスの領土にて、看過できぬ事態が起こっておる〉

　応じるように、その周囲に幾いくつもの光球が浮うかび上がった。

　金、銀、赤、青、黄、緑、黒、紫むらさき、灰……光はそれぞれ識別色を有している。

　最後に虹にじ色いろの球体と、常に色を変転させ続ける球体が出現した。

　十二の球体は、向き合って大きな輪を造り上げた。

〈ゾアナ砂さ漠ばくのことですね、白の教きよう皇こう殿どの？〉

　銀色の球体が、優やさしい女性の声こわ音ねで問いかけた。

〈邪神将アーシユラオログ・ゼイの復活が確かく認にんされたとか……〉

〈邪神将級アーシユラ・クラスだと？〉

　赤の球体が、落らく胆たんするようにつぶやいた。

〈わざわざ我ら十二教皇が揃そろって討議すべきレベルの問題ではないな、現場に任せよ〉

〈そうできれば良かったのだが……〉

　白球も、苦く笑しようを交えて思念を交感した。

〈前線に最も近いダーラスの聖教会から報告が参った。復活阻そ止しのため、巡じゆん礼れいの聖戦官クルセイダージャスティスがゾズウェルの遺い跡せきに向かったと……〉

〈ほお……〉

　ざわつく一同の中で、金色の球体は冷静に若者の声で思念を伝えた。

〈かの者、よほど邪じや神しんの勢力と引き合うと見える。これで何度目か……〉

〈だが力量はあるはずだ。我がザクセンにてゾダニウム鉱山をも守り抜ぬいた〉

　黒い球体が、威い厳げんのある声で断言した。

〈今度も任せてよいのではないか？〉

〈黒の教皇殿も意外に甘あまいお考えで……〉

　横から黄色の球体が、壮そう年ねんの女声で警告した。

〈かの者が戦った邪神は、未いまだ邪ブ神エ侯ル止まり。邪神将アーシユラを討うつに足りる奇跡サウンドは、未取得のはず。許可を与あたえるにも、我らの間では……〉

〈そうだ、意見の一いつ致ちを得ておらぬ〉

　憤ふん然ぜんとするように、白球が再び思念を広げた。

〈だが現地に最も近い聖戦官クルセイダーはジャスティス。復活阻止ができるなら、私は今一度、ご一同に許可を賜たまわりたい。より高位の奇跡サウンドを与える許可をな……〉

　しばし沈ちん黙もくが続いた。そして騒そう然ぜんとなる。

〈未だ運命が定まらぬ。時期尚しよう早そうじゃ〉

〈いや、もはや懸け念ねんの時期は過ぎた。彼に託たくそう〉

〈その判断の根こん拠きよを聞きたいものだ。証明できるか〉

　そしてふと、虹にじ色いろの球体がふるふると揺ゆらめいた。他ほかの球体が一いつ斉せいに押おし黙だまる。

　虹色の球体は一同を見み渡わたし、清せい廉れんな女声を響ひびかせた。

〈……これも運命です……〉

〈我らはもうしばらく見守るべきでしょう。彼のことを……〉

　球体たちは、沸ふつ騰とうした思念を自ら鎮しずめていった。

　そして今一度、虹色の球体が思念を拡散させる。

〈ただし信じるのです。彼と……彼の苦行を……〉

　そう言って、沈黙する。

　一座は静まり返り、その視線をひとつの球体へと集め始めた。

　一度も発言せず、わずかの動どう揺ようすら見せなかった唯ゆい一いつの存在へ。

　常に変転を続ける多た彩さいな球体へと……




　日にち没ぼつは、急速に辺りを闇やみへと変えていった。

　星の無い夜空の下、行き過ぎる黒風に逆らうように、大地に長なが槍やりが突つき立っている。

　バルクに似合いの、寡か黙もくな墓標であった。

「願わくは聖ロカの暖かき御み下もとへ……」

　ジャスティスは聖印で十字を切ると、水すい筒とうの水を長槍に振ふりまいた。

　すぐ側そばで十字を切るイルシィも祈いのりの言葉を捧ささげ、死者へ手た向むけの聖水をかける。

　希き宝ほう石せきエメジストの力を付ふ与よされた水すい滴てきは、闇の中にほのかな光を瞬またたかせた。

　ライオットは、そんな二人の背中をしばし見つめるだけであった。

「かなわなかったね、僕ぼく……」

　寂さびしげにつぶやくと、ジャスティスは相棒に振り返った。

「僕の力ではどうにもならなかった。あれが……力の差なのかな……」

「向こうもそう思ってるわ。悔くやしがってるのは同じよ」

　ライオットは、墓標を見つめたまま唇くちびるを動かした。

「あのゲイツとかいう血けつ盟めい者しや……さすがは邪神将アーシユラの魔導ノイズを使うだけはあるわね。今までのやり方じゃ歯が立たないわ」

「もう一度、戦うことになるのですか？」

　問うイルシィに、戦せん鎧がい鬼きは小さくうなずいた。

「ええ、何度でも……どちらかが力ちから尽つきるまでね」

　修しゆう祓ばつ官かんの少女は、心配そうにジャスティスを見つめる。

　ジャスティスの奇跡サウンドとて、初めて見る者には信じがたい力として映ったはずだ。

　だがゲイツは、その奇跡サウンドをくい破ってバルクを倒たおした。

　その死に様にジャスティスを重ね、イルシィは震ふるえる肩を抱だきしめた。

「無理だと思われるならもうここで……」

「いや、無理でもゾズウェルに行くんだよ。みんなが捕つかまってるんだもの」

　ジャスティスも寂せき寥りよう感かんを振ふり払はらって、毅き然ぜんと応こたえた。

「奴やつはみんなを邪じや神しん復活の儀ぎ式しきに利用するつもりなんだ。ぐずぐずしてたら、取り返しがつかなくなるよ。急いで助けなくちゃいけない。けど……」

「ええ、場所は特定できてるわ」

　相棒の視線に気づいて、ライオットは微び笑しようを見せた。

「ゲイツの魔導ノイズ線パターンを追つい跡せきしたから間ま違ちがいないわ。奴はゾズウェルにいる」

　もっとも、と言ってライオットは言葉を切った。

「どこに居るかまでは分からないわよ。ゾズウェルの地図データもないし」

「かつてのゾズウェルはかなり栄えた都市です。市街地の規模も大きいと思います」

　イルシィは、闇やみに消えた地平線を指してそう言った。

「場所を特定するのが先決だと思いますが……」

「現地で迷えば、敵の懐ふところでうろうろするようなもんね。だとすると……」

　ライオットは、大きなため息をひとつ吐はいた。

「あたしより高精度の魔導ノイズ線測定機能が必要不可欠だわ。ジードの体内にあるはずのね」

　その言葉で、ジャスティスとイルシィは視線を動かした。

　少し離はなれた岩山の陰かげには、もう焚たき火の明かりが見えている。

　そこに見えるジードの背中は、もうずっと小さくなったままであった。




　焚き火の側そばでは、グスタフが悠ゆう然ぜんと寝ねそべっていた。

　魔ま犬けんは疲つかれ切ったのか、ぐっすりと眠ねむっている。

　レイチェルは戦いの疲れを癒いやすように、その首筋をずっと撫なでさすっていた。

「一人でもいいからさ……助け出そうよ」

　猟りよう犬けん使づかいは、ジードにもう一度繰くり返した。

「みんな隊長が来てくれるって信じてるよ。助けに行かなきゃ、みんな邪じや神しんの餌え食じきだよ」

「分かってるさ、そんなこと……」

　長なが槍やりをしがみつくように抱かかえ、ジードは一心に焚き火を見ていた。

　彼の周囲には、無数の武器弾だん薬やくが並べられていた。濁だく流りゆうに沈しずんだトラックから必死に回収した、なけなしの装備である。

　だがジードの瞳ひとみに覇は気きはなく、視線もずっとうつむいたままである。

「分かってるけど……俺おれには勝てねえ。俺じゃ、あいつら助けてやれねえんだよ！」

「そんなの、分かんないわよ！」

「分かるさ！　見事に今日、負けたよ！」

　枯かれ枝を火に投げつけ、爆はぜる炎ほのおに目を細めた。

「勝負にもならなかったじゃねえか……俺の力も……俺の策も……」

「それはさ……」

　レイチェルは気まずそうに、口ごもる。

　彼女とて、何か策がある訳ではない。

　沈ちん黙もくする猟犬使いの横で、ジードは親指の爪つめを悔くやしそうに嚙かんだ。

「俺だって考えてるさ……みんなを救う方法をな……だけど一体どうすりゃ……」

　レイチェルは、初めて見るジードの表情に気き遣づかう視線を送った。

「でもとにかく行くしかないわよ、みんな待ってるわよ」

「ああ、けどもう失敗はできねえんだ」

　ジードは、苛いらつく気持ちを剝むき出しにして砂をつかんだ。

「失敗したら、あいつらの命はねえ。けど策を練ろうとしても……ちらつくんだよ」

「なにが？」

「バルクの死に顔がな……」

　つかんだ砂を岩いわ陰かげにぶちまける。
















　傭よう兵へい隊長は砂の上の超ちよう小こ型がた誘ゆう導どう弾だんを撫なでると、戦友の死に様を思い起こした。

「俺のせいであいつは死んじまった……なんだってあいつ、俺のことを……」

　ジードは乱れた黒くろ髪かみをさらに搔かきむしる。

　その時、砂を踏ふむ足音が近づいてきた。

　大たい剣けんを背負ったライオットが、焚き火の側そばに腰こしを下ろしたのだ。

「ライオット、あのさ……」

「バルクはみんなのこと考えてたのよ、きっと」

　レイチェルの言葉を優やさしく遮さえぎって、ライオットは言った。

　その言葉にジードが視線をゆっくり上げる。

「何を……考えてたって？」

「捕とらわれたみんなのことよ。せめてジードだけでも助ければ、後のみんなも助けてくれるはずだ……そう思ったんじゃないかしら」

「そんな……」

「彼も傭兵でしょ。それくらいの計算はできたはずだわ」

　ライオットは冷静に顧かえりみて、シロン茶の入ったポットを引き寄せた。

「だからジャスティスのことも助けてくれたのよ。いい傭兵だったわね……」

「お前に何が分かるんだよ！」

　ジードは、ライオットの腕うでをつかんでそう叫さけんだ。

「俺はあいつと長いつきあいだった！　あいつとはずっとうまくやってきたんだ！　お前なんかにバルクの何が分かるんだよ！」

「だったら……彼の最後の思いも分かるはずよ」

　落ち着いた声で、ライオットは言い聞かせた。

「分かってるぶん……辛つらいと思うけどね」

　しばし息をつぐむと、やがてジードはあきらめるように脱だつ力りよくする。

　その口から重い吐と息いきと共に、小さな言葉がこぼれ落ちた。

「ああ、そうだよ……いい傭兵だった……」

　ライオットは、カップにシロン茶を注ぐとゆっくり一口目をすすり上げる。

　そこへジャスティスとイルシィも、焚き火に戻もどってきた。

「僕たちには時間がありません、ジードさん」

　グスタフの側に座すわると、ジャスティスは話を切りだした。

「移動手段は徒歩だけです。ゾズウェルまでは、六時間ぐらいかかるでしょう。今から数時間の仮か眠みんを取ったら、すぐ出発しようと思うんです」

「ゾズウェルへ行くのか……？」

　ジードの問いに、イルシィが大きくうなずいた。

「諸悪の根元はゾズウェルです。生いけ贄にえを得て邪神将アーシユラが復活したとなれば、もはや私たちだけではどうにもできません。復活そのものを阻そ止しすべきです」

「ま、それは聖教会的意見よね」

　シロン茶を飲みながら、ライオットが無理に微笑ほほえんだ。

「ジードたちにしてみれば、仲間が捕とらわれてるんだもの。目的は、救い出すだけになるわ。邪じや神しん退治まで頼たのむのは、無理ってもんよ」

「いや、だけど……」

　相棒の言葉に、ジャスティスが首を横に振ふった。

「僕だって、邪神将アーシユラ相手なら勝てる公算は少ないよ。最悪の場合、みんなを助け出すだけで精せい一いつ杯ぱいかもしれない」

「でも最悪だとしても、人ひと質じちだけは助け出すんでしょ？」

　ライオットは、嬉うれしげに小さなジャスティスを見下ろした。

「なら最高の場合はどうすんの？」

「もちろん、血けつ盟めい者しやを退治して、邪神の復活を阻止する……だよ」

　ジャスティスも、無む邪じや気きに笑ってシロン茶をカップに注いだ。

「僕としては是ぜ非ひ、そうなってもらいたい」

「都合のいい見通しね。あたし、好きだわ」

　二人は、揃そろってカップを口にした。

　だがその二人を前にして……

「なんでお前ら……そんな簡単に助けに行けるんだ？」

　問うたジードに、ジャスティスが目を丸くした。

「えっ、それは……助けたいからですよ」

　当然のことのように言う。だがジードはかぶりを振った。

「俺だって助けたいさ、俺の仲間だ！　けど……かなわねえだろ！」

「そうかもしれないわね」

「お前らの仲間でもない、だったらなんで……」

　問い続けるジードに、ライオットは軽く微笑ほほえんだ。

「だからあ、助けたいからよ」

　ライオットは相棒と同じ答えを繰くり返し、カップを砂地に置いた。

「あんた……失敗して、また仲間を失うのが怖こわいのね？」

「なんだと！」

「そうでなかったら……もう一度負けるのが怖いんだわ」

「ライオット、てめえ！」

　腰こしを浮うかせるジードを手で制し、ライオットは先を続けた。

「みんなの前でもう一度負けるのが怖いんじゃないの？　別に、あたしはそれでもいいと思うけどね……助けに行かないよりは」

　ジードは身体からだを浮かせたまま、動きを停止させる。

　唇くちびるを嚙かむ傭よう兵へい隊長の苦く渋じゆうは、ライオットにも痛いほど伝わっている。

　だからこそライオットは、赤い瞳ひとみから強い光をきらめかせた。

「……迷う必要、ないと思うわよ」

　その言葉にジードは、思わず視線を逸そらす。

　ライオットは仕方なさそうに立ち上がり、服の裾すそから砂を払はらった。

「どこに行くの、ライオット？」

「見回って来るわ、喋しやべるのに疲つかれちゃった」

　そう言うと、汚よごれた外套マントをひるがえす。

「出発まであたしが起きててあげるから、みんな眠ねむってていいわよ」

「そんなあ、それじゃライオットが疲れるよ！」

　だがジャスティスの声を無視し、戦せん鎧がい鬼きは岩場を飛び越こえた。

「いいのよ、あたしは戦鎧鬼なんだから！」

「ライオットさん！」

　イルシィも声をあげる。

　だがライオットは、もう夜の闇やみの中へ溶とけ込んでしまった。

　後には不自然な静せい寂じやくだけが残っている。

　その真ん中でジードは一人、自分の不ふ甲が斐いなさに苦しんでいた。




「……なんで……俺を責めないんだ、こいつ……」

　ジードは夜半を過ぎても、ずっと焚たき火に枯かれ枝をくべていた。

　視線の先では、ジャスティスとグスタフが並んで眠っている。

　静かな寝ね息いきをたてる少年の寝顔に、ジードは自じ嘲ちようするような笑えみを浮うかべた。

「ライオットもそうだ。あいつらの策を受け入れずに……俺は強ごう引いんにここへ来た。そのせいでみんなは捕とらわれて、バルクは死んじまった……」

「隊長のせいじゃないって」

　レイチェルも、もう三杯ばい目のバンジルコーヒーを飲んで断言した。

「別ルートを行ったって、襲しゆう撃げきはあったかもしれない。考え過ぎよ」

「お前もそうだよな、レイチェル？」

　ジードは、ふと副官に微笑ほほえみかけた。

「俺のしくじりを責めたりはしない。なんでだよ？」

「そ、それはさあ……」

　レイチェルは、流れる金きん髪ぱつを乱暴に搔かいた。

　その困こん惑わくに、焚き火の向こうから微笑む者がいた。

「みなさん、分かってるんですよ。ジードさんが優やさしい人だって」

「イルシィ……」

　ジードは依い頼らい主ぬしの少女に視線を向けた。

　イルシィも今夜は眠ねむるつもりはないらしい。

　小さな膝ひざを抱かかえて、少女は少しずつ口を開いた。

「仲間の人には優しいって分かってるから……たとえ捕つかまっても必ず助けに行くと信じてるんですよ。それは捕まったみなさんも……バルクさんも同じだと思います」

「俺が優しい？　バカ言えっ！」

　ジードは、修しゆう祓ばつ官かんの少女を睨にらむように言う。

　だがイルシィの言葉は怯ひるまなかった。

「あなたはみんなを守るために、たくさんお金を稼かせぎました。それだって優しさのひとつです。誰だれかのために一生懸けん命めいになってるから……きっとジャスティス様もライオットさんも本気で責めることはしなかったんですよ」

「しかし……」

「その気持ち……今、捨てるんですか？」

　イルシィは、真まっ直すぐに問いかけた。

「あなたはみんなのために戦ってたはずです。その戦い、ここで止やめるんですか？」

　その問いに、ジードの中で何かが蘇よみがえった。

　何年も続けた傭よう兵へい稼か業ぎようの日々が、一いつ瞬しゆんにして脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

　そこにあるのは辛つらい戦いではなく……仲間たちの笑え顔がおであった。

（あの時間を取り戻もどしたい、絶対に……）

（そのためなら俺は……）

　ジードは、ふと視線をイルシィに戻した。

　今いま更さら、依頼主の少女を見つめ直す。常に毅き然ぜんとした態度を示したイルシィに、今度は傭兵隊長が問いかけた。

「あんたもそうだったのかよ、イルシィ？」

「え？」

「あんたも俺を信じてくれたから……母親を殺されても金を払はらってくれたのか？」

　イルシィは、もう記き憶おくの彼方かなたにしまい込んだ瞬間を思い起こし、小さく微笑ほほえんだ。

「そうかもしれませんね……」

　ジードは、沈ちん黙もくした。

　周囲のそんな気持ちに気づかなかった自分が情けなかった。

　かつては気づいていたのだ。仲間たちと信しん頼らいし合っていた日々が確かにあった。

　だがその幸せな日々を……

（俺は……）

　そしてたった一人、側そばに残った仲間に顔を振ふり向けた。

「すまない、レイチェル……」

　言ってジードは、彼女の手に自分の手を添そえた。

「俺、忘れてたんだな。お前らのこと……」

「ううん、あたしも……一瞬、隊長のこと、信じられなくなったから……」

　正直にうち明け、猟りよう犬けん使づかいはジードの手を握にぎりしめた。

「あたしの知ってる隊長は、優やさしい人なんだよ。けどイルシィのお袋ふくろさんを斬きった隊長は……優しく見えなかった。いつもの隊長じゃなかったんだよ」

　そして握る手に力を込こめた。

「でももういい……あたしの知ってる……いつもの隊長に戻ったから……」

　思いを心に刻み込むと、ジードは小さな金属箱を片手で引き寄せた。

　中には浸しん水すいをまぬがれた契けい約やく書しよが山と積まれている。

　それをまとめて焚たき火に放ほうると、ジードは飛び交かう火の粉を笑い飛ばした。

「こんな約束に振り回されて、大事な約束忘れてたよ……」

　一枚残らず契約書を焼き捨てると、傍かたわらのジャスティスを見下ろした。

「こいつにも感謝しなきゃいけねえな……なんかすっきりしたよ……」

　邪じや気きのない寝ね顔がおに、思わずジードも顔を緩ゆるめる。

「迷いもなく戦ってる、誰だれかのために……俺が忘れてたもの、見せつけてくれたぜ」

「簡単に聞こえるけど、誰にでも出来ることじゃないわ」

「ああ、身を捨てて、俺の仲間を助けようとしてくれてるのに……そんな奴やつを血けつ盟めい者しやだなんて疑っちまった……」

　レイチェルの手を握りしめ、うなずき合う。

　だがイルシィは、わずかに躊ちゆう躇ちよしながら唇くちびるを動かした。

「でも……何か事情があるようですね、ジャスティス様」

　思わずジードとレイチェルは、顔を強こわばらせた。

「おい、まさかだろ？」「そんな、この坊ぼうやが……」

「いえ、血盟者だとは私も思っていません。けど……」

　イルシィは、風にそよぐジャスティスの金きん髪ぱつを撫なでてやった。

「疑われても仕方ない……何かを背負ってらっしゃるようです。何か分かりませんが」

　イルシィは、奇跡サウンドの行使に悩なやむジャスティスの涙なみだを知っていた。

　そしてその涙を優やさしく抱だきしめるライオットの姿も……

　二人の思いには、わずかな偽いつわりすら感じられなかった。

「だから……助けに行くの？」

　脅おびえたようにレイチェルが訊いた。

「自分が聖戦官クルセイダーだって証明するために、あたしたちの仲間を……」

「それも違ちがうと思うんですよ。ジャスティス様は純じゆん粋すいに……お優しい方です。そんな計算で動く方じゃありません」

「そうだな、こいつの生き方は不器用だ。けど……」

　笑って、ジードも顎あごを撫なでた。

「ジャスティスに迷いはねえよ。自分の進む道が正しいと信じてる。ライオットもそれを……信しん頼らいしてるんだろうな。でなきゃ、ついてはいかねえさ」

　傭よう兵へい隊長は、遠くの闇やみに目をやってつぶやいた。

「ライオットは人ひと喰くい竜りゆうと呼ばれて恐おそれられた傭兵だ。それこそ俺と同じような生き方をしてきたはずなんだ。だけど今はそうじゃない」

「ジャスティスのせいなの？」

「恐おそらくな。どういういきさつがあったか知らねえが……」

　問うレイチェルに、ジードは深くうなずいた。

「……二人の間には迷いがねえ。どんなことがあっても……お互たがいを信じていけるんだろうな。ずっと変わらずに……」

「あたしだって……そうだよ」

　レイチェルはもう一度、ジードの手を強く握にぎりしめた。

　ジードは、その温ぬくもりを離はなしたくなかった。

　その温もりこそが、何より大事なものだったのだ。

「…………」

　見つめ合う二人に顔を赤らめると、イルシィはゆっくり立ち上がった。

　長衣を身体からだに巻き付け、離れた岩いわ陰かげまで立ち去っていく。

　その背に感謝しながら、ジードはレイチェルを引き寄せた。

　触ふれるように軽く、その唇くちびるに口づける。

　レイチェルは脅おびえたように、一いつ瞬しゆん身体を硬かたくした。

　だが唇を離し、見つめ合った後……

　今度はしがみつくように、ジードの唇へ自分のそれを重ねていく。

　ジードも貪むさぼるように、レイチェルの身体を強く抱だきしめる。

　忘れていた何かが、腕うでの中でむせび泣いていた。




　風は、いっそう激しさを増していた。

　横よこ殴なぐりに大地を疾しつ走そうする疾風が、奇き怪かいな風鳴りをもって侵しん入にゆう者しやたちを歓かん迎げいする。

　その横風に逆らって、ジャスティスはようやく稜りよう線せんの頂に出た。

「な……んだ、これは……」

　眼下の光景に声をひきつらせる。

　長い道のりを歩き終えたライオットも横に並ぶと、一瞬我わが目を疑った。

「これが……ゾズウェルの遺い跡せきなの？」

　つぶやくと、視線を左右に動かしてその偉い容ようを確かめた。

　急きゆう斜しや面めんの遥はるか下には、崩くずれ落ちた環かん状じようの防ぼう壁へきがそびえている。長年の風害に耐たえたその壁かべこそが、かつて都市ゾズウェルの外がい郭かくを成していたのであろう。

　だがよく見れば、その壁面にはびっしりと毒々しい色しき彩さいの血脈が縦横に走っていた。

　所々には腫はれ物のような膿うみが、肥こえ太って貼はり付いている。その大きさとて、差し渡わたし五メートルはあるだろう。脈動する膿は時折破は裂れつし、どろりとした黄色い粘ねん液えきを垂らしている。湯気を上げる粘液の悪あく臭しゆうが、ここまで臭におってきていた。

　さらに防壁の中には、無数の建築物が乱立していた。

　無論、人間の成したものではない。赤や黒のまだらに塗ぬられ、みな奇き妙みようにねじくれている。幾き何か学がく的てきな美しさを一いつ切さい否定した外観は、見る者の目を狂くるわせるに十分なものだ。

　建物の間からは、空中に向かって無数の樹木が伸のび生えている。

　それとても植物なのかどうか判然としない。繊せん毛もうを生やした海草のような物が高さ二、三〇メートルにも成長し、ゆらゆらと黒風にそよいでいる。

　全すべてが、吐はき気を催もよおすような代しろ物ものであった。

「邪じや神しんの都市……なんでしょうか？」

　ジャスティスの背後で、イルシィが背筋を震ふるわせる。

　聖戦官クルセイダーの少年は、杖つえを強く握にぎると息を吞のみ込んだ。

「……確定はできないけど、たぶん」

　ジャスティスも、その姿をくまなく捕とらえようと眼光を鋭するどくした。

「邪神の住む異次元の様子は、ほとんど記録にないんだ。もしかしたら僕たちは、その異次元の世界をかいま見ているのかもしれない」

「しっかし気分の悪い見せ物ね」

　ライオットは、いったん視線を外して舌打ちした。

「なんだか街全体が生きてるみたいじゃない」

「いや、本当に……生きてるんだよ」

　ジャスティスの言葉に、ライオットもイルシィも言葉を失った。

　聖戦官クルセイダーであるジャスティスの洞どう察さつに間ま違ちがいはない。

　恐きよう怖ふが、臓ぞう腑ふの奥おくをぎりぎりと締しめ付け始めた。

「な、なによ、これ……！」

　遅おくれて、レイチェルの悲鳴が谷間にこだました。

　すでに魔ま犬けんグスタフは毛を逆立て、喉のどの奥で威い嚇かくの声を鳴らしている。

　街を見下ろしたレイチェルは、ごくりと唾つばを吞み込んだ。

「生きて帰れないわね、本当に……」

　だがその肩かたを、追いついたジードがぽんと叩たたいてやった。

「そんなこと考えるなよ、俺から離はなれなければいい」

　傭よう兵へい隊長は、背に大きな背はい囊のうを背負っている。武器と食しよく糧りようを詰つめたそれをふと下ろすと、見上げるレイチェルに顔をほころばせた。

「必ず全員、助け出すぞ。ダーラスで家族みんなが待ってるんだからな」

「うん、そうよね……」

　見つめ合う二人を、ライオットは横目で眺ながめた。

「気合いは十分だけど、見通しはどうなの？　中の様子は？」

「確かに生きてる……んだろうな。そうとしか思えん。だが……」

　傭兵隊長はゾズウェルの街まち並なみを見ても、さしたる感かん慨がいもなく言い切った。

「生きてるってことは、あの街に命があるってことだ。だったらその命を断てばいい」

　ジードは事も無げに言って、ライオットを見た。

「生まれた命はいつか必ず死ぬ……その法則が邪じや神しんにも当てはまることを俺は祈いのるぜ」

「分かった、あたしも今から必死に祈るわ」

　ライオットは、心を鎮しずめるようにジードに笑いかけた。

　すでにジードの目にも迷いはない。

　傭よう兵へい隊長は街を見下ろし、背中からゾダニウム製の長なが槍やりを引き抜ぬいた。

「街に微び弱じやくな走査波を送りこんだ。波の反射によって内部構造もほぼ把は握あくできたぜ」

「どうなの、中の様子は？」

「気分がむかつくぜ、まるで内臓だ。腸みたいな回かい廊ろうがぎゅうぎゅう詰づめになってる」

　その表現に、ライオットは顔をしかめた。

「で、どこから攻せめるの？」

「目的は人質の奪だつ還かんだ。まずその居場所に迫せまりたい。それを知るために……」

　ジードは小さく息を吐はいた。

「……街の中ちゆう枢すうにいきなり斬きり込む」

　その言葉に、ジャスティスとイルシィが唇くちびるを嚙かみしめた。

　ライオットは平然と、その策を値ね踏ぶみする。

「へえ……」

「全すべての回廊が接続する空間が北側にある。そこを叩たたこう。できれば人ひと質じちに関する何らかの情報が欲ほしい。なくても、中枢部を麻ま痺ひさせれば時間が稼かせげる」

「さすがね、この短い時間でそこまで判断するなんて」

「長居はしたくない。一いち撃げき離り脱だつが理想だと俺は思うぜ」

　ライオットは、頼たのもしげにジードにうなずいた。

　ジャスティスも嬉うれしそうにその説明に聞き入っている。

　ジードはもう、歴戦の傭よう兵へい隊長の力を取り戻もどしていたのだ。

「でも血けつ盟めい者しやの迎げい撃げきを受けたらどうします？　策はあるんですか？」

「それは僕に……僕に考えがあります」

　イルシィの問いには、ジャスティスが静かに答えた。

「あの血盟者や邪じや神しんを倒たおせないまでも、脱だつ出しゆつの時間くらいは稼ぐつもりです」

「頼たよりにしてるぜ、お坊ぼつちゃま」

　ジードは、以前とは違ちがって親しみを込こめた声でそう言った。

「奴やつらも二度しくじるつもりはないだろう。今度は仕留めようと、何らかの罠わなを張ってる可能性もある。俺ももう、罠はごめんだよ」

　傭兵隊長はそこで、狡こう猾かつな微び笑しようをも復活させた。

　ジードの声には、確かな自信が蘇よみがえっていたのだ。




〈奴らも意外に早いではないか……〉

　接近する侵しん入にゆう者しやに気づくと、女の思念は軽い驚おどろきを面おもてにした。

〈まあゲイツの傷がまだ癒いえぬのなら、私が迎むかえ撃うつとしよう〉

〈それで事は済むと思うがな……〉

　言うと、思念は大きく身をよじった。

　不可視であった思念が、見る間に女性の裸ら体たいへと実体化していく。

　血の気を失った真っ白な肢し体たいに、紫むらさき色いろの長衣が生き物の如ごとくまとわりついた。

　青い頭とう髪はつを四方に長く伸のばすと、女は額の邪じや宗しゆう紋もんを冷たく輝かがやかせた。

〈恒久監視オール・アロング・ザ塔網群・ウオツチタワー……〉

　女……血盟者イグリアは、都市にばらまかれた付帯魔導ノイズを全起動させた。

　その途と端たん、彼女の周囲の闇やみを何百もの鏡が取り巻いていく。

　正三角形を成した鏡の群は、全て異なる映像を映しだしていた。

〈さて、奴らどこから来るか……〉

〈ゾズウェルの内部は、全て私の手の中にある……〉

〈奴やつらに意表を突くほどの想像力があれば、迎むかえ撃うつ甲か斐いもあるが……〉

　と、その背後に……

　しきりと激痛に悶もだえる思念が、憤ふん怒どを撒まきながら現出した。

〈来たか、イグリア……奴らは……〉

〈我わが身をこれほどにした罪、俺の手で償つぐなわせてやる……〉

　血けつ盟めい者しやゲイツの思念は、猛たけり狂くるったような激怒にかられていた。

　ライオットに切断された腕うでも、すでにほとんど蘇よみがえっている。

　その憤激を、イグリアは冷ややかに見下ろした。

〈まだ侵入したわけではない。焦あせるな……〉

〈奴らが私の手に負えねば、貴様の出番だ。それまでは回復に務めよ〉

　命令するのか、とゲイツは怒鳴り焦しよう燥そうを剝むき出した。

〈ジャスティスを屠ほふり、オログ・ゼイ様の寵ちよう愛あいを独どく占せんするつもりか！〉

〈イグリア、貴様という女は……〉

　だが女は、その怒いかりに向き合うこともしなかった。

　悠ゆう然ぜんと、映し出されたひとつの映像を指し示す。

〈ゾズウェル防衛の指揮は私に任ぜられた。これは我が主のご意志だ〉

〈貴様は《奉ほう仕しする者》と共に復活の儀ぎ式しきを遂すい行こうせよ〉

　そして超ちよう然ぜんと、迫せまり来る事態に微び笑しようを浮うかべた。

〈今少し、時が欲ほしかったな……まったく……〉

〈運命を背負った聖戦官クルセイダー殿どのは、幸運も身につけているらしい……〉

　イグリアはなぜか、同情するような声こわ音ねを吐はき出した。

〈もっともそうでなくては運命を背負わされはしまい……〉

〈そしてその苦行もな……〉

　見上げる闇やみに、息づく気配がある。

　イグリアとゲイツを見下ろす強大な思念は、未いまだそこに巣くっていたのだ。




「下がってな！」

　ジードは叫きよう喚かんを上げるや、腕うでの超高圧荷電粒子砲ヘヴイ・プラズマ・グレネードを連射した。

　凄すさまじい初速を持ったプラズマの打だ撃げきが、肉色の壁へき面めんに立て続けに命中する。

　蒸気を上げて壁かべが裂さけると、建物全体が激痛に身み悶もだえしたかに見えた。

　だが構わずジードは、ゾズウェル建築の内部へ勇ゆう躍やくした。

「ライオット、側面を援えん護ごしてくれ！」

　左右に視線を走らせ、後続の戦せん鎧がい鬼きにそう叫さけぶ。

「先頭は俺が行く！　距きよ離りを開けてついて来い！」

「分かってる！」

　ライオットは聖せい鋼こうゾダニウムの大たい剣けんを両手に握にぎると、周囲を素す早ばやく警けい戒かいした。

　ゾズウェルの内部は、まさに生命の臓ぞう腑ふを思わせた。

　壁一面に血脈が走り、ぬめつく細さい胞ぼうめいた床ゆかはどくどくと鼓こ動どうを放っている。

　しかし恐おそれもせずに、ジャスティスとイルシィもそのただ中へ飛び込んできた。

「ジードさん、あまり僕たちから離はなれないでください！」

　すでに赤く明めい滅めつする聖せい戦せん杖じようを見ると、ジャスティスは慌あわてて叫さけんだ。

「希き宝ほう石せきが魔導ノイズを遮しや断だんできるのはわずかな距離です！　あまり先行すると、防護距離から外れてしまう！　長時間の魔導汚染ノイズハザードは命取りです！」

「だからって固まってちゃあまとめてやられるぜ、お前も無む闇やみに奇跡サウンドは使うなよ！」

　言って、ジードは方向を確かめた。

「奇跡サウンドは血けつ盟めい者しや相手の切り札に取っておけ！　それまでは俺たちが何とかするからよ！」

「後ろはあたしがカバーするわ！」

　短たん剣けんを握にぎったレイチェルが、グスタフを連れて最さい後こう尾びに現れた。

「あんたを守ればなんとか勝てるはずだからさ！」

　その言葉に、ジャスティスは力強くうなずいた。

　ライオットは左右に延のびた回かい廊ろうを一いち瞥べつすると、素早くジードと視線を合わせた。

「ジード、方向は……！」

「この先で地下に降りる！　止まらずに行くぞ！」

　グスタフが開戦の雄お叫たけびを轟とどろかす。

　五人と一頭はあたかも一個の弾だん丸がんの如ごとく、ゾズウェルの内部へと疾しつ走そうしていった。




〈侵しん入にゆう者しや、ぞずうぇる北第二回廊第四交差点を通過〉

〈ぞずうぇる北第一回廊第二交差点到とう達たつまであと四〇次元秒〉

　闇の中、めまぐるしく映像が切り替かわっていく。

　思念の周囲に展開した無数の監かん視し映像は、乾かわいた声で報告し続ける。

　だがいずれの映像も多方向から、確実にライオットたちを捕とらえていた。

〈なるほど、まずは回廊中ちゆう枢すうを攻せめるか。悪くない策だ〉

　イグリアは、冷静さを保ったまま戦せん況きようを窺うかがった。

〈回廊中枢はゾズウェル心臓部への入り口でもある……簡単に行かせはせぬ……〉

　そして両手を左右に伸ばし、赤い唇くちびるをにいっと伸のばした。

〈第一撃フアースト・レイヴ……〉

〈排撃遮断防壁アウト・サイド・ザ・ウオール！〉




「なんだあっっ！」

　叫さけんで、先頭のジードが急停止した。

　その目前に突とつ然ぜん、分厚い壁かべが立ちはだかったのだ。

　ただの壁ではない。厚さ五〇センチにも達する、ぬらぬらと濡ぬれ光る肉の壁だった。

　床ゆか面めんから盛り上がったそれは、生き物が成長するように膨ふくれ上がると、回かい廊ろうの天てん井じようや壁へき面めんと結合し完全に行く手を塞ふさいでいった。

「よまれてるのか！」

　ジードは、長なが槍やりを壁の上部に突つき刺さし、力任せに床まで振ふり下ろす。

　ゾダニウムの穂ほ先さきは、壁を真っ二つに裂さいていく……かに見えた。

「ジード、罠わなよ！」

　しかしライオットが、狡こう猾かつな魔導ノイズの罠に気がついた。

　爆ばく発はつと共に、裂け目から真まっ赤かな液体が噴ふん射しやされる。

　ジードの腕うでにかかったそれは、強酸性の威い力りよくをもって傭よう兵へい隊長の腕を灼やき焦こがした。

「つあああっっ！」

「隊長！」

　ジードの腕から立ち上る湯気に、レイチェルが悲鳴をあげた。

　それを嘲あざ笑わらうかのように、肉壁の裂け目はゆっくりと塞ふさがっていった。再生された組織には傷きず跡あとすら残っていない。

「心配するな、たいした量じゃない……！」

　腕を押おさえるジードにジャスティスが駆かけ寄った。

「冷気系統の攻撃用奇跡アタツク・サウンドなら、突とつ破ぱできると思います。やらせてください！」

「おいおい、お前の力は温存するって言ったはずだぜ、忘れっぽいな」

「だったら今の道を戻もどる？」

　ライオットも脈打つ肉壁に眉まゆをしかめ、後ろを振り返った。

「中ちゆう枢すう部ぶへの回廊はここだけじゃないわ、迂う回かいして……」

　視線を動かした時であった。

《イウォラ・エン・ゼイ……》

《イゼラ・ゼラ・ゼイ……》

　後方で、低いうなり声がこだました。

　レイチェルが短たん剣けんを構え、グスタフが後足で立ち上がる。

　狭せまい回廊の中央が奇き怪かいに歪ゆがむと、次元の彼方かなたから真っ赤な節足が姿を現した。

「レイチェル、後退して！」

　怒ど鳴なるライオットは、腰こしから拳けん銃じゆうをひっこ抜ぬいた。

「そいつ、邪神騎級アーレス・クラスだわっ！」

　咆ほう哮こうと共に、異様な邪じや神しんが次元歪わい曲きよくから躍おどり出た。

　十本ほどの太い節足をがさごそと動かし、機き敏びんに前進する姿はまるで毒どく蜘ぐ蛛もである。

　だがその胴どう体たいに当たる部分が、一同に等しく恐きよう怖ふを与あたえた。

　節足を司つかさどる胴体は、巨きよ大だいな老ろう婆ばの頭部そのものだったのだ。

《イゼラ・ゼイ！　ゼイ！　ゼイ！》

「邪神騎アーレスイウォラ・ゼイ！」

　察したイルシィをかばうように、ジャスティスが前に出る。

　短剣を投げつけたレイチェルは、素す早ばやく後ろへ飛び退のいた。

　その後退をグスタフの火か炎えんが援えん護ごする。

　しかし邪神騎アーレスイウォラ・ゼイは火炎を浴びつつ進路を変え、ジャスティスに突とつ進しんした。

「うあっっ……！」

　炎えん撃げきをものともしない邪神に、ジャスティスは思わず聖印を結ぼうとする。

　だが少年の前に、素早くライオットが走り込んでいた。

「近寄るんじゃないっっ！」

　大たい剣けんを素早く横に薙なぎ、続けて上段から振ふり下ろす。

　顔面を十字に断ち割られた邪神は、絶ぜつ叫きようを轟とどろかせていったん停止した。

《イゼラ・ゼイ！　ゼイ！　ゼイ！》

　わななく老婆の口から、ばすんっと粘ねん液えきが撃うち出された。

「イルシィ、伏ふせるのよ！」

　ジャスティスが回かい避ひしたそれは壁かべに着ちやく弾だんし、どろどろと床ゆかに溶とけていく。

　その一撃に致ち死し性せいの魔導ノイズ線量があったのを確かめ、ジャスティスは聖せい戦せん杖じようを構えた。

「ジードさん、どうします！　挟はさみ撃ちだ！」

「なんとかしたいのは俺も同じだ……ライオット！」

　だがライオットは、大剣で必死に邪神の節足を押おし退けている。

　邪神と組み合う戦せん鎧がい鬼きは、ぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「ごめんっ、たいしてもたないわ！」

　邪じや神しんの鋭えい利りな爪つめが閃ひらめくのを見て、ジードは思考を巡めぐらせた。

「こういう時は……」

　長なが槍やりを片手に握にぎると、再び腕うでの超高圧荷電粒子砲ヘヴイ・プラズマ・グレネードを剝むき出しにした。

「ふたつまとめて潰つぶすしかねえっ！」

　覚かく悟ごを決めたジードは、プラズマの狙そ点てんを邪神騎アーレスに合わせた。

「こいつは俺が片づけるっ！」

　ジードは、続けて高圧プラズマを撃ち放った。苛か烈れつな威い力りよくが轟ごう音おんを発して、次々邪神の顔面にめり込んでいく。

　悲鳴をあげる邪神が突とつ進しんを再開すると、ライオットは回かい廊ろうの脇わきへ跳とび退のいた。

「レイチェル、その陰かげに……！」

「イルシィ、僕につかまるんだ！」

　ジャスティスも修しゆう祓ばつ官かんの少女を抱かかえて壁へ逃のがれる。

　後は肉にく壁へきを背にしたジードただ一人、邪神の前に立ちはだかった。

《イゼラ・ゼイ！　ゼイ！　ゼイ！》

「タフな婆ばばあだな、老後のレイチェルみたいだぜ」

　高圧プラズマの直ちよく撃げきを受けた邪神の顔面は、体液にまみれている。

　その突進にジードは、もう一度ゾダニウムの長槍を両手で支えた。

「でもちょっとうざいんだよ、お前っ！」

　真っ向から一直線に突入する。二つの突撃が正面から激突した。

「ジード！」

　ライオットは、その無む謀ぼうな攻こう撃げきに思わず声を上げる。

　だが衝しよう突とつの寸前で、ジードは天てん井じようへ飛び上がった。

　迫せまる巨きよ体たいを果か敢かんに飛び越こえようとする。

　邪神は節足を振ふり回してはたき落とそうとするがもう遅おそい。ジードは、邪神の背後へ回り込むと、振り抜ぬくように長槍を閃ひらめかせた。

「いええええいいっっ！」

　巨体の背中を殴おう打だするように斬きり払はらう。

　衝しよう撃げきは凄すさまじく、邪神の突進は平へい衡こうを失った。それだけではない。目標を失った邪神は急停止することもできず、猛もう速そくで防ぼう護ご壁へきへと突つっ込んでいったのだ。

「伏ふせろ！　吹ふっ飛ぶ！」

　ジードの絶ぜつ叫きよう通り、潰つぶれた防護壁全体が自動的に爆ばく発はつした。

　強酸液のシャワーを浴びて、邪神騎アーレスが断だん末まつ魔まの叫さけびを響ひびかせる。

　絶命した邪じや神しんは、轟ごう音おんと共に体内から爆ばく砕さいした。

　その爆発が、今度は防ぼう護ご壁へき全体を吹ふき飛ばしたのだ。

「つああっっ！」

　回かい廊ろうを爆風と衝撃が駆かけ抜ぬける。

　しばしその圧あつ迫ぱくに耐たえたライオットは、爆発の終息と共に顔を上げた。

　晴れゆく爆ばく煙えんの向こうには、長なが槍やりを構えたジードが立っている。

「ジード、あんた……」

「片付いたぜ、ちょいと荒あらっぽいけどな」

　煤すすけた前まえ髪がみをはたいて、ジードは素そっ気けなく言った。

「突とつ破ぱ口こうは開いたぜ。でもこれからだからな、油断するんじゃねえぞ」

　防護壁は邪神と共に吹き飛び、回廊の先も露あらわになっている。

　その戦果にジャスティスが嬉うれしそうに笑いかけた。

「やりましたね、ジードさん。この調子でどんどんお願いします」

「てめえを温存してるおかげで苦労するぜ。さ、行くぞ！」

　微笑ほほえみ合う光景に、ライオットはほっと安あん堵どの息を吐ついた。

「頼たよりになる隊長ね、羨うらやましいわ……」

　イルシィも笑って、その背中を見送っている。

　うなずくレイチェルには、返す言葉すら見つからなかった。




〈邪神騎アーレス程度では、足止めにもならぬか……〉

　イグリアは、回廊を行く侵しん入にゆう者しやたちに冷たい視線を送った。

〈回廊中ちゆう枢すうまでもう間近だ〉

〈だが阻そ止し点てんは、まだ三重に構えてある。心配はない〉

　言いながら、冷静な笑みを取り戻もどした。

〈ゾズウェルの中に居る限り、我わが手中にあると同じこと〉

〈だが今少し、あがき苦しむ姿が見たいものだ〉

〈それが我が主復活への前夜祭ともなるであろう……〉

　イグリアは再度、その力を暗黒に呼び寄せた。

〈第二撃セカンド・レイヴ……〉

〈自律魔導地雷全起動マイン・オール・マイン……！〉




　ジードは回廊を地下へ下ると、新たな交差点にさしかかった。

　広い回廊の接合部からは、新たに四つの回廊が左右に延のびている。

　背に追いついたライオットは、回廊全体を見み渡わたしてから問うた。

「で、あんたの計算ではどっちよ？」

「一番左だ、それが最短距きよ離りになる」

　網もう膜まくに素す早ばやく表示される航法データにうなずくと、四方に視線を散らす。

　ジャスティスとイルシィ、そしてレイチェルとグスタフが交差点までたどりつくのを見届けると、ジードはもう一度進行方向を指さした。

「それを過ぎれば、五分とかからねえはずだ。じゃ、行くぜ」

　言って、ジードは交差点を横切ろうとした。その瞬しゆん間かん……

「うおっ！」

　足あし下もとの床ゆかが小しよう爆ばく発はつを起こした。

　床の中から、棘とげだらけの鉄球のような物が勢い良く飛び上がる。

　それはジードの顔の近くまで跳はね上がると、瞬時にして巨きよ大だいな火球に変転した。

「魔導地雷ノイズ・マインだっ！」

　気づいたジャスティスは、イルシィに覆おおい被かぶさる。

　だが対人用の魔導地雷ノイズ・マインは、ジャスティスの足下からも飛び上がった。

　膨ふくれ上がった炎ほのおはライオットたちの頭上まで達し、熱波が一同を包み込む。

「うああああっっ！」

「隊長！　ジード！」

　叫さけぶレイチェルの横で、グスタフもしきりと吼ほえ立てた。

　だが続いて交差点の壁かべから、にゅうっと奇き妙みような突とつ起きが伸のびてくる。

　無数の肉こぶのような隆りゆう起きは、鋭するどい牙きばを生やした口を大きく開けた。

　その喉のどの奥おくから凄すさまじい勢いで、黒い攻撃用魔導アタツク・ノイズの衝しよう撃げき波はが打ち出された。

「路地に入るんだ、早くっ！」

　イルシィを脇わきに逃にがすと、ジャスティスは聖せい戦せん杖じようを大きく振ふるった。

　希き宝ほう石せきメタライトで攻撃用魔導アタツク・ノイズをはたき落とすと、魔導ノイズは航こう跡せきを逸そらし壁や床に着ちやく弾だんした。ゾズウェルの体組織が無む惨ざんに飛び散っていく。

「ジャスティス様、無茶です！」

「低位の魔導ノイズだ、これで十分だよっ！」

　叫ぶジャスティスは、猛もう烈れつな速射を機き敏びんに迎むかえ撃うった。

　だが攻撃用魔導アタツク・ノイズは、一向に射撃を止める気配がない。

　それでもライオットは、床に崩くずれる傭よう兵へい隊長に這はい寄ると強ごう引いんに引き寄せた。

「ジード、しっかりすんのよ！」

「……気にするな、露つゆ払はらいが俺の役目だからな……」

　周辺では、迎げい撃げきされた魔導ノイズが次々爆ばく発はつしていく。

　吹ふき飛ばされた傭兵隊長は、頭を振って衝撃を拭ぬぐい去ろうとしていた。

「それより下へ手たに踏ふみ込むなよ……あの地じ雷らい、意外と効くぜ……」

　呻うめくジードは、左の肩かた当あてを吹き飛ばされ人工皮ひ膚ふも焼かれていた。

　ライオットはジードを路地に引き込むと、切り裂さかれた手てつ甲こうをむしり取る。

　傷ついた上じよう腕わん部ぶは、レイチェルが撫なでさすってやった。

「ねえ、隊長、もう無理しないでよ！」

「無理をしなけりゃあ、みんなは助けられねえよ……しかしこのまま進むのもな……」

　ジードは路地から顔を出し、広い交差点を遠くに見た。

　まだ迎撃の砲ほう火かは止やんではいない。ジャスティスも諦あきらめて、狭せまい回かい廊ろうに走りこんだ。

「どうします、迂う回かいしますか？」

「いや、これだけ守りが堅かたいって事は、奥おくに何かある証しよう拠こだぜ」

　体勢を整えたジードは、顎あごを撫なでてそう言った。

「と言って、ちまちま地雷を探しながら行きゃあ時間が無む駄だになる……」

「敵もそれが狙ねらいだと思うわよ」

　そう言うと、ライオットは四方の壁へき面めんを見上げた。

　周囲には、不気味に膨ふくれ上がった血脈が縦横に走っている。どくどくと動き続けるその鼓こ動どうは、驚おどろくほどに早いものだ。

　そしてその動脈の各所で、剝むき出された白い球体が濡ぬれ光っているのが見えた。

（監かん視しされてる……？）

　悟さとって、ライオットは今一度壁面の規則性を確かく認にんした。

　球体には必ず動脈が接合され、何らかの養分を受け取っているらしい。

　恐おそらくゾズウェル全体に広がったネットワークに気づいた時……

「ジード、あんたの航法データ、あたしに転送して」

「なんだよ、いきなり？」

　ライオットは腰こしから接続コードを取り出し、自分のうなじに差し込む。

　そのコードを、ジードも自分の汎はん用よう接続プラグに素す早ばやくつないだ。

「お前、まだそんな転送速度なのかよ？　それじゃ全データを送るには……」

「いいのよ、この付近だけで……来たわ、やっぱりそうね……」

　網もう膜まくに表示された都市回廊の位置を確認すると、ライオットは視線を変えた。

「イルシィ、あんたの力が必要だわ」

「わ、私のですか……？」

「どういうことなの、ライオット？」

　ジャスティスは首をかしげ、レイチェルは肩かたをすくめた。

　しかしライオットは、もう一度壁面を見上げるとおもむろに言葉を続けた。

「このゾズウェルは病やんでるの……だからあんたの力でとことん癒いやしてやるのよ」

　狡こう猾かつな響ひびきを持った声に、誰だれもが戸と惑まどいを隠かくせなかった。




〈ぞずうぇる一四四、魔ノ導イ線ズねっと切断を確かく認にん〉

〈ぞずうぇる一五八、魔導線ねっと切断を確認〉

　突とつ然ぜんの報告に、イグリアは鋭するどい怒ど声せいを放った。

〈馬ば鹿かな、切断の指示は出しておらぬぞ！〉

〈監視用魔導ウオツチ・ノイズの接続を解いたのは何な故ぜだ！〉

　だがその声にもかまわず、周囲の監視映像は次々と消えていく。

　機械的な報告も、秒を過ぎるごとに増大していった。

〈ぞずうぇる一七一、魔導線ねっと切断を確認〉

〈ぞずうぇる一六〇、魔導線ねっと切断を確認〉

　喚わめき続ける周囲に、女は怒いかりを吐はき出した。

〈何が起こっている、報告せよ！〉

〈予備の監視用魔導ウオツチ・ノイズに切り替かえろ、侵しん入にゆう者しやの映像をここへ回せ！〉

　だが初めて焦しよう燥そうを表した血けつ盟めい者しやに、さらなる機械的な報告が飛び込んできた。

〈監視用魔導ウオツチ・ノイズへのネットワークに異物混入〉

〈毎分二〇〇次元めーとるの速度で、ねっとわーくを無力化中〉

〈侵入者を捕ほ捉そくしている監視用魔導ウオツチ・ノイズ、現在の確認数ぜろ〉

　その声に呼び覚まされたように、暗黒が深く呼吸を始めた。

　周囲の闇やみを赤く明めい滅めつさせ、苦しげな息を吐き出している。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

〈我わが主よ、そんなはずは……〉

　苦く悶もんの声に、血盟者は恐おそれおののいた。

〈そんなはずはありませぬ！　奴やつらにそんな力があるなど……！〉

　だが激げき怒どをたぎらせた血盟者に、また新たな報告が聞こえていた。

〈回かい廊ろう中ちゆう枢すうで侵入者の声せい紋もん検知……突とつ入にゆうを確認しました〉




　背中から取り出した大型の手て榴りゆう弾だんを交差点めがけて放ほうり投げる。

　続けてその一弾を、ジードは超高圧荷電粒子砲ヘヴイ・プラズマ・グレネードで見事に撃うち抜ぬいた。

「伏ふせろっ、吹ふっ飛ぶ！」

　その声と同時に、交差点の天てん井じように投げ込まれた燃料気化爆ばく弾だんが炸さく裂れつした。

　交差点いっぱいに発火燃料が撒まき散らされ、瞬しゆん時じに燃え上がる。

　回廊の接合点全体が、莫ばく大だいな火球に吹き飛ばされた。

「うわああああっっ！」

　炎ほのおの渦うずが交差点から漏もれ、回廊にまであふれ出す。

　その勢いに、路地に隠かくれていたジャスティスが悲鳴を発した。

「ビビってる場合か、行くぜ！」

　飛び出したジードは、交差点へと駆かけ戻もどった。

　続くライオットもその惨さん状じようを目まの当たりにする。

　爆ばく砕さいされた交差点は床ゆか面めんをすっかり失い、より下層の回廊が剝むき出しになっていた。

　無数にしかけられた魔導地雷ノイズ・マインともども、交差点は跡あと形かたもなく消し飛んでいたのだ。

「でかい近道ができたわね」

「ああ、これでゾズウェルの心臓部は近いだろう……先に行くぜ！」

　言うなり、長なが槍やりを携たずさえたジードは下層へと飛び降りた。

「ちょっと待ってよ、隊長！　あたしも行くってば！　グスタフ！」

　叫さけぶレイチェルも、燃え残った残ざん骸がいに鞭むちを一ひと振ふりする。器用に命いのち綱づなを巻き付けると、素す早ばやくジードの後を追った。無論、その後にはグスタフが追いすがる。

　先発する二人と一匹ぴきを見送ると、ライオットは後ろを振り返った。

「イルシィ、ここはもういいわ！　あたしたちも下に降りるわよ！」

　うなずく少女は、両手を回廊の壁へき面めんにかざしていた。その手からあふれる聖光は、希き宝ほう石せきエメジストがもたらした力である。

　聖光を浴びた壁面の動脈は、見る間に枯かれてしなびていく。しかもその効果は瞬またたく間に動脈を伝わり、監視用魔導ウオツチ・ノイズをも粉ふん砕さいしていったのだ。

「私にこんな攻こう撃げき的てきな力があったなんて……」

　イルシィは、意外なほど効果的な自分の力に驚おどろいている。

　ジャスティスもうなずいて、崩くずれていく壁面に目を奪うばわれていた。

「とても希宝石治癒フイジカル・リマスターとは思えない威い力りよくだよね。生物の体内に潜もぐり込んで魔導ノイズ線を走査し除じよ去きよする力が、このゾズウェルを食い尽つくそうとしてるんだ」

「希宝石治癒フイジカル・リマスターの力は、除去した魔導ノイズ線を糧かてにして除去能力と拡散速度を高めます。その点ここは魔導ノイズ線だらけですので、摂せつ取しゆする栄養には事欠きませんね」

「いいから行くわよ、二人とも！」

　ライオットは、せかせかと駆かけ寄るとイルシィの身体からだを抱だき上げた。

　その身体を抱かかえたまま、戦せん鎧がい鬼きは吹ふき飛んだ床ゆかへと駆け急いだ。

「しっかりつかまってんのよ、いいわね？」

「は、はい……」

「待ってよ、ライオット！　僕は飛び降りるの？」

　慌あわてて追いすがるジャスティスが、下層を見下ろして背筋を震ふるわせた。

「これ、けっこう高いよ！　なんでグスタフを行かせちゃったのさ！　僕、乗れたのに！」

「あたしの犬じゃないから知らないわよ、じゃあね！」

　風を切って、ライオットは深しん淵えんへと舞まい降りていく。

　聖せい戦せん杖じようを握にぎったジャスティスも一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしながら、思い切って踏ふみだした。

「もおっ！　これのどこが温存なんだよお！」

　叫さけんで、ゾズウェルの中心へと飛び込んでいく。

　そこに待つ鋭するどい牙きばは、より容よう赦しやのない悪逆なものであった。







　　　【第五章　ゾズウェル／激げき突とつ】







　辺りには、焦こげ臭くさい発火燃料の臭においが充じゆう満まんしていた。

　天てん井じようをぶち抜ぬかれた回かい廊ろう中ちゆう枢すうは、焼け焦げたゾズウェルの体組織で埋うまっている。

　その残ざん骸がいに膝ひざまでずぶずぶと沈しずみ込みながら、ライオットは周囲に視線を放った。

（凄すごい量の魔導ノイズ線だわ、計測値を振ふり切ってる……）

（これじゃ邪じや神しんや血けつ盟めい者しやの襲しゆう撃げきには気づけないわね）

　イルシィを腕うでから下ろすと、その小さな体を支えてやる。

　背後にはもうジャスティスも追いついていた。

「ライオット、これからどっちへ行くの？」

「まず、あそこね」

　迷いもせずに、ライオットは前方を指さした。

「ジードが今、調べてるわ。あいつの走査機能なら、詳くわしく分かるはずよ」

　中枢には、さらに十本ほどの回廊が連結していた。

　すでにジードとレイチェルは、その中でも最も異様な回廊の前に接近していた。

　見るからに分厚い石造りの門が、その回廊を塞ふさいでいる。門に刻まれた邪神の姿は、ダーラスの聖教会で見た物と同様だった。察してイルシィが息を吞のむ。

「では邪神オログ・ゼイの……？」

「ま、この街全体が奴やつの家だからね。今いま更さら驚おどろかないわ」

　三人が近くまで進み寄ると、ジードは掌てのひらを扉とびらにあてがって索さく敵てき機能を高めていた。

「お前にも分かるか、グスタフ？」

　ジードは、牙きばを剝むき出す魔ま犬けんに問いかけた。

「この先に無数の生体反応がある。多数の人間と……多数の何かだ」

　指揮官の言葉にレイチェルは、唇くちびるを引き結んだ。

「じゃあ、みんながいるのね？」

「分からん。質量は人間だと思うが体温が低い。と言って死んでる訳じゃない。微び弱じやくだが、ここまで心音が届いてる。しかし気が進まねえな」

　笑って、ジードはライオットに振り返った。

「ぬちゃぬちゃ言う音と訳の分からねえ言葉が聞こえてきやがるんだ」

「とにかく確かめてみるのよ、策はその後だわ」

　うなずいて、ジードは左右開きの扉に肩かたを押おしつけた。

　渾こん身しんの力でわずかな隙すき間まを作ると、静せい寂じやくさを保ったまま侵しん入にゆうする。

　後に続いたライオットたちも、しばらくジードの後を追って闇やみを進んだ。

　扉の先では急激に気温が下がっている。足あし下もとに伝わる地面の感かん触しよくから、そこが自然の洞どう窟くつだと分かった。所々で岩石が進路を妨ぼう害がいしている。

　しかし一分も前進しないうちに……

「見ろよ、ライオット……」

　岩いわ陰かげに身を寄せ、ジードが前方を指さした。

　その声にライオットが、そしてジャスティスたちも視線を同じくする。

　咄とつ嗟さに、誰だれもが息をのんだ。

（あれは……）

　ライオットは暗視精度を高めて、偵てい察さつを開始する。

　大洞窟の横よこ幅はばは約一〇〇メートル、奥おく行ゆきは三〇メートルはあるだろうか。

　天てん井じようから無数の鍾しよう乳にゆう石せきが吊つり下がり、床ゆか面めんにも乱立している。

　その一番突つき当たりに、二〇ほどの白い物体が整然と並べられていた。

　長さ二メートルほどのそれは円えん錐すい形けいをしており、何か薄うすい膜まくのような物で出来ているらしい。微かすかに中身が透すけて見えるため、さながら繭まゆを思わせた。

　だがジードの直感は正しかった。

　繭の中には、装そう甲こう鎧よろいを着たままの傭よう兵へいたちが閉じこめられていたのだ。誰一人、微び動どうだにしていない。気をつけの姿勢のまま、行ぎよう儀ぎ良く繭の中で直立している。

（ずいぶん大事に保管してくれてるじゃない……）

　そう安あん堵どしたのも一いつ瞬しゆんである。

　同時に一同は、もっと恐おそるべき物の存在に気がついていた。

　ライオットも吐はき気を堪こらえて、その様子を凝ぎよう視ししている。

（悪夢だったら、今すぐ醒さめて欲ほしいわね……）

　繭の周囲では、無数の生物が蠢うごめいていた。

　人間ほどの大きさの緑色の胴どう体たいからは、長い首が伸のびている。

　その突とつ端たんには、だらりとしなびた肉厚の花弁が花開いていた。

　花弁は呼吸するように、しきりと開閉を繰くり返している。

　そして短く太い四つの脚あしで鍾乳洞を這はいずりながら、何かの作業に没ぼつ頭とうしているのだ。

「じ、邪じや神しんなの……？」

　震ふるえる声で問うレイチェルに、ジードがかぶりを振ふった。

「いや、それにしちゃあ放出魔導ノイズ線量が少な過ぎる、二ふた桁けただぜ。最低位の邪神士級デイモン・クラス以下だな。いったいありゃなんなんだ？」

「《奉ほう仕しする者》です、間ま違ちがいない……」

　確信を持って、ジャスティスがそう答えた。

「中位以上の邪神に仕える……奉仕邪神と呼ばれる存在です。主人たる邪神の生命維い持じに携たずさわっているはずです」

「それにしても初めて見ました……いったい何をしているんでしょうか？」

「たぶん、食しよく糧りようの管理だよ……」

　問うたイルシィに、ジャスティスは真ま顔がおで断言した。

《奉仕する者》は互たがいに近づき合うと、花弁を近づけひそひそと難解な言語を取り交かわしている。全身から湧わき出る粘ねん液えきを舐なめ合うのも、コミュニケーションなのだろうか。

　何体かは、胴体から細い蔓つる状じようの腕うでを伸ばしていた。

　その先に何か魔導ノイズらしい炎ほのおを灯ともし、洞どう窟くつの壁かべに奇き怪かいな紋もん様ようを刻み込んでいく。

　時折「クオオ」「クオオ」と鳴き声を発して、触しよく手しゆを打ち鳴らした。

「妙みように人間臭くさいところが気色悪いわね……」

　ライオットは顔を青ざめさせてつぶやいた。
















「奴やつらから見たら、あたしたちもああ見えるのかもしれないけど……」

「冗じよう談だんだとしても笑えねえな。とにかく行くぜ」

　ジードは長なが槍やりを背にしまうと、代わりに電磁ナイフを左右に握にぎった。

「戦せん闘とう能力はたいしたことなさそうだ。俺とライオットであいつらを倒たおす。ジャスティスとレイチェルは頃ころ合あいを見計らって、みんなを助け出してくれ」

「分かりました、ジードさん」

「任せといてよ、隊長」

　うなずく二人に微笑ほほえむと、ジードはイルシィに振り返った。

「イルシィはグスタフと退路を確保しろ。左手奥おくに小さいが通路がある。ジャスティスたちが突とつ入にゆうしたら、そっちへ移動するんだ」

「その通路の先は……」

「心配ない。俺の解かい析せきによれば、交差点をひとつ越こえるだけで外部に出るはずだ」

「何かあったらすぐ駆かけつけるから。大だい丈じよう夫ぶよ」

　レイチェルの言葉に深呼吸で応こたえると、イルシィは魔ま犬けんの側そばに貼はり付いた。

　ライオットも大たい剣けんを両手で握りしめ、ジードと深くうなずき合った。

「じゃああたしは左！」「俺は右だ！」

　一声交わし、二人の戦せん鎧がい鬼きは大だい洞どう窟くつへと飛び出していく。

　飛び出した影かげにすぐさま、何体かの《奉ほう仕しする者》が悲鳴をあげた。

「どいてもらう！」

　ライオットは《奉仕する者》へ急きゆう迫はくすると、すれ違ちがいざまに一刀を振ふり抜ぬいた。

　分厚い刀身はその巨きよ体たいに食い込むや、一いち撃げきで真っ二つに断だん斬ざんする。

　飛び散る緑の体液をかいくぐって、ジードも別方向へ駆けだした。

「思ったより脆もろいな、こいつら！」

　雄お叫たけびを上げて、電磁ナイフを俊しゆん敏びんに振り回す。

　容赦なく刃は先さきを振るい、瞬またたく間に二匹ひきの《奉仕する者》を斬きり刻んだ。

　だがライオットは、接近しすぎるジードに牽けん制せいの声を飛ばした。

「違ちがう、奴やつらもこれからみたいよ！」

　警告した直後、二人の周囲で《奉仕する者》が密集し始めた。

　緑色の胴どう体たいからは無数の触しよく手しゆが、わさわさと生えだしている。その触手を絡からませ合うと、互たがいの胴体を引き寄せ合う。ずぶずぶと言う耳みみ障ざわりな音を発して、奉仕邪じや神しんたちの肉体は徐じよ々じよに融ゆう合ごうしていった。

「まずいっ、放出魔導ノイズ線が増大してる！」

　変化を察して、ライオットは膨ふくれ上がる胴体に果か敢かんに斬りつけた。

「こいつらただの下したっ端ぱじゃないわよ！」

　その推測を、ライオットの大剣が裏付けてくれた。一刀は邪神の胴体を斜ななめに裂さくが、手て応ごたえは軽い。表皮は厚くなり、聖せい鋼こうへの抵てい抗こう力りよくも増しているのだ。

　けたたましい絶ぜつ叫きようを発して、融合した奉仕邪神は素す早ばやく鞭むちを叩たたきつけてきた。

「戦せん闘とうモードってワケかよ！」

　しなる鞭が鍾しよう乳にゆう石せきを砕くだき、大地を揺ゆるがせる。

　ジードたちの顔面を狙ねらうと同時に足あし下もとを狙う。意外に巧こう妙みような手を見せる。

　鳴き交かわす十本近い首は、獰どう猛もうな前進で二人の戦鎧鬼を追いつめていった。

「吹ふっ飛ばすか！」「それが一番！」

　ジードとライオットは肩かたを並べ、共に義手を引き抜ぬいた。

　超高圧荷電粒子砲ヘヴイ・プラズマ・グレネードと五・五六ミリ小型ガトリング砲ほうが同時に火を噴ふく。

　急追した《奉仕する者》は、絶叫を発して巨きよ体たいをよじらせた。

「こっちも行くわよ、坊ぼうや！」

「ついていきます、レイチェルさん！」

　姿勢を低くして、ジャスティスは猟りよう犬けん使づかいの後に続く。

　ひるむ《奉ほう仕しする者》の脇わきを駆かけ抜ぬけると、慌あわただしく白い繭まゆに取りついた。

「今、助けますからね！　待っててください！」

　呼びかけると、少年は聖せい戦せん杖じようの末まつ端たんを繭の上部に突つき立てた。

　白い繭を裂さいた石いし突づきを、そのまま一気に下まで振ふり下ろす。

　と繭の中から、どっと透とう明めいな液体があふれ出てきた。保存液なのか。

　だが足あし下もとが濡ぬれるのも構わず、ジャスティスは意識のない人ひと質じちを必死に揺ゆさぶった。

「しっかり！　しっかりしてください！」

「ちょっと、ウォーカー！　起きるのよ！」

　横ではレイチェルも、短たん剣けんで繭を切り開いている。

　捕とらわれていた仲間の白い頰ほおをひっぱたくと、次し第だいに頰ほおに赤みが戻もどってきた。

「ウォーカー！　起きて、ウォーカー！」

「……レ……レイチェル……」

　呻うめいた傭よう兵へいは、目覚めるなり身体からだを大きくふらつかせる。

　それを支え、レイチェルは耳元に大声で呼びかけた。

「助けに来たわよ！　しっかり立って！」

「ここは……俺たち……な、なんだありゃああっっ！」

　寝ねぼけた視界にようやく《奉仕する者》を捕とらえ、傭兵は大げさな悲鳴をあげる。

　その頰をもう一度平手で打つと、レイチェルは他ほかの繭を指さした。

「まだ助かった訳じゃないのよ、早くあっちの通路に逃にげて！」

　指さす先では、懸けん命めいにグスタフが咆ほう哮こうを上げている。

　その後ろではイルシィが小型の暗夜灯を振り回していた。

「こっちです、みなさん！　急いで！」

　俄が然ぜん、戦せん況きようは侵しん入にゆう者しやたちに傾かたむき始めていた。




〈食しよく糧りよう庫こから救きゆう援えん要よう請せい〉

〈《奉仕する者》八体の生命反応消失〉

〈依い然ぜん、侵入者を捕ほ捉そくしている監視用魔導ウオツチ・ノイズ、確かく認にん数すうぜろ〉

　無機質な声の報告に、ゲイツが怒ど声せいを絞しぼり出した。

〈貴様の手には余るようだぞ、イグリア！〉

〈オログ・ゼイ様に捧ささげる生いけ贄にえまで逃のがしてなんとする！〉

　だが青い髪かみの女血けつ盟めい者しやは、毅き然ぜんとして立ち上がった。

〈まだ逃のがした訳ではない！　奴やつらまだゾズウェルの内よ！〉

〈繭まゆから救い出したとて、まだ奪うばい返す手だては幾いくらでもある！〉

　しかし血盟者イグリアの顔にも、焦しよう燥そうがありありと浮うかび上がっていた。

　すでにイルシィの力によって監視用魔導ウオツチ・ノイズのネットワークは壊かい滅めつしている。

　それどころか、希宝石治癒フイジカル・リマスターの効果範はん囲いはゾズウェルにくまなく浸しん透とうしていた。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

　呻うめき声は次し第だいに強く、苦しげなものに変わっている。

　それは順調に進行していたはずの復活が、何かに妨さまたげられている証あかしであった。

〈魔導ノイズ線ネットを食い散らした力は、予想を越こえる早さだ〉

〈このままでは最深部の次元門に達するのも時間の問題であろうな〉

　冷静に告げるイグリアに、ゲイツは顔面を引きつらせた。

〈それではオログ・ゼイ様も……〉

　二人の血盟者は、双そう眸ぼうに恐きよう怖ふを焼き付けて見つめ合う。

　イグリアはひたとゲイツを見み据すえて、押おし殺した声を響ひびかせた。

〈ああ、オログ・ゼイ様とて復活できぬ……〉

〈それどころか、再び永き眠ねむりにつかれるだろう〉

〈なれば我らの力もこの世から消え失うせる……〉

　そしてイグリアは、吐はき捨てるようにつぶやいた。

〈侵入者どもを甘あまく見過ぎた……〉

〈我らの手で、奴やつらを微み塵じんに葬ほうむるのだ！〉

　おおと応こたえて、ゲイツは戦せん斧ぷを両手に握にぎりしめた。

〈あの小こ僧ぞうの首、今度こそ貰もらい受ける！〉

　雄お叫たけびを発して、次元の彼方かなたへかき消えていった。

　だがイグリアは、尖とがった顎あごをつまんで思案を巡めぐらせた。

〈奴らの切り札はあの聖戦官クルセイダー……〉

〈ジャスティスの動きさえ封ふうじれば、勝ちは我らに転がり込む〉

〈そのためには……奇き計けいが必要だ〉

　イグリアは憤ふん然ぜんと、新たな魔導ノイズを両りよう腕うでに召しよう喚かんし始めた。

〈第三撃サード・レイヴ……〉




「ジード、避よけて！」

　ライオットは、大たい剣けんを顔の前に立て直した。

　目前まで迫せまった《奉ほう仕しする者》が、何本もの首を戦せん鎧がい鬼きたちに照準する。

　と、すぼめた花弁の先から、攻撃用魔導アタツク・ノイズを速そく射しや砲ほうのように乱射し始めた。

　黒い砲ほう弾だんのような魔導ノイズが、周囲の壁かべや床ゆかに辺り構わず着弾していく。

「避よけろってどこに避けるんだよ！」

　ジードは砕くだけ散る鍾しよう乳にゆう石せきの破は片へんを全身に浴び、思わずたじろいた。

　だがライオットも後退するわけにはいかない。背後では、ジャスティスとレイチェルが、繭まゆの中から傭よう兵へいたちを救出している最中なのだ。必死に大剣を振ふり回し、飛来する魔導ノイズを叩たたき落としていった。

「ジャスティス、まだか！」

「待ってください、あと二人！」

　助け出した傭兵に肩かたを貸し、ジャスティスは爆ばく発はつ音おんに負けじと叫さけんだ。

「みんな衰すい弱じやくしてるんです、脱だつ出しゆつ路ろに行くまでがんばっててください！」

「がんばるにもほどがあるぜ！　もういいんじゃねえか！」

　あえぐジードは、ライオットに声を飛ばした。

「ジャスティスに奇跡サウンド一発使ってもらおう！　そうすりゃこいつもあの世行きだ！」

「冗じよう談だん！　この程度の奴やつに！」

　ライオットは、執しつ拗ような攻こう撃げきにも怯ひるまず怒ど鳴なりつけた。

「これぐらいで泣き入れてちゃ、戦鎧鬼の名がすたるよ！」

　突とつ然ぜん地を蹴けると、魔導ノイズの弾幕をかいくぐり《奉仕する者》へ突進する。

　身を低くして触しよく手しゆの迎げい撃げきを回かい避ひすると、鈍どん重じゆうそうな脚あしへ大剣を叩きつけた。

「無茶はよせ、ライオット！」

　邪じや神しんの傷口から音を立てて体液がしぶき、ジードの叫きよう喚かんをかき消そうとする。

　絶叫を合唱する《奉仕する者》は平へい衡こうを失い、壁へき面めんに倒たおれ込んだ。

「無茶があたしのチャームポイントなのよ！」

　ライオットは大たい剣けんを逆手に握にぎると、《奉仕する者》の背に切っ先を突つき立てた。

　長大な刃やいばは、一メートル近く邪神の肉体に潜もぐり込む。痙けい攣れんするのも構わず、ライオットは一気に《奉仕する者》を二つに斬きり裂さいた。

　聖せい鋼こうの刃に触ふれた脆ぜい弱じやくな体内が爆発し、邪神の肉体は四散する。

　その衝しよう撃げきをものともせず、ライオットは満足そうに微笑ほほえんだ。

「さ、もうここに用はないわ！　みんなが待ってる、行くわよ！」

「お、おお……」

　ジードは強ごう引いんな戦法に呆あきれているが、ライオットはかまわない。

　踵きびすを返すと、脱だつ出しゆつ路ろの方へ一直線に駆かけ込んでいった。

「隊長、良かった！　片づいたんだね！」

　飛びつくレイチェルを抱だきしめ、ジードはああとうなずいた。

　その周囲には、まだ呆ぼう然ぜんとしている傭よう兵へいたちが集まっていた。

　衰すい弱じやくしながらも、傭兵たちはジードに必死にしがみついている。

「隊長、俺……俺、嬉うれしいですよ……」

「本当に来てくれるなんて思わなかった……」

　涙なみだまで見せる部下たちに、ジードも一いつ瞬しゆん顔をほころばせた。

「バカっ、俺はお前らの指揮官だぜ。来るのは当たり前だ……それより脱出するぞ」

　ジードは背負っていた背はい囊のうからボトルを取り出し、仲間たちに渡わたしていく。

「まだ助かったワケじゃねえ。歩けるようになった奴やつから、どんどんこの回かい廊ろうを進むんだ。ダーラスで待ってる女によう房ぼうとベッドに入るまでは、安心するんじゃねえぞ」

　安あん堵どの声と笑いを撒まきながら、傭兵たちは栄えい養よう剤ざい入りの水を飲み干していった。

　それを横目で眺ながめながら、ライオットはジャスティスに視線を移した。

「なんとか脱出できそうね。ひとまず安心だわ」

「うん……本当に……良かった……」

　ジャスティスは、なぜか涙をこぼしている。その横顔にイルシィが驚おどろいた。

「やだ、ジャスティス様、泣いて……」

「えへっ……そうなんだ……もらい泣きしちゃったみたい」

　照れ笑いを浮うかべて、ジャスティスは涙を袖そで口ぐちで拭ぬぐった。

　ライオットは、その頭をぐりぐりと撫なでてやる。

　彼女だけは、ジャスティスの涙の意味を分かっていたのだ。

（ここまで奇跡サウンドを温存できた……）

（これならあの血けつ盟めい者しやが来てもなんとかなる……）

　本来ジャスティスは、奇跡サウンドの温存などあまり考えてはいない。

　誰だれかを助けるためなら、その力を惜おしみなく使い切ってしまうのだ。

　だがジードやライオットが彼を守り、人ひと質じちを救ってくれた。

　その思いに感謝し、思わず涙がこぼれている。

　そして血盟者と全力で戦える安堵と喜びも、少年の中に湧わき上がっていたのだ。

「今度はあんたの番ね、頼たのむわよ」

「うん、分かってる……」

　鼻をすすると、ジャスティスは聖せい戦せん杖じようをふと持ち上げた。

「イルシィのおかげで、周囲の魔導ノイズ線濃のう度どが薄うすまってきた。おかげでまだ魔導ノイズ線が強く残留してる部分が、僕の杖つえでも分かるようになったよ」

　聖戦杖は先ほどまでずっと赤く光っていたが、今は青い聖光を取り戻もどしている。

　ライオットは、周囲を警けい戒かいしながらなるほどとうなずいた。

「で、それが一体なんだって言うのよ？」

「分かったんだよ、この遺い跡せきの地下には次元門があるって。邪じや神しんの住む次元とこの世界を繫つなぐ門だよ。そこから大量の魔導ノイズ線が流出してるんだ」

「それを糧かてに邪神将アーシユラオログ・ゼイは復活しようとしてるんです、きっと……」

　ジャスティスとイルシィは、唇くちびるを結んで双そう眸ぼうに決意をたぎらせていた。

　二人が共有する思いを悟さとり、ライオットも静かにうなずく。

「分かったわ。その次元門を潰つぶすって言うのね」

「叩たたき潰せば、邪神も血盟者もおしまいです。行かせてください」

　イルシィがそう言った時であった。

〈そうまでされては、永えい劫ごうの血盟に申し訳がない……〉

　聞き覚えのある声が洞どう窟くつにこだまする。同時にジャスティスの聖戦杖が赤く輝かがやいた。

〈どうあっても貴様らの命は絶つ！　炎呪波動斬撃ジヤギユレイター！〉

「ライオット！」

　ジャスティスの声に続いて、回かい廊ろう全体がぶるっと震ふるえる。

　その震しん動どうと共に、天てん井じようから三日月形の攻撃用魔導アタツク・ノイズが急落下してきたのだ。

「させてたまるかっ！」

　ライオットは、天井まで届きそうな鍾しよう乳にゆう石せきをやおら斬きり払はらう。

　倒とう壊かいした長大な石柱は、魔導ノイズの進路にまともに倒たおれ込んでいった。激げき突とつし、爆ばく発はつする。

「レイチェル、みんなを連れて逃にげろ！」

　長なが槍やりを再び構えて、ジードは口早に叫さけぶ。

「この先の交差点、一番右の通路を登れ！　そうすりゃ外に出る！」

「そんな、あたしもここに……！」

　レイチェルが顔を歪ゆがめた瞬しゆん間かん、回廊の先があからさまに歪み始めた。

〈二度は逃がさぬ！〉

〈聖なる墳ふん墓ぼでの振ふる舞まい、死して償つぐなってもらおうか！〉

「うおおおおっっ！」

　戦せん斧ぷを頭上に構え、次元歪わい曲きよくから血けつ盟めい者しやゲイツが躍おどり出た。

　その突とつ進しんをジードが正面から迎むかえ撃うつ。ゾダニウムの穂ほ先さきで戦斧を横に薙なぐと、傭よう兵へい隊長は瞬しゆん時じに全戦せん闘とう機能を起動した。

「くらいやがれっ！」

　ばくんっと音を立てて、ジードの上じよう腕わん部ぶの防護パネルが跳はね上がる。

　飛び出したのは対人用の小型擲てき弾だん投射器である。無数に穴の開いたそれは、間近に迫せまったゲイツめがけ豆まめ粒つぶ大だいの擲弾を放射状にばらまいた。

〈子供だましに過ぎぬ！〉

　爆ばく風ふうを突つき抜ぬけ、ゲイツは果か敢かんに突進する。

〈もう隠かくれぬのか、傭兵！〉

〈それで貴様の力は全すべてか！　脆ぜい弱じやくな！〉

　その声に、ジードは冷静に後退した。

「てめえ相手にステルス機能は通じねえからな！　別の手でいく！」

　ジードは、わずかな間かん隙げきを衝ついて左手の義手を抜き取った。

「この距きよ離りならかわせまいっ！」

　鼻がぶつかるほどの至し近きん距離から、ジードは超ちよう高圧プラズマを連射する。

　青白い着ちやく弾だんの炎ほのおが、まばゆいほどに血盟者の鎧よろいを焼き切っていく。

　だがゲイツはかまわずに、巨きよ大だいな戦斧をジードに叩たたきこんだ。

〈機械如ごときに遅おくれは取らぬわっ！〉

「ぐおおっっ！」

　重厚な一いち撃げきが、ジードを洞どう窟くつの壁かべへと叩きつける。衝しよう撃げきで網もう膜まく表示が一瞬消えた。

「隊長！」

　悲鳴をあげるレイチェルは、鞭むちをふるってグスタフに指示を出そうとする。

　だがそれより早く、ライオットが前線へと駆かけつけた。

「いいから行くのよ、レイチェル！」

　大たい剣けんでゲイツに斬きりつけ、絶ぜつ叫きようする。

「人間が出る幕じゃないらしいわよ！」

　大剣と戦斧が正面から激げき突とつする。

　ライオットの一撃を食い止め、ゲイツはにやりと笑えみを浮うかべた。

〈確かにそうだ。むしろこの聖なるこの地に足を踏ふみ入れたのが間ま違ちがいよ〉

〈過あやまちの重さは、己おのれの血であがなえっ！〉

　ゲイツはライオットを押おし退のけ、さらなる一撃を繰くり出そうとする。

　だがライオットも、前進を阻はばむために火か炎えん手て榴りゆう弾だんを叩きつける。

　ゲイツの鎧よろいが吹ふき飛び、衝撃に数歩退く。たった数歩だけ……

　まさに人間が関かん与よする余地はない。その悔くやしさにレイチェルが歯は軋ぎしりした。

「ジャスティス、なんとかならないの！」

　鞭を握にぎるレイチェルは、背後を振り返った。

「あんたの力でなんとか……！」

　そこまで言って、押し黙だまる。

　ジャスティスはすでに聖印を結び、瞑めい目もくして奇跡増幅デイストーシヨンの準備に入っていたのだ。

（あんたの策ってのを信じるわよ、ジャスティス……）

　ゲイツと必死に斬り合いながら、ライオットはその瞬しゆん間かんを待っていた。

（あんたの一瞬のために……時間ならいくらでも稼かせぐ！）

　思いを剣けん撃げきに込こめ、ゲイツの猛もう攻こうに必死に耐たえ続ける。

　そのライオットの祈いのりに応こたえるように、ジャスティスが双そう眸ぼうを見開いた。

「奇跡増幅デイストーシヨン準備完かん了りよう！　第一撃テイク・ワン……」

　少年が聖印をゲイツに向けようとした、まさに直前であった。

　ゲイツは戦斧の向きを変え、ジャスティスに凶きよう悪あくな双眸をぎらつかせた。

〈その奇跡サウンドでこ奴やつらが討うてるか、ジャスティス……第二撃セカンド・レイヴ！〉

〈戦闘変異獣化ウオー・ピツグス！〉

「まさかっ！」

　ジャスティスは、ゲイツの魔導ノイズを察知して奇跡サウンドの召しよう喚かんを中断した。

　血けつ盟めい者しやの指先に黒い電光がまとわりついていく。

　そしてゲイツの視線は、明らかに傭よう兵へいたちに狙ねらいを定めていた。

〈我わが下げ僕ぼくと化せ、人間ども！〉

〈侵しん入にゆう者しやジャスティスを討うつのだ！〉

　イルシィが、ジャスティスの背にしがみつく。

　彼女の母親を狂くるわせた魔導ノイズが今、目前に現れようとしているのだ。

　レイチェルも気づいて、周囲に喚わめき散らした。

「逃にげるんだよ、みんな！　あの魔導ノイズをくらったら……！」

〈もう遅おそいわ、人間としての生を終えよ！〉

「レイチェルさん、逃げるんだ！　第一撃テイク・ワン……！」

　慌あわててジャスティスが聖印を結び直す。

　だがそれよりも早く、黒くろ髪かみの戦せん鎧がい鬼きがゲイツの背後からくらいついた。

「ジードさん！」

　魔導ノイズが付帯したゲイツの右腕うでをつかみ上げ、あらぬ方向へねじ曲げる。

　ジードはそのままの体勢で、ジャスティスに笑いかけた。

「焦あせって使うな、大事な奇跡サウンドをよ！」

　渾こん身しんの力でゲイツを食い止め、ジードは指先から大量の高圧電流を放電した。

「奇跡増幅デイストーシヨンをかけろ！　時間なら俺が稼かせいでやる！」

〈貴様ああっっ！〉

　ジードが放つ放電光が、青白くゲイツの顔を照らし出す。

　しかし血けつ盟めい者しやは戦せん斧ぷを放ほうり出し、空いた左腕でジードの腕を握にぎりしめた。

〈小細工は嫌きらいなのだ、特に敵のはな！〉

〈ならば貴様を変へん異い獣じゆうに変えてやる！〉

　叫さけんで、ジードを捕とらえた腕に新たな魔導ノイズを呼び起こす。

　その途と端たん、傭兵隊長の腕に黒い電光がまとわりついていった。

「逃にげてよ、隊長！　あたし、嫌いやだよ！」

　その姿にレイチェルが悲鳴をあげた。

「隊長が変異獣になるの、嫌だよ！　見たくないよ、逃げて！」

　だがジードは顔を歪ゆがませながらも、猟りよう犬けん使づかいに微笑ほほえんだ。

「お前もバカだな、レイチェル……俺はお前らの隊長だぜ……」

　だがジードの腕には、徐じよ々じよに緑の斑まだらが浮うかび上がっていった。

　自分が斬きり殺したイルシィの母親と同じ姿に変じていく。

　それでもゲイツの腕を離はなさずに、ジードは大地に重心をかけた。

「さっさと逃げろ！　俺だってお前らが変わる姿見たくねえんだよ！」

　そして猛もう然ぜんと両腕を振ふり上げる。ジードは両手首から左右に二枚の刃やいばを射出した。

「熱核融合刀フユージヨン・ブレード！」

〈があああっっ！〉

　高熱を伴ともなった鋭するどい刃が、ゲイツの指を何本も斬り飛ばす。

　だがもんどり打った血盟者は体勢を崩くずしながらも、新たな魔導ノイズを腕に収束せんとした。

〈微み塵じんに砕くだけよ、第三サード……！〉

「させるワケないだろっ！」

　声と共に、ゲイツの身体からだをゾダニウムの刃が貫かん通つうした。

　背中から刺ささった切っ先が、鳩みぞ尾おちに突つき抜ぬけている。

　その刃の閃ひらめきを、ゲイツは信じられぬ思いで見下ろしていた。

〈ば、馬ば鹿かな、貴様いつの間にっ！〉

　背後に回り込んでいたライオットに、ゲイツは悔かい恨こんの声を振ふり絞しぼる。

　ライオットは血けつ盟めい者しやを見上げ、大たい剣けんをねじ込んだ。

「今いま更さら、教えても無む駄だだと思うわよ……」

　そして、新たな衝しよう撃げきがゲイツの腹に突つき刺ささる。

　ジードの長なが槍やりが、深々と血盟者の臓ぞう腑ふを貫つらぬいていた。

「バルクの仇かたきだ……それだけは取らせてもらうぜ……」

　ぐいと穂ほ先さきを押おし入れると、傭よう兵へい隊長はゲイツの体内をかき回す。

　頑がん丈じような装そう甲こうのわずかな継つぎ目を、ジードの視覚は的確に捉とらえていたのだ。

　ゲイツもぐらりと身を崩くずすが、その双そう眸ぼうはまだ戦意に満ち満ちていた。

〈これしきで我わが身が果てると思うか、愚おろかな……！〉

「これで終わりじゃないのよ……ジャスティス！」

　相棒の名を呼ぶと、ライオットは突き抜けた切っ先の向きを強ごう引いんに動かした。

「あんたの力を見せてみな！」

「時間は十分稼かせいだぜ、後はお前の番だ！」

　ジードの言葉に、ゲイツは思わず視線を泳がせた。

〈いったい、何を……！〉

「奇跡増幅デイストーシヨン準備完かん了りよう！　第一撃テイク・ワン！」

　応じてようやく、ジャスティスがその声を轟とどろかせた。

　この一いつ瞬しゆんのために思念を集中し続けていた少年は、ぐいと聖印を突きつける。

「神パ聖イ炎ロ熱マ堕ニ撃ア！」

　ジャスティスの指先から、爆ばく光こうと共に古代神聖文字が列を成して放たれた。

　奇跡サウンドは空中で二手に分かれ、まずライオットの大剣の切っ先に到とう達たつする。

　続けて、ジードの長槍にものたうちながら絡からみついた。

　さながら、避ひ雷らい針しんに落ちる落らく雷らいの如ごとき光景である。

　刀身を瞬時に走り抜ぬけた一いち撃げきは、ゲイツの体内を容よう赦しやなく食い破っていったのだ。

〈ぎああああっっ！〉

　大剣を握にぎるライオットの腕うでにも、びりびりと衝しよう撃げきが伝わってくる。

　その目の前で、ゲイツの身体からだが体内から吹ふき飛んでいく。

　口からごぼっと血ち反へ吐どを吐はくと、力尽つきたように膝ひざを屈くつする。

　イルシィは胸むな元もとの希き宝ほう石せきを握りしめ、もう帰って来ない者の名を呼んだ。

「母さん……母さん……」

　召しよう喚かんを終え、ジャスティスもがくりと膝をついた。

　しかしその体勢のまま、ゲイツは指の無い手を二人の戦せん鎧がい鬼きに必死に伸のばした。

〈き、貴様らごとぎに……〉

　呻うめき声を上げると、ゲイツは腕から無数の黒いカギ爪づめを剝むき出した。

　失った指の代わりに、ライオットとジードに向けて振ふり上げる。

「しつこいんだよ、血けつ盟めい者しや！」

　ライオットは大たい剣けんを素す早ばやく引き抜き、後退しようとする。

　だがゲイツのカギ爪は一瞬早く、戦鎧鬼の右足首にたどりついた。

　ジードの変色した両腕も、その爪に捕らわれた。

「往おう生じよう際ぎわが悪すぎるぜ！　だったらくれてやる！」

　ジードは、カギ爪が食い込む自分の腕に非常命令を下か達たつした。

〈非常指示を確かく認にん。右う腕わん部ぶ、全系統切断〉

〈非常指示を確認。左腕部、全系統切断〉

〈切断準備完かん了りよう。即そく時じ爆ばく破は〉

　その表示が網もう膜まくに流れるや、ジードの両腕が微み塵じんに吹ふき飛んだ。

　巻き添ぞえをくって、ゲイツの腕も吹き飛ばされる。

〈戦鎧鬼、貴様！〉

　爆風にあおられ、ジードは壁へき面めんまで転がった。

　ゲイツは最さい期ごの力を振り絞しぼり、片腕でライオットを強引に引き寄せようとする。

〈貴様だけでも道連れに……〉

　ゲイツは血ち塗まみれの顔で呻くが、ライオットも非常機能を呼び出していた。

〈非常指示を確認。右う脚きやく部ぶ、全系統切断〉

〈切断準備完了。爆破五秒前〉

　その網膜表示を読みとるや、ライオットはつま先を蹴けり上げた。

「勝手に足に触さわりやがって！」

　古びたブーツのつま先から、鋭えい利りな刃は先さきが飛び出した。

　巧たくみに仕込まれていた聖せい鋼こうゾダニウムの短剣が、ゲイツの顎あごの下に突つき刺ささる。

　同時に、ライオットの右足が轟ごう音おんを上げて爆発した。

　膝ひざから下が吹き飛び、ゲイツの頭も炎ほのおの中に巻き込まれていった。

「ライオット！」

「ちいっっ！」

　膝下を切り離はなしたライオットは、地に転がって爆ばく炎えんから逃のがれる。

　そこへジャスティスとイルシィが、慌あわてて駆かけ寄った。

「ライオット、大だい丈じよう夫ぶ！」

「ライオットさん、その足……！」

　レイチェルが見下ろした先で、ライオットの太ふと股ももが火花を散らしている。

　だがライオットは、機械の身体からだを剝むき出したまま、爆ばく煙えんを手で払はらいのけた。

「くれてやったわ、勿もつ体たいないけど……でも良い取引だったわよ」

　炎の中には、黒くろ焦こげたゲイツが横たわっている。

　血けつ盟めい者しやの最期を看み取とって、ライオットはイルシィの手を握にぎりしめた。

「母さんの仇かたき、取ったからね……」

　はい、と少女は小さくうなずく。

　ジャスティスは、その震ふるえる肩かたをそっと抱だき寄せてやった。

　そして傍かたわらに倒たおれるジードには、レイチェルがすがりついていた。

「隊長、腕うでが……腕が……」

「心配するな、また造り直せばいい。俺の身体はそう出来てる」

　笑って金きん髪ぱつを撫なでると、ジードはライオットに視線を向けた。

「お互たがい、機械の身体で良かったな」

「気楽に捨てられるからね……」

　二人の戦せん鎧がい鬼きは、それだけ言って微笑ほほえみ合った。

　倒れるジードには、傭よう兵へいたちも駆け寄ってくる。

　だが安あん堵どの時は、ほんの一いつ瞬しゆんでしかなかった。

「なんだっ……！」

　何かに気づき、ジャスティスが立ち上がる。

　聖せい戦せん杖じようの頂で、希き宝ほう石せきメタライトが鈍にぶい赤光を明めい滅めつさせ始める。

　少年は洞どう窟くつの先に進み、四方に警けい戒かいの視線を走らせた。

「ジャスティス、どうしたのよ？」

「みなさん、逃にげた方がいいです……強い気が迫せまってる」

　問うライオットにも視線を戻もどさず、少年は聖戦官クルセイダーとしての感覚を研とぎ澄すました。

「今の血盟者より……ずっと強い気だ……」

　ごくりと喉のどを鳴らした直後であった。

〈第三撃サード・レイヴ……〉

　不意に、冷れい徹てつな女の声が回かい廊ろうにこだました。

〈哀冷運命サツド・ウイングス・拘束方陣オブ・デイステイニー！〉

「うああああっっ！」

　ジャスティスの足あし下もとに、巨きよ大だいな邪じや宗しゆう紋もんが浮うかび上がる。

　その紋様が放つ黒い閃せん光こうに包まれ、聖戦官クルセイダーの少年は電光に打たれたように痙けい攣れんした。

「ジャスティス様！」「ジャスティス！」

　イルシィとレイチェルが、突とつ然ぜんの奇き襲しゆうに呆ぼう然ぜんとした。

　魔ま犬けんグスタフも、新たな気配に鋭するどい牙きばを剝むき出している。

　脅おびえる傭よう兵へいたちをかばうように、腕うでをもがれたジードが立ち上がった。

「下がれ、まだ敵が……！」

〈勝ったつもりだったのか、聖戦官クルセイダー……？〉

〈しかしここで貴様を逃がしては、ゲイツも浮うかばれないのでな〉

　回廊の先に、音もなく次元の裂さけ目が広がった。

　空間の歪ゆがみは、やがてたなびく青い毛もう髪はつへと転じていく。

　その亀き裂れつから、額に邪宗紋を記しるした半はん裸らの女が微笑ほほえみながら歩みだしてきた。

「け、血けつ盟めい者しやだ、もう一人！」

　傭兵たちの悲鳴に、ライオットは思わず悔かい恨こんを嚙かみしめた。

（もう一人、いたのか……！）

　ゲイツと片方の足を引き替かえたおかげで、ライオットの機動力は完全に失われている。

　狂くるった計算を察したように、新たな血盟者はうっとりと笑みを増していった。

〈名はイグリアだ。覚えておくがいい……〉

〈聖戦官クルセイダージャスティスを葬ほうむった者として、この星の歴史に名を残すのでな……〉

「グスタフ、襲おそえっ！」

　レイチェルは迷わず鞭むちを一いつ閃せんした。

「あの女を焼き払はらうのよ！」

　同時に、巨大な魔犬が勇ゆう躍やくし、猛もう然ぜんと火か炎えんを吐はきつける。

　だが冷れい笑しようをたたえたまま、血盟者イグリアは片方の掌で炎えん撃げきを受け止めた。

〈笑止な……そのような力、血盟者に通ずると思うてか〉

〈その犬の力は魔導ノイズ変へん異いによるもの、我わが身には効きかぬわ〉

　言うと、イグリアは両手で印を結んだ。

〈第四撃フオース・レイヴ！〉

〈薔薇群拘束包囲ベツド・オブ・ローゼズ！〉

　傭兵たちの足下へ、イグリアは新たな魔導ノイズを召しよう喚かんした。

　固い鍾しよう乳にゆう石せきを突つき破り、だしぬけに地中から黒くろ薔ば薇らの蔓つるが飛び出してきた。

「逃にげるのよ、みんな！」

　ライオットの声は、猛速の薔ば薇らに遅おくれをとった。
















　逃げることもできず、横おう臥がしたまま魔導ノイズの虜とりことなった。

　瞬またたく間に傭よう兵へいたちの四し肢しにも、棘とげだらけの蔓が巻き付いていく。

　レイチェルの白い肌はだにも、容よう赦しやなく黒薔薇が棘を食い込ませていった。

「つああああっっ！」

「レイチェル、みんな……！」

　悲鳴を聞いたジードも、腕うでが無くては蔓を払はらいきれない。

　もがき苦しむ姿を見下ろし、イグリアは嘲ちよう笑しようを撒まき散らした。

〈復活の生いけ贄にえには十分な人数だな〉

　せせら笑う間にも、イルシィやグスタフまでもが捕とらわれていく。

〈オログ・ゼイ様もさぞやお喜びであろう……〉

　主人の名を口にすると、ゾズウェル全体がびりびりと細かく震しん動どうし始めた。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

　イグリアは、獲え物ものを前にうなずいた。

〈ま、所しよ詮せんは人間だ。これが限界であろう〉

　だがその言葉に、たった一人抗こうする者があった。

　薔薇に捕らわれたイルシィが、胸むな元もとの希き宝ほう石せきを握にぎりしめたのだ。

「魔導除去ノイズ・リダクト！」

　唱えた瞬しゆん間かん、少女に巻き付いていた蔓が微み塵じんに吹ふき飛ぶ。

〈なんだと！〉

　驚きよう愕がくするイグリアには目もくれず、少女は一心に走り出す。

　捕ほ縛ばくを脱だつしたイルシィは、邪じや宗しゆう紋もんの上に倒たおれるジャスティスに駆かけ寄った。

「ジャスティス様、立ってください！」

　そう言って、淡あわい光を携たずさえた手を伸のばす。

　だが希宝石治癒フイジカル・リマスターを付帯させた右手は、唐とう突とつに不可視の壁かべに激げき突とつした。

「これは……！」

　邪宗紋は、半径三メートルほどの結界を成していた。

　ガラスのような壁に気づき、イルシィは慌あわてて魔導除去ノイズ・リダクトに切り替かえようとする。

　だがその両腕を、新たな黒薔薇の蔓つるが左右から引き戻もどした。

「ああっっ！」

　両腕を伸ばした形で、イルシィは再び捕縛される。

　胸元の希宝石に手が届かない以上、魔導除去ノイズ・リダクトを使うことは不可能になった。

〈驚おどろかせてくれるわ、小こ娘むすめ〉

〈さすがにゾズウェルを死し滅めつさせるだけの事はある〉

　イルシィの前に歩み寄ると、イグリアは鋭するどいつま先で少女の脚あしを踏ふみにじった。

「つああっっ！」

〈だが代だい償しようは高くつく。悔くやんだとて、もはや死は免まぬかれぬわ〉

　ライオットは身をよじりながら、ジードと視線を合わせた。

　だがジードも苦痛に顔を歪ゆがめて首を振ふる。

　二人の網もう膜まくには、無数の機能停止表示が赤々と記しるされていた。拘束用魔導ホールデイング・ノイズは、戦せん鎧がい鬼きの戦せん闘とう機能すら狂くるわせていたのだ。

　そして一人イルシィが、血けつ盟めい者しやに鋭するどい視線を突つき刺さしていた。

「ジャスティス様がいればお前たちなど……！」

〈それはどうかな、小娘〉

　苦痛に耐たえるイルシィを見下ろして、血盟者は首をかしげた。

〈あれで私の魔導ノイズが終わったと思うのは早計というもの〉

〈よくジャスティスを見るがいい……〉

　その言葉にイルシィが、そしてレイチェルや傭よう兵へいたちが視線を集める。

　ジードも判然としない視界の中に、少年の姿をなんとか捕とらえた。

「ジャスティス……」

　一同が見守る中で、ふらりとジャスティスは立ち上がった。

　そしてぽかんとした顔で、周囲を見み渡わたし始める。

「ラ、ライオット！　みんな、どこに行ったの！」

「ジャスティス様！」

　イルシィは呼ぶが、少年は気づきもしない。

　イグリアは腕うでを組むと、己おのれの魔導ノイズに見み惚とれて笑った。

〈無む駄だだ、聞こえはせぬ〉

〈奴やつはこれから……奴の運命に出会うのだ……〉

　と、唐とう突とつに赤い光が周囲に広がった。

　ジャスティスの両手の甲こうが、鈍にぶい光を瞬またたかせる。

　そこに浮うかび上がったのは、紛まぎれもない邪じや宗しゆう紋もんであった。

「ジャスティス……あんた、それは……！」

「うそです……ジャスティス様……」

　レイチェルが、そしてイルシィが絶望の声を上げる。

　ライオットは声もなく、ただ全身を震ふるわせていた。

（ジャスティス……！）

　ジャスティス自身も呆ぼう然ぜんと、自分の両手を見下ろしている。

「僕……この手は……」

　すると不意に、ジャスティスの周囲に無数の人ひと影かげが現れた。

『こっちへ来るなよ、ジャスティス！　この血けつ盟めい者しや！』

『聖戦官クルセイダーの格好なんてしやがってよ！　俺たちを騙だましてたな！』

　何人もの少年たちが、ジャスティスめがけて石を投げつける。

　ライオットは、その光景に言葉をなくした。

　魔導ノイズが映し出した幻まぼろしのはずなのだ。

　だがその石がジャスティスの額にぶち当たると、少年の顔には鮮せん血けつが流れ落ちた。

「違ちがうよ、僕は騙してなんかない！　僕は聖戦官クルセイダーだ！」

　ジャスティスは必死に叫ぶが、少年たちは罵ば声せいを浴びせ続ける。

　耳を塞ふさぐジャスティスを、血盟者は満足そうに見つめた。

〈私の幻げん影えいは完かん璧ぺきだ、今のジャスティスには判断などできぬ〉

〈何が真実で、何が幻影かはな……〉

　イグリアは、指先を弾はじいて合図を送る。

　今度は新たに、聖衣をまとった男たちが邪じや宗しゆう紋もんの上に現出した。

『君の存在を認める訳にはいかないのだ、ジャスティス』

『邪宗紋を持った聖戦官クルセイダーなど存在してはならない』

『よって当教会は、君に名めい誉よある自決を勧かん告こくする』

『その聖せい戦せん杖じようをこちらに返すのだ、ジャスティス』

「い、嫌いやです！　そんなこと！」

　ジャスティスは涙なみだをこぼし、聖戦杖にしがみついた。

「どうして信じてくれないんですか！　僕は血盟者じゃない！　この邪宗紋だって、血盟を結んだせいじゃないんだ！」

　錯さく乱らんした少年は、逃にげ出そうと走り出す。

　だがジャスティスの周囲には、次々に新たな検断者が出現してきた。

『お前が聖戦官クルセイダーだと！　笑わせるな！』

『触さわらないで、邪宗紋のついた手で！』

『父さんの仇かたきだ、血盟者！』

「やめて……やめてください……」

『死んでしまえ』

『死んでしまえ』

『死んでしまえ』

　ジャスティスは耳を塞ふさぎ、目をつぶろうとする。

　だがイグリアの魔導ノイズはそれすらも許さず、少年は目を見開いて恐きよう怖ふに相対した。

〈ジャスティスにはここで死んでもらうのだ、自分自身の手でな……〉

〈耐たえきれぬ過去と向き合えば、誰だれしもがそうなる……〉

「これがジャスティスの過去……」

　呻うめくジードですら、その責めから目を背そむけたくなった。

　レイチェルも傭よう兵へいたちも、どうする事もできず苦く渋じゆうを嚙かむ。

　するとイグリアは、悠ゆう然ぜんとジャスティスを包囲する魔導ノイズに脚あしを踏ふみ入れていった。

〈第五撃フイフス・レイヴ……〉

〈夢魔デイズド・アンド幻惑身・コンフユーズド……〉

　その瞬しゆん間かん……

「そんな……！」

　レイチェルが思わず声を上げる。

　不可視の結界を通り抜ぬけたイグリアの姿が、一瞬にして変わっている。

　青い髪かみが赤く染まり、身体からだには皮ひ革かく鎧よろいと薄うす汚よごれた外套マントが現れた。

　背中から大たい剣けんを引き抜いたその姿は、戦せん鎧がい鬼きライオットそのものだった。

「なんて魔導ノイズを！」

　本物のライオット自身、我わが目を疑うほどの出で来き映ばえである。

　そして偽にせ物もののライオットは微び笑しようを浮うかべたまま、ジャスティスに近づいていった。

「ライオット、君……」

「あなたは死ぬしかないのよ、ジャスティス」

　本物と同じ声こわ色いろで、イグリアは大剣を差し出した。

「誰もあなたを聖戦官クルセイダーだと信じる者はいないわ、今までも……これからも……」

　ジャスティスは涙なみだを拭ぬぐいもせず、その言葉を聞いている。

　イグリアは、大剣の刃やいばをそっと少年の喉のどに押おし当てた。

「でもあなたが死ねば、みんな納なつ得とくしてくれるわ。殉じゆん教きよう者しやとして死に、みんなの疑ぎ惑わくを晴らすの。それしかないのよ。あたしがあなたを殺してあげる……」

　ジャスティスは、涙に濡ぬれた瞳ひとみでライオットの幻まぼろしを見上げる。

「ライオット、僕は……」

「あなたを信じてくれる人なんてどこにもいないのよ……」

　少年は、鈍にぶく光る刃の輝かがやきに目を落とした。そして魅み入いられたように、動きを停止する。

　その光景に、イルシィが悲鳴を放った。

「だめです、ジャスティス様！　騙だまされないで！」

「本物！　何やってんのよ！　ジャスティスが……」

　レイチェルも黒くろ薔ば薇らに抵てい抗こうしつつ、現実のライオットに声を飛ばした。

　だが倒たおれたまま、ライオットは相棒を見み据すえていた。

「あたしは……信じてる……」

　思いを絞しぼり出すようにつぶやいた。

「ジャスティスが死を選ぶわけないわ……これからいっぱい……やりたいことがあるんだもの……死んでなんになるのよ！」

「ラ、ライオット……」

　その言葉にジードが、そしてイルシィや傭よう兵へいたちが息を吞のんだ。

　だがかまわず、ライオットは信念を叩たたきつける。

「疑われたまま死んで何になるのよ！」

　しかし偽いつわりのライオットは冷れい笑しようを携たずさえ、大たい剣けんをジャスティスの喉のどに食い込ませた。

「さあ、ジャスティス……」

　微笑ほほえんでうなずいた。

「そのままこの剣で……」

「……君は……誰だれだ……？」

　不意に、ジャスティスがそう言った。

　イグリアが声をわずかに引きつらせる。

「私はあなたの……」

「……君は……ライオットじゃない」

　ジャスティスは次し第だいに声に力を取り戻もどし、言葉を紡つむぎだしていった。

「……君は……ライオットじゃない。僕の知ってるライオットじゃない……」

「何を言ってるの、さあ……」

「お前は誰だ！」

　鋭するどい一いつ喝かつをジャスティスが放つ。

　少年は涙なみだを振ふり捨て、偽りのライオットに力強い声で立ち向かった。

「ライオットは僕と一いつ緒しよだ！　いつも一緒だ！　そんな事言うはずがない！　僕をいつも守ってくれる！　お前は……！」

　言葉の途と中ちゆうで、ジャスティスの双そう眸ぼうに力が蘇よみがえった。

「血けつ盟めい者しやかっ！」

〈ちいっっ！〉

　飛び退のくその顔面へ、ジャスティスは聖印を突つきつけた。

「お前はライオットじゃない！　第二撃テイク・トウ！」

〈馬ば鹿かな、早すぎるっ！〉

「迂回衝撃弾ラウンダバウトっ！」

　まさに、奇跡サウンドはイグリアの目前で起き爆ばくした。

　ジャスティスの指先から放たれた四つの閃せん光こうが、次々血盟者の顔面を焼き払はらう。

　奇跡増幅デイストーシヨンなどかけてはいないが、至し近きん距きよ離りでの着ちやく弾だんは威い力りよくを倍加させていた。

〈あがあああっっっ！〉

　悲鳴をあげると同時にイグリアは正体を現し、無様なほどに仰のけ反ぞった。

　同時にジャスティスを捕とらえていた拘束魔導ホールデイング・ノイズも蒸発していく。

　足あし下もとの邪じや宗しゆう紋もんが消え失うせると、ようやくジャスティスは周囲の様子に気がついた。

「みんないったい……これは！」

　黒くろ薔ば薇らの園そのでもがく傭よう兵へいたちに、ジャスティスは愕がく然ぜんとした。

　しかしその魔導ノイズの威力も、イグリアが悶もだえる間にどろどろと溶よう解かいし始める。

　そこから真っ先に脱だつすると、ライオットは大たい剣けんを杖つえに立ち上がった。

「ジャスティス、良かった！」

「あ、危ないよ、ライオット！」

　片足のライオットを支えようと、少年が慌あわてて肩かたを貸す。

　その二人の前で、イグリアがゆらりと体勢を立て直した。

〈どこまでも……我らに抗こうすると言うのか……〉

〈ならば微み塵じんに砕くだいてくれる！　一人残らず！〉

　イグリアは全身火だるまになりながらも、必死に意識を保っている。

　両りよう腕うでを振ふり上げると、血盟者は暗黒に向かって声を嗄からした。

〈我わが主しゆよ！　我が主よ！〉

〈お答えあれ、我が主よ！〉

「まさか！」

　ライオットとジャスティスは、そこに血盟者の執しゆう念ねんを見た。

〈我とゲイツの身を捧ささげまする！〉

〈この身を糧かてとして、永き眠ねむりから目覚めよ！〉

〈我が主しゆ、邪神将アーシユラオログ・ゼイ！〉

　地表が音を立てて割れ砕くだけると、地底の奥おく底そこから黒い蒸気が噴ふき上がった。

　天てん井じようが崩くずれ、鍾しよう乳にゆう石せきがなだれを打って崩ほう落らくする。

　激げき震しんに誰だれもが壁かべや床ゆかに叩たたきつけられ、黒こく煙えんと熱気に激しく咳せき込んだ。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

「く、来るぞ、みんな！　何かにつかまれ！」

　両腕を失ったジードが叫さけびつつ、仲間を回かい廊ろうの先へと押おしやった。

　レイチェルは魔ま犬けんと共に、イルシィを背中にかばっている。

　ライオットの網もう膜まくにも、強大な魔導ノイズ線を示す警告が点てん灯とうし始めている。

　そして大地の奥底から、巨きよ大だいな何かが岩がん盤ばんを押し破って姿を現した。

「ジャスティス、頭を低くして！」

　ライオットはジャスティスをかばって、岩いわ陰かげへと走り込んだ。

　崩れる岩いわ肌はだを避さけると、二人は眼前に浮ふ上じようしたそれを啞あ然ぜんとして凝ぎよう視しした。

　現れたのは、巨大な触しゆく手しゆである。

　直径五メートルはあるだろうか。回廊を塞ふさぐほどの太さを持った触手が、地底から何本も突つき出し、絡からみ合いながら蠢うごめいている。

　その組織は半はん透とう明めいに透すき通り、一〇〇メートル以上はあろうかと言う長大な触手はてらてらと粘ねん液えきに輝かがやいていた。

「なんて……化け物なの……！」

　ライオットは呆ぼう然ぜんと、のたうつ肉の鞭むちを見上げている。

　やがて触手はゲイツの死体を巻き取り、火だるまのイグリアを抱かかえ込んだ。

〈おお、我わが主よ！　どうぞこの身を糧かてとしたまえ！〉

〈我ら血けつ盟めい者しやの信しん仰こうの証あかしをお受け取りくだされ！〉

「いやっ……！」

　イルシィは目を背そむけて、レイチェルにしがみついている。

　ゲイツとイグリアの骨格が触手に手た折おられ、ぼきぼきと砕くだけていく。

　だらりと弛し緩かんした肉体を地底に持ち去ると、どこかで歓かん喜きの声がした。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

「邪じや神しんだあっ！」「みんな、逃にげるんだ！」

　傭よう兵へいたちが、一いつ瞬しゆんで恐きよう慌こうに陥おちいる。

　歴戦の強つわ者ものといえど、邪神の前では無力であった。まして武器はない。

　傭兵たちは先を争って、出口へと走り出した。

「レイチェル、イルシィを頼たのむぞ」

　言って、ジードは猟りよう犬けん使づかいの背中を押おした。

「俺も後から必ず行く。みんなと安全な場所まで避ひ難なんするんだ」

「分かったわよ……」

　悔くやしそうに、レイチェルは唇くちびるを嚙かんだ。

　最後まで一いつ緒しよにいたくても、邪神相手ではもはや人間の出る幕ではない。

　手助けできぬ悔しさを胸にして、レイチェルは強ごう引いんにジードの唇を引き寄せた。

「バカっ！　レイチェル、こんな時に……！」

「いいから！　もおっ！」

　抵てい抗こうするジードの言葉を、レイチェルが唇で塞ふさいでしまう。

　呆あきれるライオットの側そばで、イルシィは顔を真まっ赤かにした。

「わわっ……！」

　ジャスティスは突とつ然ぜんのことに、横で目を丸くしている。

　だが事が終わると、レイチェルは少年とライオットに視線を変えた。

「隊長のこと、頼んだわよ」

「分かってる、心配しないで」

　ライオットの笑えみを確かめると、猟犬使いはイルシィの手を握にぎりしめた。

「行くわよ。あたしの手、離はなしちゃだめだからね」

「はい、レイチェルさん」

　イルシィも、もはや自分の力が及およばぬ事を知っていた。

　聖印で十字を切ると、修しゆう祓ばつ官かんの少女はジャスティスに一礼する。

「必ず……帰ってきてくださいね」

「うん。約束するよ、イルシィ」

　その言葉にうなずいて、イルシィは崩くずれゆく回かい廊ろうへ走り出す。

　魔ま犬けんグスタフを最さい後こう尾びとして、レイチェルたちの姿も闇やみにかき消えていった。

　ジードは安心して、ライオットに向き直った。

「これでまともな人間はみんな避難したな」

「そういうこと。後はあたしたちの仕事よ、色男っ！」

　ジードの胸を叩たたくと、ライオットは地底の裂さけ目の縁ふちに目を向けた。

　ジャスティスとジードに支えられながら、激げき震しんするクレバスへ歩み寄る。

　そこから下を覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん、三人の息が思わず止まった。

　裂さけた岩がん盤ばんの遥はるか下は、ぽっかりと空くう洞どうになっているようだった。

　その巨きよ大だいな空間に、透とう明めいな触しよく手しゆの群がぎっしりと詰つまっているのだ。

「これが邪神将アーシユラオログ・ゼイなのか……？」

「そうらしいけど……よく放出魔導ノイズ線量を確かめてみなさいよ」

　視線を変えぬまま、ライオットは傭よう兵へい隊長に言った。

「まだ数値は五〇〇前後だわ、邪神将級アーシユラ・クラスなら七〇〇はあってもおかしくない……」

「完全に復活したわけじゃないんだ」

　ジャスティスも確信して、言い切った。

「でも今ゲイツとイグリアを吞のみ込んだ……放出量も上がってくるはずだよ……」

　そしてライオットと見つめ合った。

「今なら倒たおせるよ、僕の奇跡サウンドでも」

「分かったわ……けど、あたしが行く」

　ライオットは大地の裂け目に腰こし掛かけると、両手で大たい剣けんを握にぎりしめた。

「あんたの奇跡サウンドを剣に遅延付帯コラボレーシヨンさせて。それであたしが突つっ込むわ。外皮を突き破って、体内で奇跡サウンドを起き爆ばくさせるのよ」

「バカ言え、それじゃお前はどうなる？」

　ジードは血相を変えて、邪じや神しんを見下ろした。

「邪神が死ねば、このゾズウェルもどうなるか分からねえんだぞ。右足をやられているお前が、どうやって脱だつ出しゆつするんだよ？」

「だってあんたは両りよう腕うでがないじゃない。攻こう撃げきは無理でしょ」

　言うと、ライオットは傭兵隊長の肩かたに手をおいた。

「その代わり、お願いがあるのよ。勝手なお願いだけどさ……」

「なんだよ、急に……」

「ジャスティスを脱出させてほしいの」

　ライオットは、肩に置いた手に力を込めた。

　ジードが怪け訝げんな顔をするが、ジャスティスは黙したままだ。

　ため息を吐ついて、ライオットは告白するようにつぶやいた。

「ジャスティスはこれから三度目の奇跡サウンドを使うわ。それが召しよう喚かん限度なの。使い終われば消しよう耗もうしきって、一人では脱出できなくなる……」

「分かった、連れ出すぐらいなら俺にもできるさ」

「ただ、それで……」

　ライオットは、少年に視線を送った。

　ジャスティスも、どう説明しようか迷っている。

　だがジードは舌打ちすると、二人に苦々しい顔を見せつけた。

「今いま更さらぐだぐだ言うなよ、俺がそんなに信用できねえのか？」

「だってこの子は……」

「聖戦官クルセイダーだろ、他ほかに何に見えるって言うんだよ？」

　その言葉に、ジャスティスが顔の緊きん張ちようを緩ゆるめた。

　ジードも、少年にすまなそうにうなずいている。

「誰だれが何と言おうが、お前は聖戦官クルセイダーだよ。俺が保証してやる。何があろうとな」

「ジードさん……」

「ありがと、ジード……」

　礼を言う二人の足あし下もとで、再び振しん幅ぷくが激しくなってきた。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

　壁へき面めんに亀き裂れつが走り、勢い良く淀よどんだ地下水が噴ふん出しゆつする。

　ライオットは眼光を鋭するどく左右に走らせ、相棒にうなずいた。

「頼たのむわ、ジャスティス！　こうなったら一秒でも惜おしいの！」

「分かった……ああああっっ！」

　ジャスティスの返事が激震に揺ゆさぶられ、悲鳴へと変わっていく。

　ジードも、裂さけ目に腰こし掛かけたライオットに慌あわてて叫さけんだ。

「まずいぜ、向こうも待っては……」

　警告されたライオットも、眼下の光景に戦せん慄りつした。

　うねる触しよく手しゆが絡からみ合い、怪かい光こうの中で急速に融ゆう合ごうしていく。加速する実体化に気づいて、ライオットは片足で立ち上がった。

「後退して！　来るっ！」

　それからの十秒は、気が遠くなるほど長く感じられた。

　大地が地底から突つき上げられ、岩がん盤ばんが吹ふき飛ばされる。岩がん塊かいが天てん井じようや壁へき面めんにぶち当たり、盛せい大だいに砕くだけ散っていった。飛び散る岩盤の破は片へんが容よう赦しやなく三人の頭上から降り注ぎ、噴出する淀んだ地下水が足下を滑すべらせる。

　ライオットの悲鳴は、轟ごう音おんと衝しよう撃げきにかき消された。

　目の前では転んだジャスティスが地下水にまみれている。助けようにもライオット自身、激げき震しんに翻ほん弄ろうされ壁面に打ち付けられている。両りよう腕うでを失ったジードは飛び来る瓦が礫れきを払はらい除のけることもできず、ただ岩石の豪ごう雨うのただ中にうずくまっていた。

（死ぬ……！）

　これほど明確に、絶望を悟さとったのは初めてであった。

　右足をもがれたライオットも、あえなく地に押おし倒たおされ、暴風めいた衝撃にただ耐たえるだけである。耳を塞ふさぐ邪じや神しんの雄お叫たけびにも抗こうする事はできなかった。

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

　声が次し第だいに明めい瞭りようさを増し、足下から頭上へと移っていく。

　ライオットは地面にしがみつきながら、必死に顔を上げようとした。

（立ち上がった……）

（邪神将アーシユラオログ・ゼイが……！）

　瞼まぶたを開け、その実体を見み極きわめようと唇くちびるを嚙かむ。だがライオットは、己おのれの双そう眸ぼうに邪神が映った途と端たん、しばし呆ぼう然ぜんと見上げるしかできなかった。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

　本体から放射状に伸のびる無数の触しよく手しゆは、すでに極ごく彩さい色しきへと転じている。それぞれの触手が緑地に赤、赤地に黒、黒地に紫むらさきの斑はん点てんを輝かがやかせていた。

　その姿は確かに、ネグロス聖教会の地下で見た壁へき画がに近きん似じしている。六百年前、聖パウエルと言う名の聖戦官クルセイダーと戦った巨きよ大だいな渦うず巻まき状の邪神。

　しかしその本体までは、壁画にも描びよう写しやされてはいなかった。

　触手の根本が絡からみ合い、醜しゆう悪あくに膨ふくれ上がった肉にく塊かいと化している。それが本体だ。

　だがその本体の正面には、巨きよ大だいな老人の上半身が屹きつ立りつしていたのだ。

（あ……あれが……）

　ライオットは、声にならない悲鳴をあげていた。

　老人の顔に一いつ切さいの表情はない。皺しわ深い顔つきは威い厳げんに満ち、虚うつろな視線はただ眼下のライオットたちを静かに見つめてるだけである。

　人間如ごとき矮わい小しような存在に対するに、殺意など表すつもりなどないのだ。

　数千年、数万年の時間軸じくを生きると言われた超ちよう越えつ存在。

　頭では分かっていた邪神の事実が、今まざまざと五体を震ふるわせている。

　それはたとえ醜しゆう悪あく奇き怪かいで、純じゆん粋すいに邪じや悪あくな存在だとしても、確かに『神』であった。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

「ああああああっっ！」

　すぐ近くから、ジードの悲鳴も聞こえてきた。彼もまた見たのだ。

　幾いく多たの戦場で活かつ躍やくしたジードも、瞬しゆん時じに絶対的な力の差を悟さとったに違ちがいない。

　しかしその声に反応して、オログ・ゼイの視線がわずかに動き始めた。

「ジードっっ！」

　ライオットは飛び来る瓦が礫れきを拳こぶしではね除のけ、果か敢かんに左足で立ち上がる。

　だがジードも咄とつ嗟さに身を起こし、錯さく乱らんしたかのような叫さけびを発した。

「だめだ！　伏ふせろ！　無理だ！」

　直後に、オログ・ゼイが乾かわいた咆ほう哮こうを響ひびかせた。

　老人の胸むな元もとがばきばきと音を立て、あばら骨が体皮を突つき破っていく。

　同時に、裂さけた胸の奥おくから直径一〇メートルほどの眼球が迫せり出してきた。

　血の色をした真まっ赤かな瞳どう孔こうが閃せん光こうを発すると、周囲を熱風と衝しよう撃げきが席せつ巻けんした。

「つあっっ！」「があっっ！」

　ライオットとジードは、悲鳴を合唱して地に転がった。

　その頭上を莫ばく大だいな炎えん熱ねつが容よう赦しやなく駆かけ抜ぬけていく。

　衝撃波は、二人の身体からだを地ち下か洞どうの奥おくへと吹ふき飛ばそうと荒あれ狂くるった。

（このままじゃ……）

　倒たおすどころか近寄る事すらできない。

　ライオットが地を這はいながら、諦あきらめかけた時……

「捕つかまって！　二人とも、早く！」

　目前に、希き宝ほう石せきメタライトの輝かがやきが差し出された。

　壁かべ際ぎわに逃のがれたジャスティスが聖せい戦せん杖じようを伸のばしているのだ。

　ライオットは急いでその杖つえを左手で握にぎると、右手でジードの胸むなぐらをつかんだ。

「悪い！　投げるわよ、ジード！」

　返事も待たずにジードを引き寄せ、ジャスティスの方へ投げ飛ばす。

　避よける力も無いジードは鍾しよう乳にゆう石せきに激げき突とつしながらも、暴ぼう風ふう圏けんから救出された。

「くそっ！　腕うでをなくしてるんだ、丁てい寧ねいに扱あつかえ！」

　悪態をつきながらも、右足をライオットへ差し伸べる。

　ジードの足とジャスティスの杖に捕まって、ようやくライオットも岩いわ陰かげへ到とう達たつした。

「おい、さっきの言葉は本当だろうな！」

　ジードは、ぜいぜいと呼吸を荒あららげてジャスティスに叫んだ。

「あんな姿になっても、まだお前の奇跡サウンドで倒せるのかよ？」

　その問いを、ジャスティスはしばし黙もく殺さつした。

　岩陰から邪じや神しんの巨きよ体たいを黙だまって見上げ、醜しゆう悪あくな肉体をつぶさに検分している。

「見てください。触しよく手しゆはまだ伸しん縮しゆくを繰くり返しています。実寸法を取り戻もどしていない証しよう拠こです。それに何より、攻こう撃げきを継けい続ぞくしてこない。本来の邪神将級アーシユラ・クラスならば、今の攻撃を間断なく繰くり返せるはずです」

　確かに、とうなずいてライオットも巨体を仰あおぎ見た。

　閃せん光こうを発した眼球はもうもうと湯気を放ち、瞳どう孔こうの輝かがやきも消え失うせている。

「ジャスティス、次の一撃までどれくらいかかると思う？」

「まだしばらくかかると信じたいよ。放出される魔導ノイズ線の量も不安定なはずだけど」

　言われて、ライオットとジードは自分の網もう膜まく表示を確かめた。

　ジャスティスの洞どう察さつに間ま違ちがいが無いと知ると、ジードは少年を驚おどろきの視線で見た。

「あの邪神を見て顔色ひとつ変えねえなんて……お前、何者だよ？」

「だからあ、聖戦官クルセイダーですよ」

　その微び笑しように手て応ごたえを感じて、ライオットは戦意を新たにした。

「分かった……やっぱり一番脆ぜい弱じやくな部分にピンポイントで斬きり込むしかないわね」

「それが分かれば苦労しねえだろ？」

「あんたもビクついてないで、相手を良く見なさいよ」

　ジードを肘ひじでこづくと、ライオットは邪神の巨大な眼球を指さした。

「目玉の根本に神経繊せん維いみたいなのが絡からみついてるでしょ？　あれがどくどく動いてるのが分かる？」

「ああ、確かに。あれを通して、攻撃力を眼球に送り込んでるんだな……って、おい！」

　驚くジードに、ライオットは微笑ほほえんでみせた。

「そういう事。あそこをぶった斬るわ、一番弱そうだしね」

「分かった、じゃあ僕は奇跡増幅デイストーシヨンと遅延付帯コラボレーシヨンの準備に入らないと」

　相棒の言葉に、ジャスティスも深くうなずいている。

　だが特とつ攻こう策さくに微み塵じんも反対しない少年に、ジードは呆あきれ返った。

「あそこに斬り込むだと？　邪神の身体からだをよじ登るつもりかよ、五〇メートルはあるぜ？　その前に、次の一撃をくらったらお仕し舞まいじゃねえか！」

「なんとかするわよ。それよりあんたはちゃんと隠かくれててよ」

　大たい剣けんを杖つえに、ライオットはよろよろと立ち上がった。

「ジャスティスが最後の奇跡サウンド使ったら……お願いよ、あんただけが頼たよりなんだから」

「おい待て、ライオット！　お前！」

　ライオットは別れの言葉一言交かわさず、ジャスティスにウィンクした。

　ジャスティスもうなずいて、力強く聖印を結ぶ。

　次の瞬しゆん間かん、ライオットは左足と大剣で岩場を飛び越えていった。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ・ゼイ……》

　巨きよ体たいをよじらせ、邪神将アーシユラ・クラスオログ・ゼイが呻うめいた。

　足あし下もとをひょこひょこと駆かけるライオットへ、胸むな元もとの眼球を向け始める。標的の神経繊せん維いは脈動を強め、瞳どう孔こうの輝かがやきも次し第だいに強まっていった。

「無茶だ、奴やつは待ってくれねえぞ！」

　しかしライオットは、やおら腰こしから手て榴りゆう弾だんを外すと、安全装置を引き抜ぬくと同時に空中へと放ほうり投げた。

「子供騙だましかもしれないけどね！」

《ン・ガ・ゼ……オオオオオオッッ！》

　炸さく裂れつの瞬間、邪じや神しんの巨きよ体たいが確かにかしいだ。

　投とう擲てきしたのは、ただの破は片へん手榴弾ではない。制圧用の閃せん光こう手榴弾である。

　邪神の眼球の目前で、立て続けに強きよう烈れつな爆ばく光こうがあふれ出た。

　焦しよう点てんを失った邪神は左右に何度か傾かたむき、それでも必死に瞳孔を膨ふくらませた。

《ン・ガ・ゼイ！》

《ン・ガ・オログ！　イリ・イリ、オログ・ゼイ！》

　あらぬ方向へ、眼球が一いち撃げきを撃うち放つ。岸がん壁ぺきが圧あつ搾さくされ、無数の瓦が礫れきが宙に舞まった。

　その一瞬こそ、ライオットが欲した瞬間であった。

「もう次はないっ！」

　ライオットは頭上の邪神めがけ、右腕うでを差し伸のばした。

　手首のパネルが跳はね上がり、超ちよう硬こう質しつワイヤーの射出装置が顔を出す。

　同時に戦せん鎧がい鬼きの網もう膜まくでは、同時起動した照準機能が邪神の胸むな元もとに狙そ点てんを定めていた。

〈目標確かく認にん。事後、変へん更こう指示があるまで目標固定〉

〈現在、距きよ離り五七・八二メートル。超硬質ワイヤー射出準備完かん了りよう〉

「だったら行くわよ！　ワイヤー射出！」

　ライオットは己おのれの人工戦せん闘とう頭脳に叫さけび、右腕に射出の合図を放った。

　黒く細い金属繊維が二本、頭上めがけて撃ち出される。強きよう靱じんなワイヤーは、邪神の胸元まで上じよう昇しようし、神経繊維に巻き付いていく。さらに先せん端たんに備えられた鋭えい利りなカギ爪づめが動脈に突つき刺ささると、ライオットの腕にも確かな感かん触しよくが伝わってきた。

〈巻き上げ速度、毎秒四メートル。限界値〉

〈速度変更指示なし、巻き上げ開始〉

　だしぬけに、ライオットの身体からだが空中に吊つり上げられた。

　右手でワイヤーを握にぎり、左手には電磁大たい剣けんを握ったまま、一気に邪神の懐ふところに肉にく迫はくする。

「ジャスティス、頼たのむわ！」

　目標を捕とらえたライオットが大剣を頭上へ突き出す。

　眼前には脈動する神経繊せん維いが、そしてその遥はるか上には超ちよう越えつ存在の顔面がそびえている。

　皺しわ枯がれた顔がライオットを見下ろした時、地上から清せい廉れんな声こわ音ねが湧わき起こった。

「奇跡増幅デイストーシヨン準備完かん了りよう！」

　聖印を結んだジャスティスが、力強く双そう眸ぼうを見開いた。

「遅延付帯コラボレーシヨン、同時発動準備完了！　最終撃ラスト・テイク！」

　ジャスティスの指から、莫ばく大だいな聖光が噴ふき上がった。

「神パ聖イ炎ロ熱マ堕ニ撃アっ！」

　聖光がジャスティスからライオットへ迸ほとばしる。その航こう跡せきに、邪じや神しんが嫌けん悪おの声を響ひびかせた。

《ン・ガ・ゼイ！》

《ン・ガ・オログ！　イリ・イリ、オログ・ゼイ！》

　邪神は、老人の顔を醜みにくく歪ゆがませた。口を開き、長大な牙きばをライオットに差し向ける。
















　しかしライオットの大剣には、帯状の神しん聖せい陣じんが急速に巻き付いていった。

　握る手にびりびりと痺しびれるような震しん動どうが伝わってくる。威い力りよくを増ぞう幅ふくされた一いち撃げきは、ライオットですら左手だけでは扱あつかいきれぬ力を有していた。

「まだあんたは起きる時代じゃないのさ……！」

　それでもジャスティスの力を携たずさえた刃やいばを、上段へと振ふり上げる。

「この時代にも聖パウロがいるって事なんだよ！」

　吼ほえ、そして振り下ろした。

　大剣が眼球を支える神経へ突つき刺ささり、続けて奇跡サウンドが起き爆ばくした。

《ン・ガ・ゼイ！》

《ン・ガ・オログ！　イリ・イリ、オログ・ゼイ！》

　神パ聖イ炎ロ熱マ堕ニ撃アが神経繊せん維いを伝わり、邪神の真っ赤な眼球を粉ふん砕さいする。

　もう一方で、オログ・ゼイの体内へ流入した威力はさらなる爆発を引き起こした。

　ライオットの頭上で神経繊維が弾はじけ飛び、ワイヤーも焼け落ちる。

「ああああああっっ！」

　支えを失ったライオットは、衝しよう撃げきと轟ごう音おんのただ中に投げ出されていく。

　最後に覚えていたのは、あふれんばかりの聖光であった。

「ラ、ライオット……」

　その聖光は、地上のジャスティスの目にも焼き付いていた。

　青白い創世神の光が、邪神オログ・ゼイの巨きよ体たいを隅すみ々ずみまで焼き尽つくしていく。

　だが相棒の安あん否ぴを確かめる力もなく、少年はその場に膝ひざを落とした。

「俺につかまれ、ジャスティス！」

　全力を使い終えた聖戦官クルセイダーの少年は、その言葉だけに反応する。

　駆かけ寄るジードの背に倒たおれ込んだ途と端たん、ジャスティスは意識を失った。

　同時に周囲の壁かべが崩くずれ落ち、地割れの底から熱風が噴ふん出しゆつする。

「ライオット！　ライオット！」

　呼びかけに応こたえる者はいない。

　悶もん絶ぜつする邪じや神しんもやがて形を失い、どろどろと溶よう解かいを始めていた。

　唇くちびるを嚙かみしめ、ジードは崩ほう落らくする地ち下か洞どうを背に駆けだしていった。

　背後からは追いすがるように、邪神の喘あえぎが聞こえてくる。

《ン・ガ・ゼイ……》

《ン・ガ・オログ……イリ・イリ、オログ……》

　それがゾズウェルと言う街の、断だん末まつ魔まの叫さけびであった。







　　　【エピローグ】







「見て……」

　高台の上から、レイチェルは邪じや神しんの街を見下ろしていた。

　指さす先には、ゾズウェルの異様な外観がそびえている。

　そのねじくれた建造物群の足あし下もとから、青白い光の帯が空中へ向かって流れ出した。

「聖光です。恐おそらく、ジャスティス様が……」

　吹ふき荒あれる黒風に立ち向かうように、イルシィも目をこらした。

　青白い聖光は都市を焼き崩くずし、揺ゆれ続けた樹木を粉ふん砕さいする。

　焼け落ちた異次元の植物が炎ほのおを散らすと、轟ごう音おんを上げて建物も溶よう解かいしていった。

　ゾズウェルを脱だつした傭よう兵へいたちも、固かた唾ずを吞のんでその光景を見守っている。

「大だい丈じよう夫ぶよね、みんな……」

　確かめるようにレイチェルがつぶやく。

　その弱気な声を叱しかるように、魔ま犬けんグスタフが二度三度と吼ほえたてた。

　笑って、レイチェルはその首筋を撫なでてやった。

「分かってるわよ。少し、心配しただけ……」

「おい、あれ……！」

　誰だれかが鋭するどく、眼下の一点を指さした。

　全員の視線がそこに集まる。

　黒い砂さ塵じんの彼方かなたにようやく、二人の人ひと影かげが現れたのだ。

「隊長だ！　ジード隊長だ！」

「聖戦官クルセイダーの坊ぼう主ずもいるぞ！」

　声と共に、傭兵たちは一いつ斉せいに走り出した。

　その先頭を切って、レイチェルは愛する者へと一直線に駆かけ込んでいった。

「ジード！」

　傭兵隊長は、背負っていたジャスティスを地面に下ろす。

　ジードは、もがれた両りよう腕うでを振ふって仲間たちに笑え顔がおを見せた。

「帰ってきたぜ、約束通りな」

「遅おそいわよ、バカあっ！」

　その安あん堵どした顔に、レイチェルが飛び込んでいく。

　突つき飛ばすようにジードを押おし倒たおすと、その胸の中でわんわんと泣き崩くずれた。

「バカはお前だ、みんなが見てる！　頭おかしくなったんじゃねえか！」

「うるさいわね、泣かせてよおっ！」

　ジードの抗こう議ぎをまるで無視して、レイチェルは号ごう泣きゆうを轟とどろかせた。

　その周囲に集まった傭よう兵へいたちは、呆あきれて拍はく手しゆをするしかなかった。

「よおよお、まだ日は高いですぜ、隊長！」

「オープンにもほどがありますよ。助かったと思ったら、すぐそれですかい？」

　笑いの輪の中で、ジードは何も言い返せなかった。

　一方で、砂地に寝ねかされたジャスティスはイルシィが抱だき起こしていた。

「ジャスティス様、しっかりしてください！」

　イルシィは優やさしく揺ゆすぶるが、少年は眠ねむりから覚めようとはしない。

　ただ両手に邪じや宗しゆう紋もんを鈍にぶく光らせるだけであった。

「ジャスティス様……」

　イルシィはしばしその輝かがやく手を見つめると、自分の手で柔やわらかく握にぎりしめた。

　ジードもレイチェルも、そして傭兵たちも黙だまって視線を同じくする。

　だが誰だれの瞳ひとみにも、恐きよう怖ふや動どう揺ようは皆かい無むだった。

　戦いを終えた聖戦官クルセイダーを労いたわる視線だけが、ジャスティスを取り巻いている。

「よくやったよ、俺が偉えらそうに言うのもなんだが……」

　ジードは身を起こして、つぶやくように言った。

「いい聖戦官クルセイダーだぜ、こいつ……」

　涙なみだをこぼしながら、イルシィもうなずいた。

　だがはっと気づいて、レイチェルが背後を振ふり返った。

「そうだ、ライオットは……！」

　今度は全員の視線が、焼け落ちるゾズウェルに向けられた。

　魔導ノイズの力を失った街は、乾かわいた砂さ漠ばくにぐずぐずと溶とけ落ちている。

　いつの間にか黒い風も弱まり、視界も徐じよ々じよに開けていった。

　そしてその風の向こうから、自分の身体からだを引きずる影かげが姿を現した。

「無事よ！　ライオットよ！」

　レイチェルが叫さけぶと、傭兵たちから歓かん声せいが上がる。

　その声に出で迎むかえられると、剣けんを支えにしたライオットは安あん堵どの息を吐はいた。

（終わったわよ……ジャスティス……）

　イルシィに抱かれる少年を見て、ライオットは全身から脱だつ力りよくした。

　誰の目にも歓喜があった。疑いも恐怖もそこにはない。

　その安堵に、ライオットは大地に倒たおれ伏ふした。

　駆かけ寄る傭よう兵へいたちの声も、次し第だいに遠のいていく。

　ただ今は、この心ここ地ちよい疲ひ労ろうに浸ひたっていたいだけであった。

「良かった……ライオットさんも無事です……」

　イルシィは涙なみだを拭ふいて、眠ねむるジャスティスに語りかけた。

　そしてこみ上げる嗚お咽えつを吞のむ。

「本当に……ありがとう……」

　涙るい滴てきがジャスティスの頰ほおにこぼれ落ちた。

　その輝かがやきに、ジードは無言でうなずいた。

　傭兵隊長の胸にも、仲間たちの歓声が響ひびき、レイチェルの涙声が滲にじんでいく。

　なくしたくない時間を嚙かみしめ、ジードは熱く焼けた砂をいつまでも握にぎりしめていた。







〈終わったのか……？〉

　そう問う赤い球体に、黒い球体が悠ゆう然ぜんとうなずいた。

〈ゾズウェルではな。だがこれを見よ……〉

　白く開けた空間に、惑わく星せいの立体映像が浮うかび上がった。

　赤黒く染まった巨きよ大だいな新大陸フロンテイアには、無数の光点が明めい滅めつしている。

〈ここ一か月、邪じや神しんの復活の兆ちよう候こうが見られた場所だ〉

〈このように多発した記き憶おく、私にはない……〉

　呻うめくように、黒い球体は惑わく星せい図ずにしばし見入った。

〈しかも邪神将級アーシユラ・クラス以上のものに限られるわ……〉

　現れた緑の球体も、落ち着き払はらった女声で付け加えた。

〈古代災厄オールド・ハザードの時代に死に絶えた者まで、力を取り戻もどしつつあるわ〉

〈消え失うせた星座の位置が正しければ……時は近いのよ〉

　そして惑星図の周囲には、次々と光り輝かがやく球体が集まってきた。

　十二の球体は輪を成し、互たがいの光で惑星を照らし出した。

〈新たな時代の到とう来らいと言うわけか、それも仕方ない〉

　金色の球体は、若々しい声こわ音ねでため息を吐ついた。

〈全すべては予見されていた。ただ予見した者が極きよく端たんに……少なかったということだな〉

〈我々も全能ではない〉

　白い球体が、しわがれた声で苦々しくつぶやいた。

〈この星の行く末全てを見通すことはできぬ。ただ、全ての可能性を追求すべきだ〉

　一同は、その言葉にうなずいた。

　惑星図に、にわかに赤黒い雲が湧わき起こってくる。

　その動きに、金色の球体が諦てい観かんの笑えみを漏もらし始めた。

〈しかしその時代の転てん換かん点てんに居合わせるとはな……〉

〈ともかく我らが創か世神みに感謝しよう。この試練は惑星の命数を決する〉

　同意する思いを受け止めて、金色の球体は聖印を結んだ。

〈願わくば、我ら人類にさらなる御ご加か護ごを……〉

〈来きたるべき……新大陸災厄フロンテイア・ハザードと戦うために……〉

　十二の思いは等しく重なり、祈いのりは惑星を覆おおい尽つくした。







　　　あとがき







　というわけで、おかげさまで三巻です。

　奇くしくも「一巻＝冬休み」「二巻＝夏休み」に続きまして、今回の三巻は春休みのさなかにお届けする事となりました。学生の皆さんも、学生でない皆さんも、楽しい休日のお供に一冊手にとっていただければ幸いです。




　そう言えば「なになに休み」などと言うものと疎そ遠えんになって幾いく年とし月つき。

　学生時代はともかく、一応経験した社会人時代はデパート内の店てん舗ぽで過ごしたため、土日は働き、平日休むパターンがほとんどでした。まして祝日・年末年始はかきいれ時。夏休みなど、まとめて取ることはありませんでした。

（あの頃まとめて休んだのは、自宅のステレオスピーカーを右足親指にピンポイントで落下させ骨折、全治五週間と言われた時だけだなあ）




　そして今や毎日が仕事であり、毎日が休日とも呼べる生活を送っております。

「何時まで会社に行かなきゃいけない／またはいなきゃいけない」

　そんなお約束と無む縁えんな世界で仕事をし始めた頃は、結けつ構こう生活のリズムが乱れましたね。当然の事ですが。

　やはり深しん夜や、しんと静まり返った時間の方が落ち着くし、原稿も書きやすかったので、最初は夜型になってしまいました。しかしこれは失敗。

　朝方六時ぐらいまで原稿と向き合うのですが、当然夜中に腹が減るのです。

　しかし毎晩二時頃に腹一杯食べると、必ずや体重がオモシロ情けない事になります。

　なおかつ運動に適した時間帯は惰だ眠みんを貪むさぼってるわけで、そりゃ健康にも良くないですよ。

　現在は、徒と歩ほ十分ほどで行けるスポーツクラブへ出かけ、軽く運動をしております。

　おかげで一時的に増加した体重も元通り。体たい脂し肪ぼうも毎日チェックだ。




　そんな健康的な状況で、この三巻も書き上げました。

　前巻で寒い都市を書いていた時から「次は熱い砂さ漠ばくにするぞ」と早々に決定。

　さすがに三巻ともなれば、ジャスティスもライオットもすいすいと動き回ってくれて、書き進めるのも楽しかった一冊です。

　読者の皆さんにとっても、楽しい一冊になれたでしょうか？

　ご意見・ご感想などありましたら、お気軽にお便りください。




　それから二巻のあとがきで「イラストのぽぽるちゃさんのホームページがありますよ」とご紹介したところ、たくさんの方がおいでくだされたようで、僕も驚いています。

　ぽぽるちゃさん自身も、ファンの方から直接メッセージをいただけて、かなり励みになっているそうです。美しいイラストを未見の方は是ぜ非ひ！




　この先、物語もさらに佳か境きようへと向かいます。どうか引き続きおつき合いください。

　なにせまだ謎という謎が少しも解き明かされていないので……

　旅の終わりに至るまで、まだ時間はかかりそうです。

　それではまた、ジャスティスとライオットの新たな戦場でお会いしましょう。







　　　　　二〇〇二年二月二十二日


市川　丈夫　　









《曲名・バンド名・アルバム名・発表年》




NOVEMBER RAIN　　GUNS N ROSES〈USE YOUR ILLUSION 1〉　1991




JUGULATOR　　JUDAS PRIEST〈JUGULATOR〉　1997




SOUND CHASER　　YES〈RELAYER〉　1974




STONE COLD CRAZY　　QUEEN〈SHEER HEART ATTACK〉　1974




ALL ALONG THE WATCHTOWER　　BOB DYLAN〈JOHN WESLEY HARDING〉　1967




OUTSIDE THE WALL　　PINK FLOYD〈THE WALL〉　1979




MINE ALL MINE　　VAN HALEN〈OU812〉　1988




WAR PIGS　　BLACK SABBATH〈PARANOID〉　1970




SAD WINGS OF DESTINY　　JUDAS PRIEST〈SAD WINGS OF DEASTINY〉　1977




BED OF ROSES　　BON JOVI〈KEEP THE FAITH〉　1992




DAZED AND CONFUSED　　LED ZEPPELIN〈LED ZEPPELIN〉　1968
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